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【ひとくちメモ】
たれをだし汁で割ることで、まろや
かな酸味で、うまみのある南蛮漬け
に仕上がります。給食では釜で煮出
した昆布だしを使いますが、かつお
だしでもおいしくできますよ。

【作り方】
①魚にＡを揉みこみ、でん粉をつけて 170〜180℃の油で揚げる。
②Ｂを合わせて火を通したたれを、①にかけてできあがり。

今月の献立
「魚の南蛮漬け」

　９月16日敬老の日。各々の地域で敬老のお祝いが開かれ、
ご案内をいただいた地域に参加させていただきました。地域の
方をお祝いするため、自治会をはじめ関係者の方々が、それぞ
れ工夫を凝らして会を盛り上げておられました。これまで地域
の発展に力を尽くしてこられた皆さまに敬意を表しますとともに、
その知識と経験を若い世代に伝えていくことが、私たちの役目
であると考えます。
　水俣市内女性の最高齢者は110歳で、県内でも最高齢。男
性の最高齢者は105歳。これまでの人生で大変なご苦労もあ
ったでしょうし、私たちの考えも及ばない経験もされたのでは
ないかと思います。どうかこれからも、お元気で暮らしていた
だきたいと願っております。
　水俣市でも、「元気で長生き」を施策の柱の一つとして掲げ
ております。日々健康で暮らせることへの感謝を忘れず、子ど
もからお年寄りまで、すべての市民が笑顔で過ごせるまちづく
りを、これからも進めてまいります。

市長からのメッセージ ５

がまだす水俣ひと辞典 Vol.31
わんぱく相撲全国大会団体戦日本一！
吉本 陽平 くん 

特集
エコパーク水俣バラ園は10周年！

まちのわだい
水俣環境アカデミア遠隔講義 ほか

市からのお知らせ
第60回水俣市民文化祭
「消防団応援の店」登録店募集
第40回市民スポーツ祭り ほか

連載 みなまた健康づくり応援団 ほか

くらしの情報
徳冨蘆花顕彰講演会 ほか

くらしのカレンダー
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髙岡利治市長が市政の動向や
活動などをお知らせします。

目次 ーー

水俣市長　髙岡利治
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（写真上）基本動作の一つ一
つが強さにつながる。表情
も真剣そのもの　（写真下）
気迫のこもった立会い。 ●材料（４人分）
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魚の切り身
でん粉
揚げ油
酒
塩
こしょう
おろししょうが
たまねぎ（スライス）
にんじん（千切り）
酢
三温糖
うすくちしょうゆ
本みりん
昆布だし汁

給食レシピ
おうちで 簡単

　
ド
シ
ン
。
ま
っ
す
ぐ
前
を
見
て
、
力
強

い
し
こ
を
踏
む
。
ド
シ
ン
。
動
き
を
確
か

め
る
よ
う
に
て
い
ね
い
に
、
も
う一つ
。

　

吉
本
く
ん
の
稽
古
場
は
、
芦
北
町
の

交
流
セ
ン
タ
ー
。
未
就
学
児
か
ら
高
校

生
ま
で
が
所
属
す
る
ク
ラ
ブ
で
、
週
に
４

日
の
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
「
や
っ
ぱ
り
、
勝
っ
た
と
き
が一番
う
れ

し
い
。
き
つ
い
の
は
、ぶ
つ
か
り
稽
古
か
な
」

と
、
は
に
か
み
な
が
ら
話
し
て
く
れ
た
吉

本
く
ん
。
土
俵
の
外
で
は
小
学
生
ら
し
い

笑
顔
を
見
せ
て
い
て
も
、
稽
古
場
で
は
真

剣
な
ま
な
ざ
し
で
、
厳
し
い
稽
古
に
臨
ん

で
い
ま
し
た
。

　
ク
ラ
ブ
に
入
っ
た
き
っ
か
け
は
、
幼
稚

園
の
頃
に
参
加
し
た
ち
び
っ
こ
相
撲
。
取

組
を
見
た
人
に
誘
わ
れ
、
小
学
校
入
学

と
同
時
に
入
門
し
ま
し
た
。
当
時
打
ち

込
ん
で
い
た
水
泳
と
掛
け
持
ち
し
て
い
ま

し
た
が
、
４
年
生
の
と
き
、
相
撲一本
に

絞
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。「
送
迎
し
て

も
ら
っ
て
い
る
お
母
さ
ん
や
、
監
督
・
コ

ー
チ
に
結
果
を
出
し
て
恩
返
し
し
た
い
」。

そ
の
思
い
が
、
熱
心
な
稽
古
に
表
れ
て
い

る
よ
う
で
し
た
。

　

憧
れ
の
力
士
は
、
同
ク
ラ
ブ
出
身
で

昨
年
大
相
撲
の
初
土
俵
を
踏
ん
だ
大
翔

成
。
目
標
は
、
学
年
無
差
別
で
戦
う
全

国
中
学
校
相
撲
選
手
権
大
会
に
１
年
生

で
出
場
す
る
こ
と
だ
そ
う
。
目
標
に
向
け

て
、
今
日
も
稽
古
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

人人水俣ひと辞典がまだす

人人水俣ひと辞典がまだす

人人水俣ひと辞典がまだす

人人水俣ひと辞典がまだす

Vol.31

わんぱく相撲全国大会で
県代表として団体戦日本一！

吉本 陽平 くん（初野）

　８月４日に東京都で行われた
第35回わんぱく相撲全国大会で、
熊本県選抜Ａチームが日本一を勝
ち取りました。小学４年生から６
年生まで、各学年の県予選優勝者
で構成されるＡチームに、５年生
として選ばれたのが、吉本陽平く
ん（水東小）。小学生力士の、相
撲にかける思いを聞きました。

今月の表紙
Cover Photo

８月31日・９月１日の２日間、湯の児海
水浴場周辺で、話題のマリンアクティビ
ティー・ＳＵＰの大イベントが開かれまし
た。全国から愛好家やアスリートが集ま
って、会場は荒れた天気にも負けない
熱気に包まれました。「ＳＵＰの聖地・水
俣」を実現して、たくさんの人が訪れる
まちになることを期待しています。

（８月４日撮影）

MINAMATA SUP BAY!
SUPA西日本SUP選手権大会
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ハートリンク水俣
代表
前田 宜重 さん

　

ハ
ー
ト
リ
ン
ク
水
俣
は
、
平

成
18
年
か
ら
県
の
指
定
管
理
者

と
し
て
エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
全
体

の
管
理
・
運
営
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

バ
ラ
園
は
、
多
く
の
人
た
ち

の
協
力
や
支
え
も
あ
っ
て
、
自

分
た
ち
の
手
で
少
し
ず
つ
工
夫
・

改
良
を
重
ね
て
作
り
上
げ
て
き

ま
し
た
。
今
年
の
春
に
は
、
約

５
年
を
か
け
た「
バ
ラ
の
宮
殿
」

エ
リ
ア
を
お
披
露
目
す
る
こ
と

も
で
き
、
春
の
ロ
ー
ズ
フ
ェ
ス

タ
で
は
、
来
場
者
数
も
過
去
最

高
を
数
え
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
集
客
が
よ
り

地
域
全
体
に
経
済
的
な
効
果
を

も
た
ら
す
よ
う
、
工
夫
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
ち
が
誇
る
バ
ラ
の
名
所

　
エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
バ
ラ
園
は
、
平
成

21
年
４
月
、
道
の
駅
み
な
ま
た
の
オ
ー

プ
ン
と
同
時
に
開
園
し
ま
し
た
。
約

１
万
２
千
㎡
の
敷
地
に
、
８
０
０
種

５
千
株
も
の
バ
ラ
が
咲
き
誇
り
、
春
と

秋
の
花
の
季
節
を
中
心
に
、
市
内
外
か

ら
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
す
。

　
園
内
に
は
、
バ
ラ
を
楽
し
む
た
め
の

工
夫
が
随
所
に
凝
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

バ
ラ
の
壁
で
園
内
を
包
み
込
む
こ
と

で
、
日
常
風
景
を
忘
れ
ら
れ
る
特
別
な

空
間
を
演
出
し
て
い
る
他
、
高
低
差
や

ア
ー
チ
な
ど
を
生
か
し
た
立
体
的
な
デ

ザ
イ
ン
に
よ
っ
て
、
園
内
で
も
場
所
ご

と
に
違
う
雰
囲
気
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

障
が
い
が
あ
る
人
の
努
力
の
結
晶

　
訪
れ
る
人
を
華
や
か
に
迎
え
る
、
美

し
い
バ
ラ
の
花
々
。
そ
の
維
持
や
育
成

を
担
っ
て
い
る
の
は
、
福
祉
作
業
所
で

あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
ロ
ー
バ
ル
園
芸
療

法
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
、
障
が
い
が

あ
る
人
た
ち
で
す
。

　
土
づ
く
り
や
剪
定
、
施
肥
、
摘
花
な

ど
、
一
年
を
通
し
た
地
道
な
お
世
話
に

よ
っ
て
、
こ
の
美
し
い
バ
ラ
園
は
作
ら

れ
て
い
ま
す
。

バ
ラ
園
で
ま
ち
を
元
気
に

　
10
周
年
を
迎
え
た
今
年
の
春
、
今
や

恒
例
と
な
っ
た
ロ
ー
ズ
フ
ェ
ス
タ
に
は
、

過
去
最
高
と
な
る
約
９
万
人
が
訪
れ
ま

し
た
。
バ
ラ
の
名
所
と
し
て
広
く
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
開
花
の
時
期
に
は

毎
回
来
る
と
い
う
市
外
の
人
も
増
え
て

い
ま
す
。

　
ま
ち
に
人
を
呼
び
、
地
域
を
元
気
に

し
て
く
れ
る
バ
ラ
園
。訪
れ
る
人
た
ち
に

「
こ
ん
な
に
い
い
と
こ
ろ
だ
よ
！
」
と

自
慢
で
き
る
よ
う
、
そ
の
裏
側
を
少
し

だ
け
、
の
ぞ
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

特集

お
か
げ
さ
ま
で
10
周
年
！

エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
バ
ラ
園
は

春
と
秋
の
花
の
季
節
を
中
心
に

た
く
さ
ん
の
人
を
美
し
い
バ
ラ
で
楽
し
ま
せ
て
い
る
、エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
バ
ラ
園
。

皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
、
開
園
10
周
年
と
な
り
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

　
エ
コ
パ
ー
ク
水
俣（
公
園
管
理
事
務
所
）☎
62
・
７
５
０
１

　

春
と
秋
の
バ
ラ
の
季
節
に
合

わ
せ
て
平
成
21
年
の
開
園
当
初

か
ら
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る

「
ロ
ー
ズ
フ
ェ
ス
タ
」。
来
場
者

数
は
年
々
増
加
し
て
い
て
、
今

年
の
春
に
は
、
第
１
回
の
４
倍

以
上
と
な
る
約
９
万
人
を
数
え

ま
し
た
。
平
成
24
年
に
は
、
バ

ラ
園
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
・
エ
コ
バ
ラ
ち
ゃ
ん
が
誕

生
。
園
内
は
も
と
よ
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
で
活
躍
し
て
、

水
俣
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
と
し
て
定

着
し
て
い
ま
す
。

Data
データ
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NPO 法人
グローバル園芸療
法センター理事長
本田 洋志 さん

　グローバル園芸療法センターは、「園芸
療法」を通して職業訓練と就労の機会を
提供することで、障がいがある人たちの自
立を支援する福祉作業所です。
　「園芸療法」とは、自然との関わりを通
して、心や体の健康の回復を図るもの。
無用なプレッシャーを感じる必要のない自
然の中で、五感を使って植物や土に触れる
ことで、自分自身を見つめ直したり、新た
な自分を見つけたりといった心身の癒しに
つながります。当センターがあることで、
障がいがある人が働きたいと思ったとき
に、最初の一歩を踏み出すきっかけにな
ればと思います。
　当センターの利用者は、30歳代から
60歳代まで幅広い年代にわたり、障がい
の状態もさまざま。基本的にみんなで同
じ作業に取り組みますが、それぞれの特性
に合わせて行います。もちろん、バラも種
類ごと、株ごとに形や性質が違います。剪
定作業ひとつとっても、品種や枝の形に合
わせて行う必要があり、決まりきった方法
でできるものではありません。一緒に作
業を行う指導員が、利用者とコミュニケー
ションをとりながら、一定の品質を保った
花を咲かせることができるよう、日々工夫
を重ねています。
　このページで紹介しているとおり、バラ
は、花の季節以外でも一年を通していろ
いろな手入れや管理が必要です。美しい花
をたくさん咲かせるためには、こうした日々
の地道な作業こそ重要です。寒い日も、雨
の日も、自分たちが一所懸命に手をかけて
きたバラが咲き、訪れた人たちに「きれい
だね」と声をかけてもらえることをモチベー
ションに、みんなが頑張っています。

羽根るみ子さん

渕上真夕さん

古里直樹さん

バラの根元を覆う「マルチング」は、霜
や乾燥、雑草を防ぐためのもの。当園で
は杉の樹皮を使っています。
この写真は、年に一度のマルチングはが
しの様子です。寒い季節に全てはがして、
土壌の検査・改良を行います。広いバラ
園の全体を作業するのは大変だけど、土
づくりはとっても大切なんです。

１月〜２月ごろに、枝の剪定を行います。
バラの活動が鈍くなる寒い季節に、葉を
全て落として株を休眠させてから作業し
ます。枯れたり傷んだ枝を取り除き、
樹形を整えてきれいな花をバランス
よく咲かせるために欠かせない作業
です。剪定のあとは、しっかり
肥料をあげて春に備えます。

　　　　　暖かい季節も、お世話するこ
とがたくさんあります。新しいつぼみが
大きく開くよう、咲き終えた花を摘んだ
り、雑草を取ったり。ローズフェスタに
来てくださった人なら、園内でこうした作
業をしている私たちを見たことがあると
思います。皆さんをきれいなバラでお迎
えするため、毎日頑張っています。

マルチはがし・土づくり剪定作業施肥

花がら摘み

除草作業

きれいなバラを咲かせるために
日 こ々んなお世話をしています

　
バ
ラ
は
、
病
気
や
害
虫
に
弱
く
、

一
般
に
栽
培
に
手
が
掛
か
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
広
大
な
敷
地
を

も
つ
エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
バ
ラ
園
で

は
、
福
祉
作
業
所
を
利
用
す
る
障

が
い
が
あ
る
人
た
ち
が
、
毎
日
こ

つ
こ
つ
と
バ
ラ
の
お
世
話
を
し
て

い
ま
す
。

　
春
と
秋
の
花
の
季
節
に
、
き
れ

い
な
花
を
た
く
さ
ん
咲
か
せ
て
、

訪
れ
る
人
た
ち
に
楽
し
ん
で
も
ら

う
た
め
に
。
寒
い
日
も
、
雨
の
日

も
頑
張
っ
て
い
る
人
た
ち
が
、
日

頃
取
り
組
ん
で
い
る
お
世
話
を
紹

介
し
て
く
れ
ま
し
た
。

特集
エコパーク水俣バラ園10周年
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特集
エコパーク水俣バラ園10周年
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あたまの立派なバラがぼくの自
慢なんだ。おでこの花びらはハー
ト型。さわるとラブ運がアップ
するってうわさだよ♪

黄色いバラのつぼみのしっぽ。
かわいいでしょ？ そっとさわる
と幸せになれるんだって！
突然さわるとびっくりするよ。
声をかけてね♪

全身ふわふわ、な
でると気持ちいい
よ！ とげはないか
ら安心してね♪

人間のことばは話せ
ないけれど、お話は
大好き！ どんどん話
しかけてね♪

みんな大スキ♪
エコバラちゃんの自己紹介

エ
コ
バ
ラ
ち
ゃ
ん
の

歌
＆
ダ
ン
ス
が
で
き
ま
し
た
♪

　
バ
ラ
園
と
ロ
ー
ズ
フ
ェ
ス
タ
の
10

周
年
を
記
念
し
て
、
ぼ
く
の
歌
と
ダ

ン
ス『
だ
い
す
き
！
エ
コ
バ
ラ
ち
ゃ

ん
』が
で
き
ま
し
た
♪

　
歌
を
作
っ
て
く
れ
た
の
は
、
熊
本

を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
３
人
組
エ

ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー「
い
ち
ご
く
ら
ぶ
」

の
み
な
さ
ん
だ
よ
。
今
年
の
春
の

ロ
ー
ズ
フ
ェ
ス
タ
で
、
い
ち
ご
く
ら

ぶ
さ
ん
と
一
緒
に
、
ス
テ
ー
ジ
で
お

披
露
目
し
た
ん
だ
♪

　
ダ
ン
ス
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公

開
中
だ
か
ら
、
覚
え
て
踊
っ
て
く
れ

た
ら
う
れ
し
い
な
！
「
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
」に
ア
ク
セ
ス
し
て
、
エ
コ
バ
ラ

ち
ゃ
ん
で
検
索
し
て
み
て
ね
☆

▲みなさんの前で、ぼくのダンスを初披露！
　緊張したけど、たくさんの拍手がうれしかったよ♥

ローズフェスタ秋2019のお知らせ

エコパーク水俣バラ園のイメージキャラクター「エコバラちゃん」は、バラ園の妖精です。
ちょっぴり恥ずかしがり屋だけど、みんなの笑顔が大好きな男の子。ぜひ、バラ園に会いに来てください♪
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水
俣
演
奏
家
協
会
が
、
赤
ち
ゃ
ん
も

家
族
と
一
緒
に
楽
し
め
る
親
子
の
た
め

の
音
楽
会「
き
ら
き
ら
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
、
も
や
い
館
で
開
き
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
親
子
連
れ
を
中
心
に
約

１
０
０
人
が
観
覧
に
訪
れ
ま
し
た
。
演

奏
さ
れ
た
の
は
、
童
謡
や
ア
ニ
メ
・
映

画
の
主
題
歌
な
ど
、
誰
も
が
聴
い
た
こ

と
の
あ
る
曲
を
中
心
に
し
た
24
曲
。
手

遊
び
歌
が
演
奏
さ
れ
る
と
、
子
ど
も
た

ち
は
曲
に
合
わ
せ
て
歌
い
な
が
ら
体
を

い
っ
ぱ
い
に
動
か
し
て
、
音
楽
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
の
最
後
に
は
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ「
み
ん
な
の
う
た
」で
人
気
の
、
歌

手
・
米
津
玄
師
さ
ん
の
ヒ
ッ
ト
曲『
パ

プ
リ
カ
』を
全
員
で
合
唱
し
ま
し
た
。

大人も子どもも一緒に歌おう♪ きらきらコンサート8/10

▲子どもたちも、歌に合わせて一緒に手遊び

水俣環境アカデミア市民公開講座  『プログラミングをみんなの力に』

水面にゆれるあかりとともに故人を送る 精霊流し8/16

▲大人にも子どもにも、新たな学びの機会です

　
水
俣
環
境
ア
カ
デ
ミ
ア
で
、
子
ど
も
た
ち

が
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
挑
戦
す
る
催
し
が
開

か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
令
和
２
年
度
か
ら

小
学
校
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
が
必
修

化
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
子
ど
も
た
ち
に

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら

う
と
共
に
、
地
域
に
指
導
者
を
育
て
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　

講
師
は
、
日
鉄
日
立
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
㈱
の
萬
谷
靖
夫
さ
ん（
月
浦
出

身
）。
故
郷
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
素

地
が
な
い
こ
と
を
知
り
、
市
に
働
き
か
け
て

こ
の
講
座
を
開
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
事
前
の
講
習
で
指
導

方
法
を
学
ん
だ
教
育
支
援
者
と一緒
に
、
ロ

ボ
ッ
ト
を
狙
い
通
り
に
動
か
す
課
題
を
通
し

て
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

▲手を合わせて故人の魂を見送る

　

濱
八
幡
宮
そ
ば
の
水
俣
川
堤
防
で
、

「
精
霊
流
し
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

精
霊
流
し
は
、精
霊
船
や
万
灯
籠
を

川
や
海
に
流
し
て
、初
盆
を
迎
え
た
故
人

を
弔
い
送
り
ま
す
。長
崎
県
を
中
心
に
九

州
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
、お
盆
の
伝
統

行
事
で
、水
俣
市
で
は
水
俣
市
社
会
福

祉
協
議
会
が
中
心
と
な
って
毎
年
行
って

い
ま
す
。

　
市
内
６
つ
の
お
寺
の
住
職
に
よ
る
読
経

に
続
い
て
、故
人
の
遺
族
か
ら
手
渡
さ
れ

た
紙
製
の
精
霊
船
や
万
灯
籠
を
、係
員

が
川
面
に
設
け
ら
れ
た
特
設
の
い
か
だ
か

ら
流
し
ま
し
た
。

　
遺
族
は
、水
面
に
揺
れ
る
あ
か
り
を
見

送
り
な
が
ら
、手
を
合
わ
せ
て
故
人
を
し

の
ん
で
い
ま
し
た
。

　
水
俣
高
校
生
が
、研
修
の
た
め
水
俣
を
訪

れ
た
慶
應
義
塾
大
学
の
学
生・東
南
ア
ジ
ア

か
ら
の
留
学
生
ら
と
協
力
し
て
、環
境
を
テ

ー
マ
と
し
た「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
」の
制
作
に

挑
戦
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、市
と
慶
應
義
塾

大
学
の
共
同
事
業「
高
大
連
携
未
来
塾
」の

一つ
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、高
度
な
技
術

を
応
用
し
て
環
境
を
ア
ー
ト
と
し
て
表
現
す

る
過
程
で
、学
び
と
環
境
問
題
へ
の
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

生
徒
ら
は
、留
学
生
ら
と
協
力
し
て
、透

明
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
板
に
砕
い
た
リ
サ
イ
ク

ル
ガ
ラ
ス
で
絵
を
描
き
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

に
設
け
た
特
設
サ
イ
ト
に
投
稿
さ
れ
た
記
事

に
応
じ
て
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
17
の
ゴ
ー
ル
の
イ
メ

ー
ジ
色
に
変
化
す
る
ラ
ン
プ
で
照
ら
す
作
品

を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

慶応大生・水俣高校生らが協力して 環境をテーマにアート作品を制作8/22

　

水
俣
川
漁
業
協
同
組
合
が
、水
俣
市

の
市
制
施
行
70
周
年
を
記
念
す
る
行
事

の一つ
と
し
て
、水
俣
の
川
が
育
む
食
材
と

自
然
に
ふ
れ
あ
う
催
し
を
開
き
、親
子
連

れ
な
ど
た
く
さ
ん
の
人
が
参
加
し
ま
し

た
。当
日
の
雨
の
た
め
、予
定
し
て
い
た

川
遊
び
は
行
わ
れ
ず
、小
崎
親
水
公
園
で

の
活
動
の
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、ウ
ナ
ギ
や
ア
ユ
、テ
ナ
ガ
エ

ビ
の
つ
か
み
取
り
プ
ー
ル
が
用
意
さ
れ
、

子
ど
も
た
ち
は
歓
声
を
あ
げ
な
が
ら
、全

身
び
し
ょ
濡
れ
に
な
っ
て
魚
を
追
い
か
け

て
い
ま
し
た
。こ
の
他
、投
網
体
験
や
ア
ユ

の
塩
焼
き
体
験・試
食
、川
の
食
材
を
使

っ
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
も
あ
り
、身
近
な

川
の
豊
か
さ
に
ふ
れ
て
、大
人
も
子
ど
も

も
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

湯
の
鶴
温
泉
多
目
的
広
場
で
、
湯
の

鶴
温
泉
夏
祭
り
「
鈴
虫
祭
」が
開
か
れ

ま
し
た
。
会
場
に
は
、
地
域
の
手
作
り

料
理
や
地
元
の
グ
ル
メ
を
販
売
す
る
た

く
さ
ん
の
出
店
が
並
び
、
用
意
さ
れ
た

テ
ー
ブ
ル
席
も
満
席
に
な
る
ほ
ど
た
く
さ

ん
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
地
元
住
民
な
ど
に
よ

る
踊
り
や
太
鼓
な
ど
が
披
露
さ
れ
た
他
、

ラ
ム
ネ
の
早
飲
み
競
争
や
自
転
車
な
ど

の
豪
華
商
品
が
当
た
る
抽
選
会
な
ど
も

あ
り
、
祭
り
は
最
後
ま
で
に
ぎ
や
か
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
に
は
、
愛
好
家
が
育
て

た
ス
ズ
ム
シ
を
入
れ
た
虫
か
ご
が
用
意
さ

れ
、
参
加
者
が
涼
や
か
な
鳴
き
声
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

▲完成した作品と、制作した生徒・学生・留学生ら

川の自然に親子で親しむ一日 水俣川親子ふれあい体験8/24

晩夏の夜に、鈴虫の涼しい音色　湯の鶴温泉夏祭り「鈴虫祭」8/24

▲アユやテナガエビのつかみ取り。待て待て〜！

▲それぞれ工夫を凝らした出し物が披露された

8/14
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芦
北
高
校
農
業
科
の
３
年
生
５
人

が
考
案
し
た
、
無
農
薬
で
栽
培
さ
れ
た

芦
北
産
の
ほ
う
じ
茶
を
使
っ
た
シ
フ
ォ
ン

ケ
ー
キ
が
完
成
し
、こ
の
日
発
売
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
ケ
ー
キ
は
、地
元
産
の
お
茶

の
魅
力
向
上
を
目
的
に
同
校
で
結
成
さ

れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
班
が
、１
年
を
か
け

て
開
発
し
た
も
の
。
継
続
的
な
取
り
組

み
に
し
て
い
く
た
め
、
開
発
に
協
力
し
た

洋
菓
子
店
・
モ
ン
ブ
ラ
ン
フ
ジ
ヤ
で
販
売

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
販
売
初
日
の
こ
の
日
は
、芦
高
生
５
人

も
店
頭
に
立
っ
て
Ｐ
Ｒ
。濱
崎
真
琳
さ
ん

は
「
自
分
た
ち
が
考
え
た
ケ
ー
キ
を
商

品
化
で
き
て
う
れ
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

売
り
上
げ
の一部
は
同
班
の
活
動
費
に
充

て
ら
れ
ま
す
。

お茶の魅力をケーキで発信 芦高生がほうじ茶を使った商品を開発 8/29

　

水
俣
第
二
小
学
校
の
６
年
生
59
人
が

「
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
」に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
県
教
育
委
員
会
と
県
ラ
グ

ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
が
、
ラ
グ
ビ
ー

の
魅
力
を
伝
え
、
開
催
を
目
前
に
控
え

た
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
盛
り
上

げ
よ
う
と
開
い
た
も
の
で
、
県
内
小
中

学
校
を
対
象
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
は
、
腰
に
つ
け
た
短
冊

型
の
「
タ
グ
」を
取
る
こ
と
で
タ
ッ
ク
ル

に
代
え
、
ラ
グ
ビ
ー
未
経
験
者
で
も
安

全
に
楽
し
め
る
よ
う
に
し
た
も
の
。
児

童
ら
は
、
ル
ー
ル
や
パ
ス
な
ど
の
基
本
を

学
ん
だ
後
、
さ
っ
そ
く
ゲ
ー
ム
に
挑
戦
。

前
方
に
パ
ス
が
で
き
な
い
特
有
の
ル
ー
ル

に
と
ま
ど
い
な
が
ら
も
、
チ
ー
ム
で
協
力

し
て
ト
ラ
イ
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。

W杯目前！二小の子どもたちが  「タグラグビー」を体験9/5

　

水
俣
病
の
被
害
者
や
障
が
い
が
あ
る

人
な
ど
が
作
っ
た
詩
に
曲
を
つ
け
て
披
露

す
る
「
も
や
い
音
楽
祭
」
が
、
市
文
化

会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

も
や
い
音
楽
祭
で
は
毎
年
、
詩
の
公

募
を
行
っ
て
入
選
作
を
公
開
。
詩
に
合

わ
せ
た
曲
を
募
集
し
、
作
曲
者
自
ら
が

作
詩
者
の
前
で
初
め
て
、
ス
テ
ー
ジ
で
演

奏
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
応
募
が
あ
っ
た
詩
43
点
の

う
ち
11
作
品
が
選
ば
れ
、
作
曲
者
の
演

奏
や
朗
読
に
よ
って
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
の
最
後
に
は
く
ま
モ
ン
も
登

場
。
子
ど
も
た
ち
と一
緒
に
踊
っ
た
他
、

作
詞
者
・
作
曲
者
ら
が
全
員
で
、
水
俣

を
テ
ー
マ
に
し
た
歌『
未
来
へ
』を
合
唱

し
て
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

湯
出
小
児
童
と
地
域
住
民
が
共
に
学
ぶ

「
鶴
の
子
ス
ク
ー
ル
」で
、
児
童
と
住
民
の

合
わ
せ
て
約
40
人
が
、
み
な
ま
た
和
紅
茶

の
茶
も
み
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
み
な
ま
た
和
紅
茶
実
行
委
員
会（
坂
口

和
憲
委
員
長
）は
、和
紅
茶
の
普
及
の
た
め
、

今
年
度
か
ら
「
和
紅
茶
ソ
ム
リ
エ
」制
度
を

新
た
に
設
け
て
い
て
、
こ
の
日
の
取
り
組
み

も
そ
の一環
で
す
。
参
加
者
は
、
一晩
乾
燥

さ
せ
た
茶
の
葉
を
も
ん
で
、
だ
ん
だ
ん
と

変
化
す
る
香
り
を
体
験
。
茶
葉
の
発
酵
を

待
つ
間
に
は
試
飲
や
淹
れ
方
教
室
も
あ
り
、

生
産
者
に
よ
る
味
の
違
い
や
、
家
庭
で
の
お

い
し
い
淹
れ
方
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

体
験
の
最
後
に
は
参
加
者
ら
に
、
水
俣

産
の
手
す
き
和
紙
で
で
き
た
「
和
紅
茶
ソ
ム

リ
エ
修
了
証
」が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

▲守備をかわしてトライを目指す！

人と人、詞と音楽が出会いつながる 「もやい音楽祭」9/8

湯出小児童と地域の人の「鶴の子スクール」  和紅茶の茶もみを体験9/10

▲音楽祭は詩と曲、作詩者と作曲者が出会う場でもある

▲初めての茶もみ体験に興味津々

 「万が一」に備える 水俣高校と地域が共同で防災訓練

UNEPの水俣条約推進プロジェクト参加国が集まり 発起会合を水俣で開催9/2

▲毛布で作った担架

　
水
俣
高
校
で
、地
域
住
民
や
消
防
団
、

市
、
自
衛
隊
な
ど
と
同
校
が
協
力
し
て
、

防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
大
雨
に
よ
り
土
砂
災
害
の

危
険
性
が
高
ま
り
、
避
難
勧
告
が
発
令

さ
れ
た
と
想
定
し
た
も
の
。
市
が
体
育

館
に
避
難
所
を
開
設
す
る
と
、
生
徒
ら

は
整
然
と
避
難
。
地
域
住
民
も
模
擬
避

難
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
生
徒
ら
は
、
地
域
住
民
と
と

も
に
防
災
学
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

け
が
人
を
身
の
回
り
の
も
の
で
安
全
に

搬
送
す
る
担
架
づ
く
り
に
挑
戦
し
た
他
、

消
防
団
員
な
ど
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
な

が
ら
土
の
う
積
み
を
学
ぶ
な
ど
、
万
が一

の
災
害
に
備
え
る
実
践
的
な
訓
練
に
、

真
剣
な
表
情
で
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

▲講演するロサーナ氏（右奥）

　
９
月
２
日
〜
４
日
の
３
日
間
、
環
境

省
と
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ（
国
連
環
境
計
画
）が
、

平
成
25
年
に
採
択
さ
れ
た
「
水
銀
に
関

す
る
水
俣
条
約
」の
ア
ジ
ア
太
平
洋
地

域
で
の
推
進
を
図
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立

ち
上
げ
、
そ
の
発
起
会
合
を
水
俣
市
で

開
き
ま
し
た
。
会
合
に
参
加
し
た
の
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
各
国
の
担
当
者
ら
。

３
日
間
を
通
し
て
、
条
約
の
推
進
と
水

銀
に
よ
る
環
境
・
健
康
への
被
害
を
防
止

す
る
た
め
議
論
を
交
わ
し
ま
す
。

　

日
程
の
初
日
と
な
る
こ
の
日
は
、
水

俣
環
境
ア
カ
デ
ミ
ア
で
、
水
俣
条
約
事

務
局
長
の
ロ
サ
ー
ナ
・
シ
ル
バ
・
レ
ペッ
ト

氏
が
基
調
講
演
を
行
い
、「
世
界
的
な
課

題
で
あ
る
水
銀
汚
染
に
は
、
世
界
的
な

取
り
組
み
が
必
要
」と
話
し
ま
し
た
。

9/1

▲ほうじ茶の香ばしい香りが特徴です
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まちのわだい

優良PTA文部科学大臣表彰 水俣高校PTAが受賞9/13

▲髙岡市長に受賞を報告した同校ＰＴＡ役員ら

　

水
俣
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
島
田
竜
守
会
長
）

が
、
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
文
部
科
学
大
臣

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
同
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、企
業
や
行
政
、同
窓
生
、

地
域
住
民
な
ど
と
協
力
し
て
「
水
俣
高
校

応
援
団
」を
立
ち
上
げ
、
協
賛
金
を
募
って

部
活
動
の
遠
征
な
ど
に
利
用
で
き
る
バ
ス
を

維
持
管
理
す
る
な
ど
、
地
元
唯一の
高
校
を

支
え
る
た
め
積
極
的
・
継
続
的
に
活
動
し

て
い
て
、
こ
う
し
た
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
同
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
ら
が
市

役
所
を
訪
れ
、
髙
岡
市
長
に
受
賞
を
報
告

し
ま
し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
の
田
村
さ
お

り
さ
ん
は
「
継
続
し
や
す
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を

工
夫
し
て
い
き
た
い
」と
、
今
後
の
抱
負
を

話
し
ま
し
た
。

　
摂
津
工
業
㈱
が
、（一社
）熊
本
県
工
業

連
合
会
か
ら
、製
造
業
の
技
術
力
向
上

や
経
営
安
定
化
、社
会
的
地
位
向
上
に

貢
献
し
た
企
業
に
贈
ら
れ
る「
熊
本
県

工
業
大
賞
」を
、水
俣
市
で
初
め
て
受
賞

し
ま
し
た
。

　
同
社
は
、㈱
中
九
州
ク
ボ
タ
と
共
同
で
、

世
界
で
唯一と
な
る
玄
米
の
全
自
動
ペ
ー

ス
ト
化
装
置
を
開
発
。栄
養
価
が
高
い

玄
米
を
利
用
し
や
す
い
ペ
ー
ス
ト
状
に
加

工
す
る
技
術
を
確
立
し
た
こ
と
で
、パ
ン

や
パ
ス
タ
な
ど
へ
の
活
用
を
促
進
し
、米

の
需
要
拡
大
に
貢
献
し
た
こ
と
が
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、同
社
の
摂
津
隆
祐
代
表
ら

が
市
役
所
を
訪
れ
、高
岡
市
長
に
受
賞

を
報
告
し
ま
し
た
。

熊本県工業大賞を 摂津工業が受賞9/18

　
９
月
８
日
〜
15
日
の
８
日
間
に
わ
た
っ

て
、
立
命
館
大
学
・
食
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

学
部
の
学
生
11
人
が
、
水
俣
・
芦
北
地

域
で
、
地
元
の
「
食
」を
通
し
た
地
域

振
興
に
つ
い
て
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　
学
生
ら
は
、
食
に
ま
つ
わ
る
地
域
の
５

つ
の
事
業
者
の
元
で
４
日
間
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
行
い
、
地
域
の
現
状
と
課

題
、
生
産
者
ら
の
取
り
組
み
な
ど
を
、

生
産
の
現
場
で
学
習
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
と
な
る
こ
の
日
は
、
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
に
も
協
力
し
た
福
田
農
場
で
、

学
習
を
基
に
地
域
活
性
化
策
を
ま
と
め

て
発
表
。
そ
の
後
、
生
産
者
や
行
政
関

係
者
も
交
え
て
意
見
交
換
を
行
い
、
さ

ら
に
学
び
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

立命館大が水俣・芦北で現地学習 地域の食を通して地域活性化を考える9/15

　
市
と
県
は
、
敬
老
の
日
に
合
わ
せ
て
、

県
内
最
高
齢
者
で
あ
る
緒
方
チ
エ
さ
ん

を
訪
ね
、
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

　

緒
方
さ
ん
は
明
治
41
年
生
ま
れ
の

１
１
０
歳
。
10
人
の
子
ど
も
を
は
じ
め

た
く
さ
ん
の
孫
や
ひ
孫
、
玄
孫
に
恵
ま

れ
、
現
在
は
市
内
の
病
院
に
入
院
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
緒
方
さ
ん
の
家
族
が
集

ま
る
中
、
髙
岡
市
長
と
県
長
寿
社
会

局
の
松
岡
正
之
局
長
が
病
院
を
訪
問
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
を
贈
り
ま
し
た
。

　

髙
岡
市
長
が
「
い
つ
ま
で
も
元
気
で

長
生
き
を
」を
声
を
か
け
る
と
、
表
彰

状
を
受
け
取
っ
た
四
女
・
山
下
佐
恵
子

さ
ん
は
「
母
も
喜
ん
で
い
る
と
思
う
」

と
応
じ
ま
し
た
。

▲地域の食を活かした活性化策を発表

県内最高齢！  緒方チエさん（110 歳）を県・市がお祝い9/17

▲表彰を受けた緒方さん（中央）

▲髙岡市長に受賞を報告した同社の摂津代表（中央）

　
市
は
、
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
を

支
援
す
る
た
め
、
み
な
く
る
バ
ス
や
乗
合

タ
ク
シ
ー
の
回
数
券
を
交
付
す
る
支
援

事
業
を
行
って
い
ま
す
。
こ
の
支
援
事
業

の
申
請
を
警
察
署
窓
口
で
受
け
付
け
る
、

い
わ
ゆ
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
運
転
免
許

証
の
自
主
返
納
は
警
察
署
窓
口
で
、
支

援
事
業
の
申
請
は
市
役
所
窓
口
で
そ
れ

ぞ
れ
受
け
付
け
て
い
ま
し
た
が
、
今
後

は
、
返
納
と
申
請
を一度
に
済
ま
せ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
日
、
運
転
免
許
証
を
返
納
す
る

た
め
水
俣
警
察
署
を
訪
れ
た
山
口
仁ひ
と
しさ

ん（
湯
出
・
77
歳
）
は
、
支
援
制
度
の

申
請
を
併
せ
て
行
い「
車
が
使
え
な
い
今
、

一回
で
済
む
の
は
便
利
」と
話
し
ま
し
た
。

運転免許証自主返納者への市の支援制度が 警察署で申請できるようになりました9/13

　
水
俣
・
芦
北
地
域
振
興
局
は
、「
世
界

が
あ
こ
が
れ
る
九
州
を
つ
く
る
」を
テ
ー

マ
に
九
州
産
の
食
材
を
活
か
し
た
商
品

開
発
と
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
を
行
っ
て

い
る
㈱
一
平
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
と
、
地

域
産
品
を
活
用
し
た
地
元
創
生
に
関
す

る
包
括
連
携
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
芦
北
地
域
振
興
局
で
協

定
の
調
印
式
が
行
わ
れ
、
同
社
代
表
取

締
役
社
長
・
村
岡
浩
司
さ
ん
と
小
牧
振

興
局
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
協
定
書
に
サ
イ

ン
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
の
協
定
を
基
に
、
水
俣
・

芦
北
地
域
の
食
材
と
、
同
社
の
経
験
や

国
内
外
の
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し

た
商
品
開
発
や
情
報
発
信
な
ど
で
協
力

を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

▲運転免許証を返納する山口さん（右）

水俣・芦北地域振興局と一平グループ 地域産品活用による地域創生で包括連携協定9/13

▲サインを交わした協定書を掲げる関係者
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文化祭水俣
市民

◯文化会館駐車場（旧給食センター跡地）が、　
　市役所の仮庁舎建設により、利用できません。
　近隣の駐車場を利用してください。詳細は、次
　のページで確認してください。
◯各部会では、会員を募集しています。

総 合 展 示
11月８日㈮〜10日㈰
もやい館　入場無料　９時〜17時
※ 10日㈰は16時まで

２階
写真展（フォト七浦、光陽会）、美術展（水俣市美術協会）、盆栽展（水俣宝樹会）、
肥後手まり展（肥後手まり教室）、絵てがみ展（絵てがみグループたんぽぽ）
つまみ絵展（若葉流つまみ絵）、陶芸展（水俣陶芸クラブ、水俣手仕事の会）

短歌展（水俣市短歌教室）、俳句展（水俣俳句会）、川柳展（水俣川柳会）、書道展（水
俣書道会）、ブリザーブドフラワー展（ブリザーブドフラワー同好会）
９日〜 10 日のみ　生花展（一般社団法人小原流水俣支部、池坊水俣支部）
10 日（10 時〜 14 時）のみ　お茶会（表千家水俣会、裏千家茶道会）　

もやい館内

◆問い合わせ　水俣市民文化祭実行委員会事務局（生涯学習課内）☎６１ー１６３９

水俣市合唱祭
11月９日㈯

第
43
回 市文化会館　入場無料

13：30 〜（開場 13：00）

〜極上の音楽で秋のひとときを〜

◯水俣マミー・コール  ………………『語り合おう』、『夜明けのプレリュード』
◯合唱団みなまた  …………………   『Ave Maria』、『天草雅歌（第二集）ー東方への道ーより』
◯水俣演奏家協会  …………………   『Stand Alone』
◯水俣少年少女合唱団………………『ぼくは雲雀』、『はじめの一歩』、『天使の羽のマーチ』
◯一中・二中合同合唱団   …………『Kyrie』、『Gloria』
◯袋中学校音楽部……………………『棗のうた』、『ロマンチストの豚』
◯一中・二中・袋中合同合唱団……『君の隣にいたいから』、『ヒカリ』
◯水俣高校音楽部     ………………『優しいあの子』、『マリーゴールド』、『パプリカ』
◯シルバーコーラス   ………………『Tomorrow』、『琵琶湖周航の歌』
◯お寺コーラス隊     ………………『サウンドオブミュージック』、『恋』、『恋によるジャンネッタ』 

出演団体（予定） ※曲目が変更になる場合があります。

芸能のつどい
11月10日㈰
市文化会館　入場無料
10：00 〜 ( 開場 9:30)

〜子ども、若い人、熟年まで楽しめます〜

出演団体（ジャンル別）
◯詩吟………………吟詠連盟
◯クラシックバレエ…HMB 本多真佑子バレースクール
◯社交ダンス………水俣市ダンススポーツ連盟
◯民謡と三味線……藤本秀翠輝社中　みすず会
◯津軽三味線………津軽三味線慶大会水俣
◯民謡………………水謡会
◯ダンス……………水俣高校　　　  ダンス部
◯日本舞踊…………花春会、日本舞踊芙蓉流浩紫会
                           水俣日舞協会、伝統芸能&新舞踊研究会
◯ハーモニカ………水俣ハーモニカ愛好会
◯フォークダンス… 水俣フォークダンス同好会
◯フラダンス………カーネーション野口フラ教室
　　　　　　　　  カーネーション N フラ前田ハーラウ
　　　　　　　　  カーネーションNナプアマヒナケイキフラ
　　　　　　　　  フラ ハラウ プアラニ
　　　　　　　     カパハッアオホークーレア
◯和太鼓…………  恋龍太鼓保存会

３階

第 61回熊本県芸術文化祭参加行事

第
60
回

令和元年度

市
文
化
会
館 も

や
い
館

市
役
所
仮
庁
舎

水一小
駐
車
場

市役所
旧庁舎 水道局

駐
車
場

駐
車
場

駐
車
場

◆駐車場のご案内
…車両の通り抜けはできません。

駐車場

国
道
３
号

水
俣
橋

幸
橋

駐車場

駐車場

熊
本
方
面

鹿
児
島
方
面

２階 ３階

©️2010 熊本県くまモン

新体操
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登録店 提供する特典などの内容 営業時間 電話番号

㈲マツダ輪業（旭町） 自転車のパンク修理代
1000円→ 800円に割引 ９：00〜 19：00 63-2433

スナックTiara（浜町） ５人以上来店で10％割引 20：00〜 24：00 080-5245-
0924

丸山時計店（大黒町） 時計商品および時計修理代
20%割引（在庫品に限る） 10：00〜 18：00 63-3336

志水自転車店（桜井町） 自転車のパンク修理代
1000円→ 800円に割引 ８：00〜 19：00 62-3236

ブックシティ一心堂（昭和町） 消防団員専用プレミアムコーヒーを
１杯サービス ９：30〜 21：00 68-9268

モナミ（桜井町） 飲食代を10％割引 20：00〜 24：00 62-2626

㈲サンライフ（牧ノ内） フラワースタンプ２倍（タバコは除く） ７：30〜 19：00 63-2860

◆消防団応援の店登録店

◆問い合わせ　消防団応援の店／防災行政無線戸別受信機　危機管理防災課☎６１ー１604

水俣市では、防災行政無線戸別受信機を
無料で配布（※１）しています

◆危機管理防災課の窓口に「借受申請
書」を提出してください。後日、担当
者が取り付けに行きます。
◆防災無線が「聞こえづらい」「聞こえ
なくなった」場合も、連絡をしてくださ
い。担当者が調査や点検をします。
◆受信機が壊れたときの交換や、屋外
アンテナの設置工事も費用は原則（※
2）、　市が負担します。

21.6cm

16.3cm

8cm

■受付時間　８：30〜 17：15
■戸別受信機対応実施時間　９：00〜 11：30／ 13：00〜 16：30
（対応実施時間外の対応を希望する場合は、通常の時間よりも対応が遅れる可能性があります）
※ 1　無料で貸し出しをする形です。
※ 2　故意による破損などは、費用を負担してもらう場合があります。

  全世帯
    対象

もしもに備えて
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市からのお知らせ
★水俣市ホームページ
　https://www.city.minamata.lg.jp
　または左のＱＲコードを使ってアクセスできます

　
毎
年
恒
例
の
市
民
体
育
祭
を
、誰
も

が
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
祭
り
と
し
て
総

合
体
育
館
で
開
催
し
ま
す
。ぜ
ひ
皆
さ

ん
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
当
日
は
駐
車
場
の
不
足
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。乗
り
合
わ
せ
な
ど
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時　
10
月
27
日
㈰　
８
時
30
分
～

■
場
所　
総
合
体
育
館
大
ア
リ
ー
ナ

■
駐
車
場　
総
合
体
育
館
駐
車
場
、総

合
体
育
館
前
河
原
団
地
跡
地
、浜
公
園

運
動
場
、医
療
セ
ン
タ
ー
大
園
職
員
駐

車
場
、医
療
セ
ン
タ
ー
第
１
駐
車
場（
天

神
耳
鼻
科
横
）、医
療
セ
ン
タ
ー
リ
ハ
ビ

リ
館
駐
車
場

（
浜
公
園
運

動
場
前
）、旧

第
三
中
学
校

運
動
場

㉄ 

ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
☎︎
63・

９
３
１
１

　
教
育
委
員
会
で
は
、市
文
化
会
館
の

維
持
管
理
を
す
る
指
定
管
理
者
を
新
た

に
募
集
し
ま
す
。

■
指
定
期
間　
令
和
２
年
４
月
１
日
～

令
和
７
年
３
月
31
日(

５
年)

■
応
募
方
法　
募
集
要
項
に
掲
げ
る
書

類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
募
集
要
項
は
、生
涯
学
習
課
で
配
布

し
ま
す
。市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。

■
応
募
期
間　
10
月
１
日
㈫
～
11
月
15

日
㈮
17
時(

厳
守)

㉄ 

生
涯
学
習
課
☎︎
61・１
６
３
９

市役所からのお知らせ

市からの
お知らせ

◆税務課
　市民税係☎61-1610
　収納対策室☎61-1630
　固定資産税係☎61-1620
◆市民課
　戸籍住民係☎61-1611
　年金医療保険係☎61-1633
　市民生活係☎61-1656
◆環境課
　環境もやい推進室☎61-1612
　環境衛生係☎61-1613
　環境クリーンセンター☎62-4101
◆いきいき健康課
　健康推進係☎62-3028
　高齢介護支援室☎63-3051
◆福祉課
　生活支援室（総務）☎61-1640
　　　　　　（生活支援）☎61-1670
　子ども子育て支援室☎61-1660
　障がい福祉支援係☎61-1650
◆都市計画課建築住宅室☎61-1621
◆土木課道路公園管理室☎61-1625
◆水道局☎63-2604
◆下水道課☎61-1627
◆教育総務課☎61-1637
※その他の窓口は☎63-1111 へ
　お尋ねください。

（８月末日現在）

前月比 前年
同月比

人口 24,370人 -57 -403

男性 11,345人 -26 -197

女性 13,025人 -31 -206

世帯数 11,701世帯 -31 -85

人の動き

ス
ポ
ー
ツ

市
制
施
行
70
周
年
記
念

第
40
回
市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
り

　
水
俣
病
の
犠
牲
と
な
っ
て
亡
く
な
ら

れ
た
人
々
へ
慰
霊
の
祈
り
を
さ
さ
げ
、

環
境
再
生
・
創
造
を
誓
う
た
め
慰
霊
式

を
行
い
ま
す
。

　
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
の
で
、
多

く
の
皆
さ
ん
の
参
列
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
送
迎
バ
ス
の
運
行
は
左
表
の
と
お
り
）

　
当
日
参
列
で
き
な
い
人
は
、
防
災
行

政
無
線
の
サ
イ
レ
ン（
13
時
40
分
ご
ろ
）

を
合
図
に「
黙
と
う
」を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時　
10
月
19
日
㈯　
13
時
30
分
～

15
時（
雨
天
決
行
）

※
台
風
な
ど
に
よ
り
、
当
日
の
開
催
が

困
難
な
場
合
は
、
11
月
９
日
㈯
13
時
30

分
か
ら
開
催
し
ま
す
。

■
場
所　
エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
親
水
緑
地

ボ
ー
ド
ウ
オ
ー
ク「
水
俣
病
慰
霊
の
碑
」前

★
慰
霊
式
当
日
は
、
エ
コ
パ
ー
ク
水
俣

周
辺
と
式
典
会
場
周
辺
が
大
変
混
雑
し

ま
す
。
係
員
の
誘
導
な
ど
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

㉄ 

環
境
課
☎︎
61
・
１
６
１
２

　
理
科
や
実
験
が
好
き
な
中
学
生
・
高

校
生
を
対
象
に
、「
実
験
」
か
ら
一
歩

踏
み
込
ん
で
「
研
究
」
に
挑
戦
す
る
た

め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
本
物

の
研
究
者
と一
緒
に
実
験
を
し
な
が
ら
、

研
究
と
は
何
か
を
学
び
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

■
日
時　
10
月
13
日
㈰　
９
時
30
分
～

17
時

■
場
所　
水
俣
環
境
ア
カ
デ
ミ
ア

■
対
象
者　
市
内
の
中
学
生
・
高
校
生

■
定
員　
20
人

■
申
込
締
切
日　
10
月
７
日
㈪

■
申
し
込
み
方
法　
窓
口
や
電
話
で
直

接
申
し
込
む
か
、
氏
名
、
住
所
、
電
話

番
号
を
明
記
し
て
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

㉄ 

水
俣
環
境
ア
カ
デ
ミ
ア
☎︎
84
・

９
７
１
１
／

ＦＡＸ
　

84
・
９
７
１
３
／
メ
ー

ル academ
ia@

city.m
inam

ata.
lg.jp 

水
俣
病
犠
牲
者
慰
霊
式
に
ご
参

列
く
だ
さ
い

水
俣
病
慰
霊
式

コース ①袋・月浦 ②湯出 ③久木野・葛渡

経　
路

12:20
茂道漁港
バス停

12:25
袋中学校前

バス停

12:30
貝汁味処
南里前

12:40
湯堂公園

12:50
産交出月
バス停

（共同運輸前）

12:20
湯出小学校

12:40
西念寺前

12:47
二中前

12:50
二小前

（昭和・白浜町線沿い）

12:55
おれんじ鉄道

水俣駅前

12:00
久木野愛林館

12:15
葛渡小学校前

（国道268号沿い）

12:20
旧石坂川

小学校入り口
（国道268号沿い）

12:30
気子バス停

12:40
一中前バス停

12:45
一小前

12:50
南国交通車庫前

（浜町）

慰霊式 送迎バス運行表（会場到着時間 13:00）

※市外は津奈木・芦北・御所浦コースもあります。詳しくは問い合わせてく
ださい。
※慰霊式終了後は、逆コースで運行します。

研
究
者
と
実
験
・
研
究
を
し
よ
う

「
サ
イ
エ
ン
ス
リ
サ
ー
チ
キ
ャ
ン
プ
」

水
俣
環
境
ア
カ
デ
ミ
ア

市
文
化
会
館
の
指
定
管
理
者
を

募
集
し
ま
す

指
定
管
理

市文化会館
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納
期
限
内
の
納
付
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

㉄ 

税
務
課
収
納
対
策
室
☎︎
61・１
６
３
０

　
住
ん
で
い
る
地
域
ご
と
に
説
明
会
の

開
催
日
を
設
定
し
て
い
ま
す
が
、
他
の

開
催
日
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
併
せ
て
、

「
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
の
説
明
会
」

も
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
・
場
所

◯
八
代
市
・
氷
川
町
に
住
ん
で
い
る
人

　
11
月
19
日
㈫　
10
時
～
12
時
も
し
く

　
は
14
時
～
16
時

　
場
所　
や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

　
（
八
代
市
）

◯
水
俣
市
・
芦
北
町
・
津
奈
木
町
に
住

ん
で
い
る
人

　
11
月
20
日
㈬　
14
時
～
16
時

　
場
所　
つ
な
ぎ
文
化
セ
ン
タ
ー
（
津

　
奈
木
町
）

㉄ 
八
代
税
務
署
☎︎
０
９
６
５
・
32
・

３
１
４
２

税納
期
は
お
忘
れ
な
く
！

納
期
限
＆
口
座
振
替
日

税　目 期別 納期限 口座
振替日

市県民税
第
３
期 10

月
31
日
㈭

10
月
28
日
㈪

国民健康保険税
後期高齢者医療保険料
介護保険料

２
期

令
和
元
年
給
与
所
得
分
の
年
末

調
整
等
説
明
会

奨
学
金

　
能
力
が
あ
り
な
が
ら
経
済
的
理
由
で

修
学
が
困
難
な
人
に
、
奨
学
金
を
給
付

も
し
く
は
貸
し
付
け
ま
す
。
予
約
制
で
、

申
し
込
み
時
点
で
進
学
先
の
大
学
な
ど

が
決
定
し
て
い
な
く
て
も
申
し
込
み
で

き
ま
す
。

※
申
込
期
間
を
過
ぎ
て
の
募
集
は
行
い

ま
せ
ん
。

★
共
通
事
項

■
資
格　
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
人

○
水
俣
市
に
３
年
以
上
在
住
し
て
い
る

　
人
の
被
扶
養
者

○
学
業
成
績
が
優
秀
か
つ
心
身
共
に
健

　
全
で
あ
る
こ
と

○
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
で

　
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

■
申
込
書
配
布
期
間　
～
10
月
31
日
㈭

■
申
込
書
配
布
場
所　
市
教
育
委
員
会

教
育
総
務
課（
水
俣
市
公
民
館
分
館
２

階
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ https://w

w
w

.
city.m

inam
ata.lg.jp

■
申
込
締
切
日　
11
月
５
日
㈫

★
給
付
型
水
俣
市
奨
学
金

　
「
松
本
眞一同
朋
奨
学
金
」

■
対
象
者　
令
和
２
年
４
月
に
高
等
専

門
学
校
４
年
に
進
級（
編
入
を
含
む
）

ま
た
は
専
修
学
校
専
門
課
程
、短
期
大

学
、大
学
に
進
学
す
る
、
進
学
の
目
的・

目
標
を
有
し
た
学
習
意
欲
の
高
い
人（
平

均
評
定
４・５
以
上
を
基
準
と
す
る
）。

※
申
請
時
に
自
己
推
薦
書
の
提
出
が
必

要
で
す
。
年
度
ご
と
に
活
動
報
告
書
の

提
出
が
課
さ
れ
ま
す
。

■
定
員　
４
人
程
度

■
給
付
額　
月
額
２
万
円

★
貸
付
型
水
俣
市
奨
学
金

■
対
象
者　
令
和
２
年
度
に
高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、専
修
学
校
高
等
課
程
、

専
修
学
校
専
門
課
程
、
短
期
大
学
、大

学
、大
学
院
に
在
学
予
定
で
あ
る
人
。

※
専
修
学
校
に
つ
い
て
は
文
部
科
学
大

臣
が
指
定
す
る
学
校
に
限
る

■
奨
学
金
の
額（
月
額
）

▼
高
等
学
校　
１
万
円
以
内

▼
専
修
学
校
高
等
課
程　
１
万
円
以
内

▼
高
等
専
門
学
校　

　
１
年
～
３
年　
１
万
円
以
内

　
４
年
・
５
年　
１
万
５
千
円
以
内

▼
専
修
学
校
専
門
課
程　
３
万
円
以
内

▼
短
期
大
学　
３
万
円
以
内

▼
大
学　
３
万
円
以
内

▼
大
学
院　
３
万
円
以
内

■
返
還
の
方
法　
卒
業
の
１
年
後
か
ら

貸
付
期
間
の
２
倍
の
期
間
内
で
月
賦
返
還

★
奨
学
金
を
受
け
て
い
る
人
へ

　
奨
学
金
の
貸
し
付
け
・
給
付
が
２
年

目
以
降
の
人
は
、
次
の
書
類
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

○
令
和
元
年
度
の
成
績
証
明
書

○
令
和
２
年
度
の
在
籍
証
明
書

■
提
出
締
切
日　
令
和
２
年
４
月
17
日
㈮

㉄ 

教
育
総
務
課
☎︎
61
・
１
６
３
８

　
令
和
元
度
（
下
期
分
）
に
予
定
し
て

い
る
工
事
を
表
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

※
10
月
１
日
現
在
で
、
予
定
価
格

２
５
０
万
円
以
上
の
も
の
。

※
広
報
み
な
ま
た
平
成
31
年
４
月
15
日

掲
載
分
以
外
で
新
た
に
発
注
予
定
と
な

っ
た
も
の
。

■
表
の
見
方

第
３
四
半
期
＝
10
月
～
12
月

㉄ 

財
政
課
☎︎
61
・
１
６
０
５

令
和
２
年
度
水
俣
市
奨
学
生
（
給

付
型
・
貸
付
型
）
募
集

番号 工　事　名 場所 期間 種　別 概　　要 発注
方法 発注時期 主管課

1 単独災害
新地川河川災害復旧工事 江添 90 土木一式工事 護岸復旧工 入札 第３四半期 土木課

2 単独災害
茂道川河川災害復旧工事 袋 90 土木一式工事 護床工 入札 第３四半期 土木課

工
事

令
和
元
年
度
水
俣
市
発
注
予
定

工
事
（
下
期
分
）

※公表時点の発注予定です。種別、発注時期などについては変更することがあります。

（表）令和元年度水俣市発注予定工事（下期分）

ハロウィンジャンボ５億円
（１等３億円・前後賞各１億円合わせて）

ハロウィンジャンボミニ３千万円
（１等２千万円・前後賞各５００万円合わせて）

この宝くじの収益金は市町村の明るく
住みよいまちづくりに使われます。

９月 日㈫24
２種類同時発売！
発売期間 ９月24 日㈫〜 10 月 18 日㈮ 
公益財団法人 熊本県市町村振興協会クーちゃん

各１枚３００円
抽選日 10 月 30 日㈬ 

●「みなまたスウィーツ」実演販売
　数量限定スウィーツプレートの販売
　和菓子の練り切り実演（11:00〜／ 14:00〜）

●茶さじづくり体験
　11:00 〜／14:00 〜
　茶さじの仕上げ作業を体験できます。
　※参加無料、１回の定員 25 人

●ステージイベント
　９:30 〜　オープニングセレモニーほか

●九州各地の和紅茶飲み比べ 
　10：00 〜 15：00
　専用ティーカップ（500 円）で各地の和紅茶
　の飲み比べが楽しめます！
　※専用ティーカップは１２００個限定です。

●みなまた茶試飲販売
　 10：00 〜 15：00

九州和紅茶サミット
in みなまた

第２回

■問い合わせ　
みなまた和紅茶実行委員会事務局（市農林水産課内）☎ 61−1634

エコパーク水俣　 バラ園内

９:30 〜 15:00

11
㈯・㈷2
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対
象
者
の
う
ち
、こ
れ
ま
で
に
高
齢

者
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し

た
こ
と
が
な
い
人
は
、
個
人
負
担
金

２
６
０
０
円
で
接
種
が
で
き
ま
す
。（
生

活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
は
、
事
前
に

申
請
を
行
う
こ
と
で
無
料
で
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
）。

　
対
象
者
へ
予
診
票
を
送
付
し
て
い
ま

す
。
予
診
票
を
失
く
し
た
人
は
、
市
保

健
セ
ン
タ
ー
に
来
て
く
だ
さ
い
。
予
診

票
を
再
発
行
し
ま
す
。
医
療
機
関
に
予

約
を
行
い
、令
和
２
年
３
月
末
ま
で
に

受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象

○
表
１
の
生
年
月
日
に
当
て
は
ま
る
人

○
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
・
腎

　
臓
・
呼
吸
器
の
機
能
や
免
疫
の
機
能

　
に
障
が
い
が
あ
る
人

◯
平
成
30
年
度
末
に
１
０
０
歳
以
上
の

　
人（
大
正
８
年
４
月
１
日
生
以
前
の
人
）

■
委
託
医
療
機
関　
表
２
参
照

㉄ 

い
き
い
き
健
康
課（
市
保
健
セ
ン
タ

ー
内
）☎︎
62
・
３
０
２
８

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
の
基
本
は「
栄

養
・
睡
眠
を
十
分
に
と
る
」、「
外
出
時

　

の
マ
ス
ク
着
用
や
帰
宅
時
の
う
が
い
、

手
洗
い
」
と
併
せ
て
行
う「
流
行
前
の

予
防
接
種
」
で
す
。
12
月
上
旬
ま
で
の

接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
次
の
要
件
を
満
た
す
人
は
、
市
の
助

成
が
あ
り
ま
す
。

■
助
成
対
象（
入
院
中
も
含
む
）

①
65
歳
以
上
の
人

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
身
体
障
害
者

　
手
帳
１
級（
内
臓
疾
患
）
に
相
当
す

　
る
人（
市
か
ら
事
前
に
通
知
し
て
い

　
ま
す
。
対
象
者
で
通
知
が
届
い
て
い

　
な
い
人
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
）

③
満
18
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
の
人

※
①
・
②
の
対
象
者
で
生
活
保
護
世
帯

の
人
は
、
申
請
を
行
う
こ
と
で
、
無
料

　

で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
病
院
に

予
約
を
す
る
前
に
市
保
健
セ
ン
タ
ー
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
個
人
負
担
金　
１
回
千
円

※
③
の
人
は
無
料
で
接
種
で
き
ま
す
。

■
助
成
期
間　
10
月
１
日
㈫
～
12
月
31

日
㈪

■
接
種
方
法　

①
・
②
の
人
は
１
回
、

③
の
人
は
年
齢
に
応
じ
て
１
～
２
回
接

種
。

■
委
託
医
療
機
関　
表
２
参
照

※
接
種
を
希
望
す
る
場
合
は
直
接
委
託

医
療
機
関
に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
外
の
医
療
機
関
で
の
接
種
を
希
望

す
る
場
合
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

㉄ 

い
き
い
き
健
康
課（
市
保
健
セ
ン
タ

ー
内
）☎︎
62
・
３
０
２
８

健
康

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

予
防
接
種
は
済
ん
で
い
ま
す
か
？

流
行
前
の
予
防
の
基
本
！

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

対象年齢 生年月日

65歳 昭和29 年４月２日〜昭和30 年４月１日

70歳 昭和24 年４月２日〜昭和25 年４月１日

75歳 昭和19 年４月２日〜昭和20 年４月１日

80歳 昭和14 年４月２日〜昭和15 年４月１日

85歳 昭和 9 年４月２日〜昭和 10 年４月１日

90歳 昭和 4 年４月２日〜昭和 5 年４月１日

95歳 大正13 年４月２日〜大正14 年４月１日

100歳 大正 8 年４月２日〜大正 9 年４月１日

（表１）高齢者の肺炎球菌ワクチン予防接種の対象

医療機関名 電話番号 予防接種名

谷山医院 63-2557

高齢者の肺炎球菌
インフルエンザ

宮竹小児科医院 69-3501

市川内科クリニック 62-0707

たなか耳鼻科・眼
科クリニック 62-8777

てらさきクリニック 63-1200

深水医院 63-6390

本田レディースク
リニック

63-2019
ネット予約可

岡部病院 63-3311

尾田胃腸科 63-3438

山田クリニック 63-5188

白梅病院 63-7575

まなべクリニック 84-9080

渕上クリニック 63-6552

総合医療センター 63-2101
高齢者の肺炎球菌

インフルエンザ（③は
小児科）

佐藤クリニック 69-3007

高齢者の肺炎球菌
インフルエンザ（①、

②のみ）

渕上病院 63-6551

水俣協立病院 63-1704

協立クリニック 63-6835

天神耳鼻咽喉科 62-8733 インフルエンザ

（表２）各予防接種の委託医療機関

　
花
と
緑
の
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、「
花
の
寄
せ
植
え
体
験
・

講
習
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
寄
せ
植
え

に
つ
い
て
の
講
演
の
後
、
プ
ラ
ン
タ
ー

に
寄
せ
植
え
を
し
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
用・

個
人
用
で
そ
れ
ぞ
れ
１
つ
ず
つ
寄
せ
植

え
を
行
い
、
個
人
用
は
持
ち
帰
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
日
時　
11
月
17
日
㈰　
13
時
30
分
～

16
時
（
予
定
）

■
場
所　
市
公
民
館
ホ
ー
ル

■
講
師　
大
出
英
子
さ
ん
（
東
京
農
業

大
学
准
教
授
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
趣
味
の
園
芸
講

師
）

■
対
象　
市
内
在
住
者
で
３
人
～
５
人

を
一
グ
ル
ー
プ
と
し
、
グ
ル
ー
プ
単
位

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
の
条
件

①
寄
せ
植
え
し
た
プ
ラ
ン
タ
ー
を
、
公

　
園
や
公
共
の
建
物
周
辺
、
公
道
に
面

　
し
た
場
所
な
ど
の
多
く
の
皆
さ
ん
が

　
自
由
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
に

　
設
置
し
管
理
す
る
こ
と

②
設
置
後
の
写
真
を
提
出
す
る
こ
と

■
定
員　
20
グ
ル
ー
プ

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
で

決
定
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
方
法　
都
市
計
画
課
備
え

付
け
の
申
し
込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を

明
記
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
期
間　
10
月
７
日
㈪
～
25

日
㈮

㉄ 
都
市
計
画
課
☎︎
61
・
１
６
１
８

　
水
俣
駅
前
広
場
ふ
れ
あ
い
館
の
床
舗

装
修
繕
工
事
を
行
う
た
め
、
工
事
期
間

中
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
工
事
・
使
用
中
止
期
間　
11
月
11
日

㈪
～
12
月
１
日
㈰

㉄ 

都
市
計
画
課
☎︎
61
・
１
６
１
８

　

８
月
の
前
線
に
伴
う
大
雨
に
よ
り
、

佐
賀
県
で
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
日
本
赤
十
字
社
で
は
、被
災
し
た

人
を
支
援
す
る
た
め
、義
援
金
を
受
け

付
け
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
受
付
口
座　
ゆ
う
ち
ょ
銀
行・郵
便
局

（
郵
便
振
替
）口
座

■
口
座
記
号
番
号　

０
０
１
２
０・７・６
９
６
９
７
５

■
口
座
加
入
者
名　
日
赤
令
和
元
年
８

月
豪
雨
災
害
義
援
金

■
受
付
期
間　
～
令
和
２
年
２
月
28
日

㈰※
窓
口
で
の
取
り
扱
い
は
、
送
料
無
料
。

※
受
領
書
を
希
望
す
る
場
合
は
、
通
信

欄
に「
受
領
書
希
望
」と
明
記
し
て
く

だ
さ
い
。

※
市
役
所
仮
庁
舎
の
総
合
案
内
に
も
募

金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

㉄ 

日
本
赤
十
字
社
熊
本
県
支
部
☎︎
０
９

６・３
８
４・２
１
２
０
／
FAX 

０
９
６・３
８

３・９
４
８
６

　
企
画
展
に
併
せ
て
各
種
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
企
画
展
は
12
月

15
日
㈰
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ
い
。

★
上
映
会
『
阿
賀
野
川 

昔
も
今
も
宝

も
ん
』（
旗
野
秀
人
さ
ん
制
作
）

■
日
時　
10
月
20
日
㈰　
13
時
～
13
時

45
分

■
場
所　
水
俣
病
資
料
館
語
り
部
講
話

室★
旗
野
秀
人
さ
ん
と
川
本
愛
一郎
さ
ん

に
よ
る
ト
ー
ク

■
日
時　
10
月
20
日
㈰　
14
時
～
15
時

30
分

■
場
所　
水
俣
病
資
料
館
企
画
展
示
室

★
上
映
会
『
阿
賀
に
生
き
る
』（
佐
藤

真
監
督
作
品
）

■
日
時　
11
月
23
日
㈯　
13
時
30
分
～

16
時

■
場
所　
水
俣
病
資
料
館
企
画
展
示
室

㉄ 

水
俣
病
資
料
館
☎︎
62
・
２
６
２
１

ま
ち
づ
く
り

市
制
施
行
70
周
年
記
念
「
花
の

寄
せ
植
え
体
験
・
講
習
会
」

水
俣
駅
前
広
場
ふ
れ
あ
い
館
の

修
繕
工
事
を
行
い
ま
す

▲講師の大出英子さん

工
事

被
災
地
支
援

令
和
元
年
８
月
豪
雨
災
害
義
援
金

水
俣
病
資
料
館

水
俣
病
資
料
館
企
画
展
「
新
潟
と
水
俣
〜

お
地
蔵
さ
ん
が
つ
な
ぎ
、伝
え
る
も
の
〜
」
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★
複
合
健
診

　
10
月
18
日
㈮
か
ら
複
合
健
診
が
始
ま

り
ま
す
。申
し
込
み
を
し
た
人
に
は
、受

診
日
を
記
載
し
た
問
診
票
を
郵
送
し
て

い
ま
す
。忘
れ
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
人
や
受
診

し
な
い
と
返
答
し
た
人
も
申
し
込
み
が

で
き
ま
す
。健
康
維
持
、病
気
の
早
期
発

見
の
た
め
、ぜ
ひ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者・料
金　
表
２
参
照

★
社
会
保
険
の
被
扶
養
者
へ

　
国
保
以
外
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
40
歳
以
上
の
被
扶
養
者
で
、医
療

保
険
者
発
行
の
受
診
券
が
届
い
た
人
も
、

市
の
集
団
健
診
で
特
定
健
診
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

★
肺
が
ん・結
核
検
診（
巡
回
）

　
レ
ン
ト
ゲ
ン
車
が
各
地
域
を
巡
回
し

て
、肺
が
ん・結
核
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

検
診
は
、問
診
と
胸
部
Ｘ
線
検
査
を
行

い
、数
分
で
終
了
し
ま
す
。申
し
込
み
は

不
要
で
す
。

■
日
時　
表
１
参
照

㉄ 
い
き
い
き
健
康
課
☎︎
63・３
２
０
２

健
康

年
に
一
度
は
健
康
チ
ェ
ッ
ク
！

複
合
健
診
、肺
が
ん
検
診
（
巡
回
）

期日 場　　所 時　　間

11
月
６
日
㈬

おれんじ鉄道袋駅前 9:30 〜 9:45
陣原団地集会所前 10:00 〜 10:15
21区公民館前空き地 10:30 〜 10:45
駅前広場ふれあい館 11:00 〜 11:15
ロッキー古賀町店前駐車場 11:30 〜 11:50
頭石コミュニティーセンター前 14:00 〜 14:15
湯の鶴温泉センター 14:30 〜 14:45
内山小村様宅前 15:05 〜 15:20
旧侍公民館前 15:35 〜 15:50

11
月
７
日
㈭

集バス停付近 9:30 〜 9:45
仁王木バス停付近 10:15 〜 10:30
大川林業倉庫前 11:00 〜 11:15
久木野愛林館 11:35 〜 12:00
住吉神社前 13:30 〜 13:45
旧石飛分校前 14:15 〜 14:30
旧深川小学校前 15:00 〜 15:15
水光社陣内分店駐車場 15:35 〜 16:00
市立総合体育館 16:15 〜 16:30

11
月
８
日
㈮

セブンイレブン新水俣駅前店 9:30 〜 9:45
浜町商店街駐車場 10:00 〜 10:20
市立武道館駐車場 10:35 〜 10:50
湯ノ児公民館前 11:15 〜 11:30
水光社旧丸島分店裏物流センター 13:00 〜 13:20
梅戸港バス停付近 13:30 〜 13:45
市保健センター（もやい館内） 14:00 〜 14:30

（表１）肺がん・結核検診巡回日程

検　診　項　目 対　象　者
個人負担金（税込み）※５

水俣市
検診料金一般 非課税世帯

後期高齢者

複
合
健
診（
選
べ
る
健
診
）

特定健診 ※１・２
（身体測定、診察、血圧測定、検尿、
血液検査など）

40〜74歳の国保加入者、生活保護受給者
★ 41歳（昭和53 年４月１日〜昭和54 年
３月31日生）・50 歳（昭和 44 年４月１日
〜昭和 45 年３月 31 日生）は無料

800 円 800 円 9114 円
〜 9961 円

後期高齢者健診 75歳以上の後期高齢者 800 円 800 円 8647 円
肺がん・結核検診

40歳以上

600 円 400 円 1980 円
喀
かくたん

痰検査 900 円 600 円 2970 円
大腸がん検診　※４ 500 円 300 円 1716 円
胃がん検診 1400 円 900 円 4840 円
子宮頸がん検診　※４ 20歳以上の女性（偶数年齢のみ）※３ 1300 円 800 円 4180 円

乳がん検診　※４
40歳代の女性（偶数年齢のみ）※３ 2200 円 1300 円 7260 円
50歳以上の女性（偶数年齢のみ）※３ 1600 円 1000 円 5280 円

肝炎ウイルス検診（Ｂ型・Ｃ型）※４ 40歳以上（今まで受診したことがない人） 900 円 無料 2750 円
腹部超音波検診 40歳以上 1600 円 1600 円 3630 円
前立腺がん検診 40 歳以上の男性 1100 円 1100 円 1728 円

（表２）検診項目ごとの対象者と料金　　※「水俣市健診料金」と「個人負担金」の差額を、市が助成しています。

※１　特定健診とは、メタボリックシンドローム（内臓脂肪型肥満）に起因
　　　する糖尿病、脂質異常症、高血圧症などの予防や生活習慣病の重症化
　　　を防ぐことを目的とした健康診査です。
※２　特定健診は医療機関での個別健診、もしくは市保健センターなどで
　　　の集団健診のいずれかで受けることができます。国保の人間ドック
　　　を受ける人は、特定健診を重複して受けられません。

※３　子宮頸がん・乳がん検診は、前年度に受診していない場合は奇数年齢
　　　でも受けられます。
※４　今年度のがん検診推進事業は、子宮頸がん・乳がん・大腸がん・肝炎
　　　ウイルスの各検診について実施します。対象者には、７月頃に詳し
　　　いお知らせと無料クーポン券を直接郵送しています。
※５　生活保護受給者は全て無料で受診することができます。

　
風
し
ん
の
発
生
と
ま
ん
延
予
防
を
目

的
と
し
て
、
過
去
に
風
し
ん
の
定
期
予

防
接
種
の
機
会
が
な
か
っ
た
人
を
対
象

に
、
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
３
年
間
、

市
が
発
行
す
る
ク
ー
ポ
ン
券
を
医
療
機

関
窓
口
に
提
出
す
れ
ば
、
無
料
で
風
し

ん
抗
体
検
査
と
予
防
接
種
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
抗
体
検
査
と
予
防
接

種
が
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
医
療
機
関

は
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
市
が
実
施
す
る
集
団
健
診
で

総
合
健
診
ま
た
は
特
定
健
診
を
受
け
る

際
に
風
し
ん
抗
体
検
査
を
受
検
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
健
診
時
に
受
検
を
希

望
す
る
人
は
、
ク
ー
ポ
ン
券
を
必
ず
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
健
診
当
日
は
、
ク

ー
ポ
ン
券
の
発
行
は
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、

ク
ー
ポ
ン
券
は
、
市
へ
希
望
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
発
行
し
ま
す
。

■
対
象
者

〇
昭
和
37
年
４
月
２
日
～
昭
和
54
年
４

　
月
１
日
生
の
男
性

※
対
象
者
の
う
ち
、昭
和
47
年
４
月
２

日
か
ら
昭
和
54
年
４
月
１
日
生
の
男
性

に
は
、
既
に
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
送
し
て

い
ま
す
。

■
実
施
医
療
機
関　
表
３
の
と
お
り

※
接
種
を
希
望
す
る
場
合
は
直
接
委
託

医
療
機
関
に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

★
風
し
ん
抗
体
検
査
及
び
予
防
接
種
実

施
医
療
機
関
の
お
詫
び
と
訂
正

　

す
で
に
対
象
者
に
発
送
し
て
い
る

「
ク
ー
ポ
ン
券
」
に
同
封
し
て
い
る
風

し
ん
抗
体
検
査
お
よ
び
予
防
接
種
実
施

医
療
機
関
の一
部
の
電
話
番
号
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し

ま
す
。

◆
実
施
医
療
機
関
「
ま
な
べ
ク
リ
ニ
ッ

ク
」

誤
＝
☎
84
・
３
４
３
８

正
＝
☎
84
・
９
０
８
０

㉄ 

い
き
い
き
健
康
課
☎︎
62
・
３
０
２
８

　
今
年
度
の
健
康
ま
つ
り
で
、歯
科
検
診

（
無
料
）を
受
診
し
た
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
人
に
は
、粗
品
を
進

呈
し
ま
す
。

※
先
着
50
人
程
度
。

■
日
時　
11
月
30
日
㈰　
９
時
30
分
～

■
場
所　
も
や
い
館
１
階

■
対
象
者　
本
市
の
国
民
健
康
保
険
加

入
者
で
年
齢
が
40
歳
か
ら
74
歳
の
人

■
持
参
品　
国
民
健
康
保
険
証

※
保
険
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

㉄ 

市
民
課
☎︎
61・１
６
３
３

　
高
齢
の
要
介
護
者
を
在
宅
で
介
護
し

て
い
る
人
に
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

■
対
象
者　
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時

介
護
を
必
要
と
す
る
満
65
歳
以
上
の

寝
た
き
り
（
介
護
保
険
の
要
介
護
４
も

し
く
は
５
相
当
）
ま
た
は
認
知
症
（
認

知
症
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度
４
以

上
）
の
高
齢
者
を
在
宅
で
介
護
し
て
い

る
人

■
支
給
額　
要
介
護
者
１
人
に
つ
き
年

額
５
万
円

■
受
給
資
格　
市
住
民
基
本
台
帳
に
登

録
さ
れ
、
基
準
日
（
10
月
１
日
）
ま
で

の
１
年
間
在
宅
で
対
象
者
の
介
護
を
し

た
人
な
ど

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
請
方
法　
い
き
い
き
健
康
課
に
備

え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
、

押
印
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
要
介

護
者
が
寝
た
き
り
の
場
合
は
、
介
護
保

険
被
保
険
者
証
の
写
し
、
認
知
症
高
齢

者
の
場
合
は
診
断
書
の
添
付
が
必
要
で
す
。

■
申
請
締
切
日　
10
月
31
日
㈭

㉄ 

い
き
い
き
健
康
課
63
・
３
０
５
１

健
康

ク
ー
ポ
ン
券
で
無
料
で
風
し
ん
抗
体

検
査
と
予
防
接
種
が
受
診
で
き
ま
す

医療機関名 電話番号

谷山医院 63-2557

宮竹小児科医院 69-3501

市川内科クリニック 62-0707

たなか耳鼻科・眼科クリニック 62-8777

てらさきクリニック 63-1200

深水医院 63-6390

本田レディースクリニック 63-2019

山田クリニック 63-5188

白梅病院 63-7575

まなべクリニック 84-9080

尾田胃腸科 63-3438

佐藤クリニック 69-3007

水俣協立病院 63-1704

岡部病院 63-3311

総合医療センター 63-2101

（表３）風しん抗体検査と予防接種実施医療機関

介
護

介
護
者
に
手
当
を
支
給
し
ま
す

歯
科
検
診
を
受
診
し
た
人
に
粗

品
を
進
呈
し
ま
す
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■
日
時
・
場
所　
左
表
参
照

※
令
和
元
年
度
の
市
内
を
巡
回
す
る
予

防
注
射
は
、
今
回
が
最
後
と
な
り
ま
す
。

■
対
象　
生
後
91
日
以
上
の
全
て
の
飼

い
犬

※
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、年
１
回
の

接
種
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
料
金　

▼
既
登
録
／
１
頭
３
１
０
０
円

▼
未
登
録
／
１
頭
６
１
０
０
円
（
登
録

　
料
３
千
円
含
む
）

※
飼
い
主
が
生
活
保
護
対
象
世
帯
の
場

合
は
１
頭
２
６
０
０
円
。

○
注
射
時
に
は
、
必
ず
犬
を
コ
ン
ト
ロ

　
ー
ル
で
き
る
人
が
会
場
に
連
れ
て
き

　
て
く
だ
さ
い
。

○
予
防
注
射
は
動
物
病
院（
市
外
を
含

　
む
）で
も
接
種
で
き
ま
す
。

◯
会
場
に
犬
を
連
れ
て
来
る
と
き
は
、

　
首
輪
が
抜
け
な
い
よ
う
に
十
分
確
認

　
し
て
く
だ
さ
い
。

◯
犬
の
ふ
ん
は
、
飼
い
主
が
処
理
し
て

　
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

◯
飼
っ
て
い
る
犬
が
死
ん
だ
と
き
や
譲

　
渡
し
た
と
き
は
、
環
境
課
に
連
絡
し

　

　
て
く
だ
さ
い
。

◯
事
前
に
市
か
ら
問
診
票
が
届
い
て
い

　
る
人
は
、
記
入
し
て
注
射
会
場
に
持

　
参
し
て
く
だ
さ
い
。
直
接
病
院
で
注

　
射
す
る
場
合
は
、
問
診
票
は
必
要
あ

　
り
ま
せ
ん
。

㉄ 

環
境
課
☎︎
61
・
１
６
１
３

　
「
天
草
不
知
火
海
区
漁
業
調
整
委
員

会
委
員
選
挙
人
名
簿
」が
縦
覧
で
き
ま
す
。

　
選
挙
人
名
簿
に
漏
れ
や
誤
り
が
あ
る

場
合
は
、
縦
覧
期
間
内
に
異
議
を
申
し

出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
異
議
の
申
し

出
に
は
印
鑑
が
必
要
で
す
。

■
縦
覧
期
間
（
異
議
申
し
出
期
間
）

10
月
20
日
㈰
～
11
月
３
日
㈰
・
㈷　

８
時
30
分
～
17
時

■
縦
覧
場
所　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局（
市
役
所
仮
庁
舎
１
階
）

※
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
は
市
役
所
仮
庁

舎
１
階
当
直
室
で
縦
覧
で
き
ま
す
。

㉄ 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
☎︎
61
・

１
６
４
１

期日 場所 時間

10 月
23 日㈬

水俣市役所前（仮庁舎） 9：20 〜 9：40

高齢者福祉センター（白浜） 9：50 〜 10：00

水俣保健所   10：10 〜 10：20

旧水光社丸島分店 10：30 〜 10：50

21 区公民館（百間町） 11：00 〜 11：15

田平加藤神社前 13：20 〜 13：30

諏訪神社 13：40 〜 13：50

駅前ふれあい広場 14：10 〜 14：20

おれんじ館駐車場 14：40 〜 14：55

袋・消防格納庫前 15：10 〜 15：30

10 月
24 日㈭

江南橋格納庫横（南福寺） ９：20 〜９：30

湯の鶴公園 ９：50 〜 10：00

木臼野公民館 10：15 〜 10：25

茂川公民館 10：35 〜 10：45

野川公民館 11：00 〜 11：10

深川駅跡地休憩所 13：30 〜 13：40

市渡瀬集会所みらい館 13：50 〜 14：00

愛林館駐車場 14：15 〜 14：25

越小場・消防格納庫前 14：40 〜 14：50

旧石飛分校前 15：10 〜 15：20

衛
生

狂
犬
病
予
防
注
射

あ
な
た
の
地
区
で
行
い
ま
す

（表）日時・場所

天
草
不
知
火
海
区
漁
業
調
整
委
員

会
選
挙
人
名
簿
が
縦
覧
で
き
ま
す

選
挙

　
農
繁
期
を
迎
え
る
秋
の
時
期
は
、春

の
農
繁
期
と
と
も
に
、１
年
で
最
も
農

作
業
の
事
故
が
発
生
し
や
す
い
期
間
で

す
。農
業
機
械
に
よ
る
事
故
は
、重
大
事

故
に
つ
な
が
る
場
合
が
多
い
の
で
、次
の

点
に
気
を
付
け
て
、農
作
業
安
全
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

◯
正
し
い
機
械
の
取
り
扱
い
、操
作
方

　
法
を
身
に
つ
け
る

◯
作
業
に
適
し
た
作
業
服
や
防
護
具
を

　
着
用
す
る

◯
足
場
が
滑
る
、路
肩
が
見
え
に
く
い

　

　
な
ど
条
件
の
悪
い
場
合
は
、無
理
に

　
運
転
作
業
を
し
な
い

◯
運
転
操
作
は
、余
裕
を
も
っ
て
確
実
に

　
行
う

◯
機
械
の
点
検・整
備
は
、必
ず
エ
ン
ジ

　
ン
を
止
め
て
か
ら
行
う

◯
機
械
の
日
常
点
検・定
期
点
検
に
努

　
め
る

◯一人
で
作
業
を
す
る
場
合
は
、ど
こ
で

　
作
業
を
し
て
い
る
か
を
家
族
に
知
ら

　
せ
て
お
く

◯
過
労
運
転・酒
気
帯
び
運
転
は
し
な
い

㉄ 

農
林
水
産
課
☎︎
61
・
１
６
３
４　

　
み
な
く
る
バ
ス
茂
道
～
湯
の
鶴
線
で

は
、
平
成
30
年
11
月
か
ら
茂
道
漁
港
の

工
事
に
伴
っ
て
、「
茂
道
」・「
茂
道
漁
港
」

の
２
つ
の
停
留
所
を
休
止
し
、
茂
道
新

港
内
の
臨
時
バ
ス
停
で
、
折
り
返
し
て

い
ま
す
。

　

漁
港
工
事
の
工
期
延
長
に
伴
っ
て
、

み
な
く
る
バ
ス
の
運
行
内
容
の
変
更
期

間
も
延
長
し
ま
す
。
利
用
の
際
は
、
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
工
事
が
終
了
次
第
、

通
常
の
運
行
に
戻
り
ま
す
。

■
工
事
期
間

◯
変
更
前

　
平
成
30
年
11
月
５
日
㈪
～
令
和
元
年

　
９
月
30
日
㈪

◯
変
更
後

　
平
成
30
年
11
月
５
日
㈪
～
令
和
元
年

　
12
月
13
日
㈮

㉄ 

企
画
課
☎︎
61
・
１
６
０
７

　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公
的

年
金
な
ど
の
収
入
や
所
得
額
が一
定
基

準
以
下
の
年
金
受
給
者
の
生
活
を
支
援

す
る
た
め
に
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支

給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提
出
が
必

要
で
す
。
案
内
や
事
務
手
続
き
は
、
日

本
年
金
機
構
が
行
い
ま
す
。

■
対
象
者

◆
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

　
（
次
の
要
件
す
べ
て
を
満
た
す
人
）

◯
65
歳
以
上
で
あ
る

◯
世
帯
全
員
の
市
町
村
民
税
が
非
課
税

　
と
な
っ
て
い
る

◯
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
額
の
合

　
計
が
88
万
円
以
下
で
あ
る

◆
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を

　
受
給
し
て
い
る
人
（
次
の
要
件
を
満

　
た
す
人
）

◯
前
年
の
所
得
額
が
約
４
６
２
万
円
以

　
下
で
あ
る

■
請
求
手
続
き

①
平
成
31
年
４
月
１
日
以
前
か
ら
年
金

　
を
受
給
し
て
い
る
人

　
対
象
者
に
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら

　
ら
書
類
が
順
次
届
き
ま
す
。
同
封
の

　
は
が
き
（
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

　
請
求
書
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
提

　
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
平
成
31
年
４
月
２
日
以
降
に
年
金
を

　
受
給
し
は
じ
め
た
人

　
年
金
の
請
求
手
続
き
と
併
せ
て
年
金

　
事
務
所
ま
た
は
市
役
所
で
請
求
手
続

　
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

★
日
本
年
金
機
構
や
厚
労
省
を
装
っ
た

不
審
な
電
話
や
案
内
に
注
意

　
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
か
ら
、

口
座
番
号
を
尋
ね
た
り
、
手
数
料
な
ど

の
金
銭
を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

㉄ 

給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎︎
０
５
７
０
・

05
・
４
０
９
２
☎︎
／
八
代
年
金
事
務
所

０
９
６・
35
・６
１
２
３
／
市
民
課
☎︎
61
・

１
６
２
２

交
通

み
な
く
る
バ
ス
茂
道
〜
湯
の
鶴
線
の

運
行
内
容
変
更
期
間
を
延
長
し
ま
す

農
業

農
作
業
中
の
事
故
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

年
金

10
月
か
ら
年
金
生
活
者
支
援
給

付
金
制
度
が
始
ま
り
ま
す
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検針月 ８月 ９月 10 月 11 月
10 月検針分

（11 月分料金）
税率＝８％

10 月検針分
（11 月分料金）

税率＝10％
11 検針分

（12 月分料金）
税率＝10％

　
10
月
１
日
の
消
費
税
お
よ
び
地
方
消

費
税
の
改
正
に
伴
っ
て
、
10
月
か
ら
11
月

に
か
け
て
使
用
し
た
上
下
水
道
料
金
（
12

月
分
）
か
ら
、
消
費
税
10
％
が
適
用
さ

れ
、
増
税
分
相
当
額
が
上
が
り
ま
す
。

　
10
月
に
使
用
開
始
し
て
、
同
月
内
に

使
用
を
中
止
し
た
場
合
（
11
月
分
）
に

も
、
10
％
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

㉄ 

水
道
局
☎︎
６
３・２
６
０
４

　
先
の
大
戦
に
お
け
る
市
内
戦
没
者
の

慰
霊
行
事
と
し
て
、
水
俣
市
戦
没
者
追

悼
式
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　
10
月
８
日
㈫　
13
時
30
分
～

※
13
時
20
分
ま
で
に
入
場
し
て
く
だ
さ
い
。

■
場
所　
も
や
い
館
３
階
も
や
い
ホ
ー
ル

※
も
や
い
館
の
駐
車
場
は
、
駐
車
台
数

に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
公
共
交
通
機
関

な
ど
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

㉄ 

福
祉
課
☎︎
61
・
１
６
４
０ ※１ 多くの人が利用する施設で、政令で定める規模以上の建築物（３階以上で 1000㎡以上の建築物など）や、　　

　　地震によって倒壊した場合、その敷地に接する道路の通行を妨げ、多くの人の円滑な避難などを困難と　
　　する恐れのある建築物など
※２ 緊急輸送道路とは、災害直後から、避難・救助をはじめ、物資供給などの応急活動のために緊急車両の
　　通行を確保すべき道路（国道３号、国道２６８号など）のこと

　
市
の
観
光
振
興
や
経
済
振
興
に
効
果

が
見
込
ま
れ
る
企
画
旅
行
な
ど
の
誘
致

を
推
進
す
る
た
め
に
、
助
成
金
を
交
付

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。

■
助
成
対
象　
市
内
の
宿
泊
施
設
の
宿

泊
者
が
10
人
以
上
で
、
観
光
消
費
に
つ

な
が
る
観
光
施
設
な
ど
の
利
用
が
一つ

以
上
あ
り
、
市
の
Ｐ
Ｒ
に
寄
与
す
る
と

認
め
ら
れ
る
企
画
旅
行
を
実
施
す
る
旅

行
業
者 

な
ど

㉄ 

経
済
観
光
課
☎︎
61
・
１
６
２
９

★
戸
建
て
木
造
住
宅

■
住
宅
耐
震
化
促
進
事
業
の
流
れ

▼
耐
震
診
断
※
→
①
耐
震
補
強
設
計
→

　
②
耐
震
改
修
工
事
も
し
く
は
③
建
替

　
え
工
事

▼
④
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
工
事

※
耐
震
診
断
に
つ
い
て
は
、
県
の

支
援
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
熊
本
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー
（
☎︎

０
９
６・３
８
５・０
７
７
１
）
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
補
助
の
概
要　
表
１
の
と
お
り

★
緊
急
輸
送
道
路
沿
道
建
築
物

■
建
築
物
耐
震
化
促
進
事
業
の
流
れ

▼
①
耐
震
診
断
→
②
耐
震
補
強
設
計

■
補
助
の
概
要　
表
２
の
と
お
り

■
申
込
締
切
日　
11
月
29
日
㈮

㉄ 

都
市
計
画
課
☎︎
61
・
１
６
２
１

①耐震補強
設計

②耐震改修
工事

③建替え
工事

④耐震シェルター
工事

対象者 補助対象住宅の所有者で、市税を滞納していない人

対象
住宅

市内で次の全てに該当する住宅
（1）人が住んでいる戸建て木造住宅で３階以下のもの
（2）昭和56年５月31日以前に着工したもの、または
平成28年熊本地震で被災したことが確認できるもの

（3）耐震診断の結果、上部構造評点が 1.0 未満と評
価されたもの

市内で次の全てに該当する住宅
（1）人が住んでいる戸建て木造住宅で３
階以下のもの

（2）昭和56年５月31日以前に着工した
もの、または平成28年熊本地震で被災し
たことが確認できるもの（昭和56年６月
１日以降に着工したものでも、耐震診断
の結果、上部構造評点が１.０未満と評価
されたら補助の対象となります）

補助率
（上限額）

２／３
（23 万２千円）

耐震改修工事費
１／２(80万円）
耐震改修工事監理費
２／３(11万６千円 )

23％
（60 万円）

１／２
（20 万円）

募集戸数 ２戸程度 各１戸程度

（表１）　補助の概要（戸建て木造住宅）

①耐震診断 ②耐震補強設計

対象者 補助対象建築物の所有者で、市税・県税を滞納していない人

対象
建築物

市内で次の全てに該当する建築物
（１）建築物の耐震改修の促進に関する法律第 14 条各号に掲げるもの（※１）
（２）建築物の敷地が緊急輸送道路（※２）に接するもの
（３）昭和 56 年５月 31 日以前に着工したもの

補助率
（上限額） ２／３（２００万円）

募集棟数 各１棟程度

（表２）　補助の概要（緊急輸送道路沿道建築物）

補
助
金

企
画
旅
行
な
ど
の
誘
致
に
対
し

て
市
が
助
成
し
ま
す（
２
次
募
集
）

住
宅
・
建
築
物
の
耐
震
対
策
費

用
の
一
部
を
市
が
補
助
し
ま
す

利用期間
検 針

利用期間
検 針

利用期間
検 針

原則消費税率８％ 原則消費税率 10％

税率８％

税率 10％

税率 10％

■経過措置の概略

料
金
改
定

消
費
税
引
き
上
げ
に
伴
う
上
下

水
道
料
金
の
改
定

■水道料金 基本料金と従量料金とメーター使用料の合計に消費税を加算（10 円未満切り捨て）

基本料金 従量料金

使用水量 料金 使用水量 料金

一般用 8㎥以下 850 円

9㎥以上 20㎥以下 1㎥につき 130 円

21㎥以上 50㎥以下 1㎥につき 140 円

51㎥以上 1㎥につき 150 円

一時用 1㎥未満の場合は 1㎥とし、1㎥につき 210 円

船舶用 1㎥につき 245 円

【基本料金・従量料金】

【メーター使用料】

口径（mm） １３ ２０ ２５ ４０ ５０ ７５ １００

料金 80 円 130 円 210 円 430 円 1800 円 2500 円 3500 円

戦
没
者
追
悼
式

令
和
元
年
度
水
俣
市
戦
没
者
追

悼
式

基本料金 超過料金

汚水量 料金 汚水量 料金

一般汚水 8㎥以下 1150 円

9㎥以上 20㎥以下 1㎥につき 175 円

21㎥以上 50㎥以下 1㎥につき 185 円

51㎥以上 1㎥につき 200 円

■下水道料金 基本料金と超過料金の合計に消費税を加算（10 円未満切り捨て）
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令和２年

２月21日㈮ 

14時〜17時

芦北高校体育館

　

水
俣
・
芦
北
の
高
校
が
協
力
し
て
、

水
俣
・
芦
北
地
域
の
事
業
所
が
高
校
生

へ
自
社
の
仕
事
の
魅
力
を
伝
え
る
「
し

ご
と
発
見
塾
」を
開
催
し
ま
す
。
水
俣・

芦
北
地
域
の
高
校
に
通
う
高
校
１
年
生

全
学
科
の
生
徒
と
そ
の
保
護
者
が
参
加

し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
高
校
生
へ
仕
事
の
魅

力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
求
人
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

★
参
加
事
業
所
を
募
集
し
ま
す

■
募
集
事
業
所
数　
30
事
業
所
程
度

※
同
じ
業
種
で
あ
れ
ば
、
合
同
で
参
加

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
、
抽
選
な
ど
を

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
参
加
料　
無
料

■
参
加
者　
水
俣
高
校
・
芦
北
高
校
、

芦
北
支
援
学
校
に
通
う
１
年
生
（
全
学

科
）
約
２
５
０
人
と
そ
の
保
護
者　
　

※
保
護
者
は
希
望
者
の
み

■
申
し
込
み
資
格　
次
の
全
て
を
満
た

す
事
業
所

○
水
俣
・
芦
北
地
域
に
事
業
所
・
事
務

　
所
が
あ
る
事
業
所

○
事
前
説
明
会
へ
参
加
で
き
る
事
業
所

○
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
に

　
協
力
で
き
る
事
業
所

■
申
し
込
み
期
間　
～
11
月
15
日
㈮

■
申
し
込
み
方
法　
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
、
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

shigo
tohakkenn@

gm
ail.com

★
募
集
に
関
す
る
事
前
説
明
会
を
開
催

し
ま
す

◆
水
俣
会
場

■
日
時　
10
月
25
日
㈮　
15
時
30
分
〜

16
時
30
分

■
場
所　
水
俣
環
境
ア
カ
デ
ミ
ア

◆
芦
北
会
場

■
日
時　
10
月
21
日
㈪　
15
時
30
分
〜

16
時
30
分

■
場
所　
芦
北
町
役
場
３
階
大
会
議
室

※
ど
ち
ら
の
会
場
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

◯
水
俣
高
校
進
路
指
導
部
☎︎
63
・
１
２

　
８
５

◯
芦
北
高
校
進
路
部
☎︎
82
・
２
６
５
８

◯
芦
北
支
援
学
校
進
路
部
☎︎
61
・
３
３

　
０
３

◯
市
経
済
観
光
課
☎︎
61
・
１
６
２
８

しごと発見塾
地元の高校生に
自社の「しごと」を PR しませんか？

参加事業所を募集します
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ト
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
性
格
と
態

度
は
と
て
も
悪
い
で
す
が
、
食
べ
ら
れ

る
こ
と
だ
け
は
な
ぜ
か
喜
び
ま
す
。
そ

の
後
３
人
は
友
達
に
な
り
、
一
緒
に
旅

へ
出
ま
す
が
、
途
中
、
プ
デ
ィ
ン
グ
を

繰
り
返
し
盗
も
う
と
す
る
人
と
遭
遇
し
、

プ
デ
ィ
ン
グ
を
守
る
た
め
に
戦
っ
た
り
、

盗
ま
れ
た
ら
取
り
戻
す
戦
略
を
考
え
た

り
し
ま
す
。
最
後
に
、
あ
ま
り
の
行
動

の
悪
さ
で
プ
デ
ィ
ン
グ
が
逮
捕
さ
れ
、

ス
ト
ー
リ
ー
が
爆
笑
の
裁
判
で
終
わ
り

ま
す
。

　

１
０
１
年
経
っ
た
今
で
も
こ
の
本
は

人
気
で
、
絶
版
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
。「
魔
法
の
プ
デ
ィ
ン
グ
」
と

い
う
フ
レ
ー
ズ
は
、
今
も
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
英
語
で
頻
繁
に
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
政
治
家
は
政
敵
に
対
し

て
、「
魔
法
の
プ
デ
ィ
ン
グ
の
よ
う
に

使
う
な
」
な
ど
と
言
い
、
有
限
の
資
源

や
財
源
を
無
限
で
あ
る
か
の
よ
う
に
扱

う
行
為
を
批
判
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
物
語
は
現
代
の
子
ど
も
た
ち
も

楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
去
年

は
１
０
０
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

朗
読
、
ゲ
ー
ム
、
工
作
活
動
、
プ
デ
ィ

ン
グ
探
し
な
ど
の
昔
な
が
ら
の
行
事
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で

こ
の
本
は
、
魔
法
の
プ
デ
ィ
ン
グ
の
よ

う
に
物
を
与
え
続
け
て
い
ま
す
。

　
「
プ
デ
ィ
ン
グ
」
と
い
う
言
葉
を
見

た
ら
、
デ
ザ
ー
ト
と
し
て
食
べ
る
甘

い
「
プ
リ
ン
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
湧
い
て

く
る
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
実
は

プ
リ
ン
は
、
プ
デ
ィ
ン
グ
の
一
つ
で
す
。

メ
イ
ン
の
食
事
と
し
て
食
べ
る
プ
デ
ィ

ン
グ
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
プ
デ
ィ
ン

グ
は
、
今
か
ら
１
０
１
年
前
に
発
売
さ

れ
た
「
魔
法
の
プ
デ
ィ
ン
グ
」
と
い
う

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
有
名
な
物
語
に
登

場
し
ま
す
。

　

こ
の
物
語
は
、
バ
ニ
ッ
プ
・
ブ
ル
ー

ガ
ム
と
呼
ば
れ
る
コ
ア
ラ
が
あ
る
日
、

旅
に
出
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

昼
食
時
に
お
腹
が
空
い
た
バ
ニ
ッ
プ
は
、

「
ス
テ
ー
キ
・
ア
ン
ド
・
キ
ド
ニ
ー
・

プ
デ
ィ
ン
グ
」
を
食
べ
て
い
る
船
員
の

ビ
ル
・
バ
ー
ナ
ク
ル
と
ペ
ン
ギ
ン
に
出

会
い
ま
す
。
こ
の
プ
デ
ィ
ン
グ
は
、
ど

れ
だ
け
食
べ
て
も
、
い
つ
も
元
に
戻
る

魔
法
の
プ
デ
ィ
ン
グ
で
、「
ア
ル
バ
ー

お隣さんのイベント情報♪

■日時　10 月 27 日㈰　午前中
■場所　御立岬公園ゴーカート場
■参加資格
◯中学生以上
◯身長１５０cm 以上
※詳しくは、芦北町ホー
ムページで確認するか、
芦北町役場商工観光課
に問い合わせてください。

㉄ 芦北町役場商工観光課☎８２ー２５１１

水俣インターチェンジが供用開始され、これまで以上にグッと近くなったお隣さんの、芦北町・津奈木町。
このコーナーでは、それぞれの町のミミヨリな情報をお知らせします。

　水曜日の物語を交換するアートプロジェクト
として全国的に知られた赤崎水曜日郵便局と
鮫ヶ浦水曜日郵便局。届いた手紙とともに取り
組みの様子を展示します。
■期間　９月７日㈯～１１月２４日㈰
■場所　つなぎ美術館１階展示室
■参加料
◯小・中学生　１００円
◯高校生以下　２００円
◯一般　３００円
㉄ つなぎ美術館☎６１ー２２２２

芦 北 町 津 奈 木 町

Go！ 豪
ゴ ー

！
グレッグ

水俣市の CIR のグレ
ッグが、出身国・オ
ーストラリアの魅力
や文化を、さまざま
な視点で紹介します。

Vol.26

みんな遊びにおいでよ♪

第１回御立岬公園レーシングカート大会 熊本から宮城へ「水曜日の消息展」

♥
食
を
制
す
る
も
の
は
脳
も
制
す
る

　
「
食
の
リ
ズ
ム
は
、そ
の
ま
ま
人
の

思
考
の
リ
ズ
ム
で
あ
り
、人
生
を
楽
し

む
リ
ズ
ム
だ
」と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
。
心
身
、身
体
の
健
康
は
何
よ
り
も

大
切
な
こ
と
で
あ
り
、特
に
、心（
脳
）

の
健
康
は
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

　

心（
脳
）
の
健
康
は
、
食
事
と
深
い

関
係
が
あ
り
ま
す
。
平
成
17
年
に
食
育

へ
の
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
し
、現
在

も
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。

♥
お
い
し
い
給
食 

楽
し
く
給
食 

笑
顔

で
給
食
〜
楽
し
く
食
事
を
す
る
た
め
に
〜

　
毎
月
給
食
だ
よ
り
を
配
布
し
、
年
間

目
標
、
月
ご
と
の
目
標
の
も
と
、
旬
の

食
材
を
味
わ
う
献
立
、
郷
土
の
食
材
を

味
わ
う
献
立
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
簡
単
レ
シ
ピ
や
カ
ミ
カ
ミ
メ
ニ
ュ

ー
、
食
事
を
進
め
る
ア
ド
バ
イ
ス
、
食

事
の
大
切
さ
な
ど
も
保
護
者
の
方
に
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　
主
食
、
主
菜
、
副
菜
、
汁
物
の
４
つ

が
揃
う
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
給
食
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

◯
主
食（
黄
）→ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
も
と

◯
主
菜（
赤
）→ 

身
体
を
つ
く
る
も
と

◯
副
菜（
緑
）→ 

身
体
を
丈
夫
に
す
る

■問い合わせ　いきいき健康課☎６2 ー３０２８

みなまた  　　づくり応援団

運
動
、
鉄
棒
、
柔
軟
運
動
な
ど
盛
り
沢

山
で
す
。

♥
健
康
な
こ
こ
ろ
と
健
康
な
体
を
つ
く

る
た
め
に

　
水
俣
保
育
園
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の

成
長
を
見
守
る
中
で
、
保
育
士
、
栄
養

士
、
調
理
師
、
看
護
師
の
連
携
を
密
に

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
の
情
報
交

換
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち一
人
ひ
と
り
の
様
子
を

し
っ
か
り
と
理
解
し
、
園
か
ら
家
庭
へ
、

家
庭
か
ら
園
へ
保
護
者
の
皆
さ
ん
と
情

報
を
共
有
す
る
中
で
、
大
切
な
子
ど
も

た
ち
の
成
長
を
お
手
伝
い
で
き
る
よ
う

日
々
心
掛
け
て
い
ま
す
。

 

こ
れ
か
ら
も
職
員一丸
と
な
り
、
子
ど

も
た
ち
と
保
護
者
の
皆
さ
ん
を
応
援
し

て
い
き
ま
す
。

◯
汁
物（
白
）→ 

お
い
し
い
味
が
広
が
る

　

メ
ニ
ュ
ー
は
ボ
ー
ド
に
も
記
載
し
、

４
つ
の
皿
に
分
け
、
子
ど
も
た
ち
や
保

護
者
に
わ
か
る
よ
う
、
毎
日
玄
関
に
掲

示
し
て
い
ま
す
。
年
中
や
年
長
に
な
る

と
、
ボ
ー
ド
を
見
な
が
ら
親
子
で
メ
ニ

ュ
ー
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
毎
日
楽
し
い
会

話
が
弾
ん
で
い
ま
す
。 

手
作
り
お
や

つ
も
大
好
評
で
す
。

♥
元
気
に
体
力
づ
く
り

　
毎
朝
の
リ
ズ
ム
体
操
の
後
は
、
音
楽

に
合
わ
せ
て
ジ
ョ
ギ
ン
グ
タ
イ
ム
。
途

中
で
園
庭
の
遊
具
を
使
っ
て
ア
ス
レ
チ

ッ
ク
を
す
る
な
ど
、
子
ど
も
と
一
緒
に

職
員
も
体
を
動
か
し
ま
す
。

　
屋
内
で
も
お
遊
戯
を
し
た
り
、
バ
ラ

ン
ス
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
運
動
、
マ
ッ
ト

Vol.５

水俣市は、平成３１年３月に「水俣市健康づくり条例」を制定しました。市民の皆様の健康づくりを応援す
るため、市の取り組みや市内の企業や法人等で健康づくりに取り組んでいる団体を紹介していきます！
５回目は、平成 30年１月から「くまもとスマートライフプロジェクト応援団」に参加している「水俣保育園」
について紹介します。

水俣保育園

みんないきいき健康に

健 康
「くまもとスマートラ
イフプロジェクト」の
ロゴマーク

▲毎日玄関前に掲示している献立ボード

▲毎朝のリズム体操の様子



3637 広報みなまた 2019 年 10 月号 広報みなまた 2019 年 10 月号

Information

　
水
俣
が
誇
る
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家

で
自
然
を
愛
し
た
郷
土
の
偉
人
・
徳
冨

蘆
花
。
そ
の
人
生
、
人
と
な
り
、
足
跡・

偉
業
を
学
び
、
市
民
の
誇
り
と
し
て
後

世
に
語
り
つ
ぐ
目
的
で
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
が
、
事
前

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
日
時　
10
月
25
日
㈮　
13
時
～
15
時

10
分

■
場
所　
市
公
民
館
本
館
２
階
ホ
ー
ル

■
講
師　
中
村
青
史
さ
ん
（
元
熊
本
大

学
教
授
）

■
講
演
題
目　
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
的
作

家
と
し
て
の
徳
冨
蘆
花
（
予
定
）

㉄ 
市
生
涯
学
習
課
☎︎
61
・
１
６
３
９

　
江
戸
時
代
末
期
に
、水
俣
に
生
ま
れ

た
徳
富
蘇
峰
は
、明
治・大
正・昭
和
に

か
け
て
、ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、思
想
家
、歴

史
家
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。郷
土
の

偉
人
を
顕
彰
す
る
会
で
す
。

■
日
時　
11
月
２
日
㈯　
10
時
～
11
時

30
分

■
場
所　
徳
富
蘇
峰・蘆
花
生
家

※
駐
車
場
が
狭
い
た
め
、バ
ス
な
ど
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

豊
臣
秀
吉
や
西
郷
隆
盛
を
は
じ
め
、

数
多
く
の
偉
人
た
ち
も
通
っ
た
と
さ
れ

る
薩
摩
街
道
を
歩
く
「
薩
摩
街
道
歴
史

ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ゴ
ー
ル
会
場
の
エ
コ
パ
ー
ク

水
俣
で
は
、「
み
な
ま
た
ロ
ー
ズ
フ
ェ
ス

タ･

秋
」、「
九
州
和
紅
茶
サ
ミ
ッ
トin

み
な
ま
た
」
が
開
催
中
で
す
。
参
加
者

に
は
和
紅
茶
サ
ミ
ッ
ト
の
飲
み
比
べ
テ
ィ

ー
カ
ッ
プ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

■
日
時　
11
月
２
日
㈯　
９
時
～
13
時

■
コ
ー
ス　
つ
な
ぎ
物
産
ギ
ャ
ラ
リ
ー

グ
リ
ー
ン
ゲ
イ
ト
（
津
奈
木
町
）
～
エ

コ
パ
ー
ク
水
俣

■
参
加
料

◯
大
人　
千
円

◯
小
学
生
以
下　
５
０
０
円

■
申
込
締
切
日　
10
月
29
日
㈫

㉄ 

芦
北
地
域
振
興
局
☎︎
82
・
４
４
４
５

　
本
校
は
災
害
避
難
場
所
に
も
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
水
高
生
の
学
び
の
姿
は

も
ち
ろ
ん
、
施
設
設
備
な
ど
の
見
学
も

兼
ね
て
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
11
月
５
日
㈫
～
11
月
８
日
㈮

◯
全
日
制　

　
㈬
・
㈮　
９
時
～
15
時
40
分

　
㈫
・
㈭　
９
時
～
16
時
40
分

◯
定
時
制

　
㈫
～
㈭　
17
時
40
分
～
19
時
15
分

※
11
月
８
日
㈮
は
定
時
制
文
化
祭
で
す
。

■
場
所　
水
俣
高
校　
　
　
　

㉄ 

水
俣
高
校
☎︎
63
・
１
２
８
５

　
中
学
生
、
保
護
者
、
地
域
の
皆
さ
ん

な
ど
多
く
の
人
の
来
場
を
待
っ
て
い
ま
す
。

■
日
時　
10
月
20
日
㈰　
９
時
～
15
時

30
分

■
場
所　
水
俣
高
校
校
舎
・
体
育
館

■
テ
ー
マ　
「N

ew
 W

ave

～
新
し
い

時
代
に
足
跡
を
つ
け
る
～
」

■
持
参
品　
ス
リ
ッ
パ

■
内
容　
バ
ザ
ー
、
ス
テ
ー
ジ
発
表 

な
ど

㉄ 

水
俣
高
校
☎︎
63
・
１
２
８
５

■
参
加
料　
無
料

■
定
員　
先
着
70
人

■
内
容　
詩
吟
、小
中
学
校
で
の
郷
土

学
習「
水
俣
科
」に
お
け
る
徳
富
蘇
峰
の

学
習
に
つ
い
て
、蘇
峰
肉
声
披
露 

な
ど

㉄ 

徳
富
蘇
峰・蘆
花
生
家
☎︎
62・５
８
９
９

　
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
が
安
心
し

て
地
域
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
積
極
的
な
声
か
け
が
で
き
る
地
域
づ

く
り
を
目
的
に
、
認
知
症
見
守
り
声
か

け
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
５
区
、
６
区

の
皆
さ
ん
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
10
月
20
日
㈰　
10
時
～
11
時

30
分
（
９
時
30
分
受
付
開
始
）

■
集
合
場
所　
市
立
総
合
体
育
館
１
階
会

議
室

■
対
象
地
区　
５
区
、
６
区

㉄ 

水
俣
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎︎
63
・

２
０
４
７

Information

みな図書 読書のまちづくり

読書の秋、スポーツの秋。 
心が熱くなるスポーツ小説を集めまし
た。今年の秋は図書館でスポーツを楽
しんでみませんか？

■図書館 10月特設コーナー■

● ●●●●●最近人気の本！

■日本の折形歳時記／飯田猷子
■秋本治の仕事術／秋本治
■罪の轍／奥田英朗
■虹にすわる／瀧羽麻子
■いえでをしたてるてるぼうず／にし　
　まきかやこ

「スポーツを読む」

友人から出産祝いにもらっ
た、お気に入りの絵本。
だるまさんとお友だちのくだ
もの達がゆらゆらゆれながら
出てきて、いろんなふれあい
をするお話です。
抱っこしながら「だるまさんが」と左右に体を揺
らして読み聞かせると、泣いていてもご機嫌にな
ります。ほんわかした雰囲気に包まれ、親子一緒
にゆらゆらしながら楽しめる本です。

『だるまさんと』

オススメ

オススメ本
子育ての心がけ「スキンシップをよくとる」

かがくい ひろし・作／ブロンズ新社

開館：火曜日〜日曜日 ９時〜 19 時（土日祝日は 17 時まで） ■問い合わせ　市立図書館☎６３ー８４０１

笠本 英
は な え

恵　・倫太郎さん

ハマボウ

催
し

くん

Inform
ation

く
ら
し
の
情
報

i

ドングリ

郷
土
の
偉
人
を
後
世
へ
語
り
継
ぐ

「
徳
冨
蘆
花
顕
彰
講
演
会
」

郷
土
の
偉
人
の
足
跡
を
学
ぶ

第
13
回
徳
富
蘇
峰
顕
彰
会

学
び
の
姿
を
見
に
来
ま
せ
ん
か
？

水
俣
高
校
公
開
授
業
週
間

【
有
料
広
告
】

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
へ

「
認
知
症
見
守
り
声
か
け
訓
練
」

水
俣
高
校（
全
日
制
）文
化
祭

偉
人
た
ち
も
通
っ
た
街
道
を
歩
く

「
薩
摩
街
道
歴
史
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
」

▲今年の文化祭のポスター

徳冨蘆花

徳富蘇峰
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くらしの情報Information

　
新
し
い
時
代
に
歌
い
続
け
た
い・残
し

た
い
日
本
の
曲
と
、ス
ポ
ー
ツ
と
関
係

が
あ
る
音
楽
を
お
届
け
し
ま
す
。歌
曲
、

オ
ペ
ラ
、合
唱
、ピ
ア
ノ・電
子
オ
ル
ガ
ン

の
演
奏
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
人
に
聞
い

て
も
ら
い
た
い
ク
ラ
シ
ッ
ク
演
奏
会
で

す
。ぜ
ひ
会
場
に
来
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
10
月
26
日
㈯　
18
時
30
分
～

（
18
時
開
場
）

■
場
所　
市
文
化
会
館

■
入
場
料　
千
円（
当
日
券
１
５
０
０
円
）

■
曲
目　
『
ね
む
の
木
の
子
守
歌
』『
浜

辺
の
歌
』『
赤
と
ん
ぼ
』『
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
マ
ー
チ
』『
木
星
』『
凱
旋
進
行
曲

（
ア
イ
ー
ダ
）』 

な
ど

■
プ
レ
イ
ガ
イ
ド　
水
光
社
、ブ
ッ
ク
シ

テ
ィ
ー一心
堂
、も
や
い
館

㉄ 

水
俣
演
奏
家
協
会
事
務
局
・
坂
本

☎︎
62
・
９
５
４
４

　
江
戸
時
代
の
水
俣
の
農
業
に
つ
い
て
、

当
時
の
農
村
生
活
の
様
子
も
振
り
返
り

な
が
ら
楽
し
く
学
ん
で
い
き
ま
す
。

■
日
時　
10
月
26
日
㈯　
10
時
～
11
時

30
分

■
場
所　
市
公
民
館
本
館
２
階
第
１
研

修
室

■
講
師　
松
田
時
義
さ
ん
（
水
俣
市
文

化
財
保
護
審
議
会
会
長
）

■
参
加
料　
無
料

■
定
員　
先
着
30
人
程
度

■
申
し
込
み
方
法　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
な

ど
で
直
接
市
公
民
館
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

㉄ 

市
公
民
館
☎︎
63
・
８
４
０
２
／
FAX 

84
・
９
１
１
９

　
「
権
現
さ
ん
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ

て
い
る
恒
例
の
20
区
権
現
宮
の
祭
典
を
、

今
年
も
盛
大
に
行
い
ま
す
。
踊
り
や
カ

ラ
オ
ケ
、
さ
ま
ざ
ま
な
演
芸
な
ど
で
盛

り
上
が
り
ま
す
。
参
拝
者
に
は
、
お
は

ら
い
を
受
け
た
榊（
さ
か
き
）
と
紅
白

も
ち
を
進
呈
し
ま
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
気

軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
10
月
20
日
㈰　
10
時
～

■
場
所　
20
区
権
現
宮
境
内

■
前
夜
祭　
10
月
19
日
㈯　
19
時
～

㉄ 

権
現
宮
祭
典
実
行
委
員
会
・
松
本

☎︎
62
・
２
３
７
４

くらしの情報Information

　

荒
神
さ
ん
の
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。

今
年
も
大
い
に
に
ぎ
わ
せ
ま
す
。秋
の

夜
長
に
ぜ
ひ
皆
さ
ん
来
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
10
月
14
日
㈪　
18
時
～（
雨

天
決
行
）

■
場
所　
荒
神
神
社
境
内

㉄ 

福
田
☎︎
０
８
０・１
７
４
７・２
７
２
９

　
お
い
し
い
、楽
し
い
コ
ー
ナ
ー
で
お
も

て
な
し
し
ま
す
。誰
で
も
参
加
で
き
ま

す
。

■
日
時　
10
月
19
日
㈯　
11
時
～
13
時

（
雨
天
決
行
）

■
場
所　
明
光
幼
稚
園

■
駐
車
場　
園
駐
車
場
、肥
後
銀
行
駐

車
場

■
内
容

○
食
品

　
お
弁
当
、唐
揚
げ
、お
に
ぎ
り
、焼
き

　
そ
ば
、パ
ン
、お
菓
子 

な
ど

○
未
使
用
品
、手
芸
品
、リ
サ
イ
ク
ル
品

　
の
販
売

○
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー

　
お
菓
子
釣
り
、輪
投
げ
、ス
タ
ン
プ
ラ

　
リ
ー 

な
ど

㉄ 

明
光
幼
稚
園
☎︎
63・２
８
５
４

　
人
形
劇（
14
時
開
演
）、ミ
ニ
ゲ
ー
ム
コ

ー
ナ
ー
、手
作
り
体
験
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ

プ
な
ど
楽
し
い
催
し
を
用
意
し
て
い
ま

す
。ハ
ン
ド
メ
イ
ド
品・リ
サ
イ
ク
ル
品

の
販
売
、パ
ン
や
焼
き
菓
子
の
販
売
な

ど
も
あ
り
ま
す
よ
。

■
日
時　
10
月
26
日
㈯　
13
時
～
16
時

■
場
所　
さ
わ
ら
び
こ
ど
も
園

㉄ 

さ
わ
ら
び
こ
ど
も
園
☎︎
62・２
６
１
３

　
建
築
士
会
水
俣
芦
北
支
部
青
年
部
が

巣
箱
作
り
体
験
会
を
行
い
ま
す
。自
分

だ
け
の
巣
箱
を
作
っ
て
、小
鳥
た
ち
の
さ

え
ず
り
を
楽
し
ん
だ
り
、巣
作
り
の
様

子
を
観
察
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
当
日
は
、身
近
な
野
鳥
た
ち
の
写
真

展
示
や
、観
察
に
役
立
つ
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

用
意
し
て
い
ま
す
。

※
必
要
な
木
材
や
工
具
な
ど
は
用
意
し

ま
す
。

■
日
時　
10
月
20
日
㈰　
９
時
～
12
時

（
小
雨
決
行
）

■
場
所　
水
俣
エ
コ
ハ
ウ
ス

■
参
加
料　
１
５
０
０
円

■
定
員　
10
組

㉄ 

水
俣
エ
コ
ハ
ウ
ス
☎︎
84・９
０
０
６

（
開
館
時
間　
10
時
～
16
時
、月
曜
休
館
）

■
期
日　
10
月
20
日
㈰

■
時
間　
式
典
９
時
～
、
催
し
10
時
～

■
場
所　
久
木
野
住
吉
神
社

■
参
加
料　
１
万
円
（
奉
納
料
な
ど
）

※
化
粧
ま
わ
し
を
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。

■
催
し
の
内
容　
子
ど
も
・一
般
相
撲
、

地
域
伝
統
芸
能 

な
ど

㉄ 

大
川
☎︎
69
・
０
５
２
８

【
有
料
広
告
】

第
31
回
大
園
荒
神
さ
ん
秋
の
例
大
祭

遊
び
に
お
い
で
♪ 

明
光
幼
稚
園
バ
ザ
ー

さ
わ
ら
び
こ
ど
も
園
バ
ザ
ー

「
さ
わ
ら
び
祭
り
」

水
俣
エ
コ
ハ
ウ
ス
「
巣
箱
を
作
っ

て
庭
に
野
鳥
を
呼
ぼ
う
」

「
権
現
さ
ん
の
お
祭
り
」
に
お
出

で
く
だ
さ
い

久
木
野
住
吉
神
社
秋
祭
り

赤
ち
ゃ
ん
土
俵
入
り
参
加
者
募
集

11
９ ㈯

9:30 〜 15:00

水俣産業団地

第11 回 産業団地まつりみなまた

■問い合わせ
　みなまた産業団地まつり事務局（市経済観光課内）☎ 61-1628

つなげよう！ エコの輪 地域の輪〜進もう！未来へ 令和の輪〜

産業団地などにある企業・団体が、イベント満載のお祭りを開きます！ この日は特別に、工場などの見
学ができます。「どんな企業が、どんな仕事をしているの？」  楽しく学びながら、見て回りませんか♪

少雨決行

◆本部会場　尾上商事

工場見学スタンプラリー
本部会場「尾上商事」で受け付
けをして、スタンプ用紙をもらっ
てスタート！ 会場内で運行して
いる見学バスが便利です♪
各工場のプレゼントはなくなり
次第終了します。

10:00 〜 13:50

お楽しみ抽選会
企業をまわってスタンプを集め
たら、受け付けに提出しよう！ 
ステキなプレゼントが当たる抽
選会に参加できます♪
特賞は「湯の児温泉・湯の鶴温
泉 旅館ペア宿泊券」！

14:00 〜 15:00 ／本部会場

ステージイベント・催し（予定）
★水俣高校音楽部・新体操部などステージイベント

★水俣高校工作部の EV スクーター展示 ほか

★お楽しみ抽選会 14:00 〜

★同時開催みなまた新鮮市 10:00 〜

★エコカー展示販売 10:00 〜

★動く絵本館「みなよむ号」もやってくる♪

★ストリートダンスステージイベント 13:00 〜

★さだまさかステージイベント 13:30 〜

水
俣
演
奏
家
協
会
第
27
回
定
期
演

奏
会
「
令
和
に
寄
せ
て
」

市
公
民
館
い
き
い
き
教
室
「
み
な
ま
た
の

歴
史
シ
リ
ー
ズ 

江
戸
時
代
の
農
業
①
」
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さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
っ
て
家
庭
で

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち

の
現
状
や
里
親
制
度
な
ど
に
つ
い
て
学

び
ま
せ
ん
か
。
申
し
込
み
は
不
要
で
、

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
日
時　
10
月
11
日
㈮　
19
時
30
分
～

21
時

■
場
所　
光
明
童
園
紫
光
ホ
ー
ル

■
内
容　

◯
児
童
養
護
施
設
の
現
状
と
里
親
制
度

　
に
つ
い
て

◯
里
親
の
体
験
談

◯
質
疑
応
答
や
フ
リ
ー
ト
ー
ク

■
参
加
料　
５
０
０
円
（
資
料
代
含
む
）

㉄ 

大
澤
０
９
０・７
３
９
０・９
６
４
８

　
今
、
注
目
の
ア
レ
ル
ギ
ー
フ
リ
ー
の

米
粉
料
理
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

■
日
時　
11
月
10
日
㈰　
10
時
30
分
～

13
時

■
場
所　

市
公
民
館
本
館
調
理
実
習

室

■
対
象
者　
16
歳
以
上

■
定
員　
先
着
24
人
程
度

■
参
加
料　
無
料

■
内
容　
県
産
米
粉
を
使
っ
た
調
理
実

習
、
試
食
、
米
粉
プ
レ
ゼ
ン
ト　
　
　

■
申
し
込
み
期
間　
10
月
１
日
㈫
～
31

日
㈭
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
10

時
～
17
時
）

㉄ 

く
ま
も
と
米
粉
講
習
会
事
務
局
☎︎

０
９
６・３
５
５・３
３
８
１

　
浜
町
の
え
び
す
神
社
は
商
売
繁
盛
の

神
様
。
水
俣
の
商
売
繁
盛
と
繁
栄
を
祝

う
祭
り
で
す
。

　
よ
さ
こ
い
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
バ
ン
ド

演
奏
な
ど
、
に
ぎ
や
か
な
イ
ベ
ン
ト
が

催
さ
れ
ま
す
。

　
２
０
０
円
で
飲
み
放
題（
ソ
フ
ト
ド
リ

ン
ク
だ
け
な
ら
１
０
０
円
）。
各
種
バ
ザ

ー
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
家
族
そ
ろ

っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。
み
ん
な
で
秋
の

夜
長
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　
10
月
20
日
㈰　
17
時
30
分
～

（
雨
天
中
止
）

■
場
所　
浜
え
び
す
神
社
横
駐
車
場

㉄ 

え
び
す
祭
り
実
行
委
員
会
・
岩
生

☎︎
０
９
０・２
５
０
０・９
１
２
９

★
水
中
運
動
教
室
「
ミ
ッ
ト
ア
ク
ア
」

　
水
の
抵
抗
・
浮
力
を
有
効
利
用
し
て

行
う
、
全
身
の
体
力
レ
ベ
ル
の
向
上
・

肥
満
解
消
を
目
的
に
し
た
水
中
運
動
で

す
。
音
楽
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
シ
ェ
イ

プ
ア
ッ
プ
し
ま
し
ょ
う
！

■
日
時　
10
月
８
日
㈫　
13
時
～
14
時

■
場
所　
市
立
総
合
体
育
館
温
水
プ
ー
ル

■
定
員　
20
人

■
参
加
料　
１
回
５
０
０
円

※
定
期
券
、
回
数
券
を
持
っ
て
い
る
人

は
、
２
０
０
円
で
参
加
で
き
ま
す
。

■
持
参
品　

水
着
、
水
泳
キ
ャ
ッ
プ
、

タ
オ
ル

★
「
体
力
測
定
」

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
で
、
体
力
測

定
を
行
い
ま
す
。　

■
日
時　
10
月
12
日
㈯　
14
時
～
16
時

■
場
所　
体
育
館
２
階
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム

■
定
員　
４
人

■
参
加
料　
３
０
０
円
（
施
設
利
用
料
）

■
持
参
品　
室
内
シ
ュ
ー
ズ
、
飲
み
物
、

タ
オ
ル

■
測
定
種
目　

バ
イ
ク
負
荷
テ
ス
ト
、

握
力
、
座
位
体
前
屈
、
上
体
起
こ
し
、

閉
眼(

開
眼)

片
足
立
ち
、
棒
反
応

㉄ 

市
立
総
合
体
育
館
☎︎
63
・
３
３
３
９

　
参
拝
者
に
は
紅
白
の
ま
ん
じ
ゅ
う
を

進
呈
し
ま
す（
先
着
１
５
０
人
）。
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
終
了
後
に
は
、
景
品
が
当

た
る
抽
選
も
あ
り
ま
す
よ
！

■
日
時　
10
月
20
日
㈰　
11
時
～
15
時

（
雨
天
中
止
）

■
場
所　
山
王
神
社

■
内
容　
藤
間
秀
三
和
社
中 

ほ
か

㉄ 

草
木
迫
☎︎
63
・
４
７
３
５

　
水
俣
第
二
中
学
校
と
地
域
と
の
合
同

文
化
祭
を
開
催
し
ま
す
。

■
期
日　
10
月
26
日
㈯

■
場
所　
水
俣
第
二
中
学
校

■
内
容

○
発
表・展
示

　
▼
体
育
館
、８
時
40
分
～

　
▼
生
徒
の
部
、地
域
の
部
が
あ
り
ま
す
。

○
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー

　
▼
１
階
家
庭
科
被
服
室
、12
時
30
分

　
頃
～

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ https://jh.higo.

ed.jp/m
ina2jh/

㉄ 

水
俣
第
二
中
学
校
☎︎
63・３
６
５
１

　
熊
本
県
南
部
発
達
障
が
い
者
支
援
セ

ン
タ
ー「
わ
る
つ
」の
職
員
を
講
師
に
迎

え
、発
達
障
が
い
に
つ
い
て
お
菓
子
を
食

べ
な
が
ら
み
ん
な
で
学
び
ま
す
。託
児

も
あ
り
ま
す
。

■
日
時　
10
月
31
日
㈭　
10
時
30
分
～

12
時
30
分

■
場
所　
も
や
い
館
３
階
和
室
Ａ

■
定
員　
20
人

■
参
加
料　
１
０
０
円（
飲
み
物
付
き
）

㉄ 

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
県
南
地
域
本
部
☎︎

０
９
６
５・34・４
２
１
１

【
有
料
広
告
】

里
親
に
つ
い
て
考
え
る

「
里
親
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
」

市
立
総
合
体
育
館
で
運
動
し
て

汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
？

● 仁王木新米つかみどり（30㎏限定）
　新規利用登録をしてチャレンジ♪
　※住所が確認できるものを持参し 
　　てください。

● 焼きたての焼きいも
　図書館利用者先着200人

　問い合わせ　
市立図書館 ☎63－8401イベントの内容は変更になる場合があります。

みな　図書まつり
Minamata city Library

20199時～17時
場所 市立図書館周辺10/13㈰

におうぎ
★ 来館利用プレゼント ★ ★ 新規利用プレゼント ★

お楽しみ
くじ引き

  特産品、雑貨、
おやつ など

　まつり当日
５冊以上

　　  本を借
りると

　　  くじが
引ける!

★  9：00-16:00　「古本ぐーるぐる」秋の古本市（無料）
★10:00-15:00　むかし遊び体験（お手玉、コマなど）

熊おじさんバルーンアート 
おもしろゲームコーナー（有料）
スライムを作ろう！（有料）
マンガ家いずなにえ（徳冨薫） イラストLＩＶＥ

★10:00-11:00　長さを競え リボンゲーム（要申し込み）
　　　　　　　　　　①10：00～、②10：20～、③10：40～　
　　　　　　　　　　　  定員 各回５組（１組２～５人）

★10:30-11:00　おはなし会 
★13:30-14:00　お絵かきしりとり大会

定員10組（１組２～５人、要申し込み）

★14:30-15:30　人形劇ファンタジア『三びきの子ぶた』
★お弁当・パンなどの販売もあります。

● 参加賞があるよ♪（小学生以下）
★ じゃんけんスタンプラリー ★

★ オススメ本紹介募集 ★
● 読書の秋の参加賞あり♪（小学生）

みなよむ号も待ってるよ♪

浜
の
例
大
祭

「
え
び
す
祭
り
当
日
祭
」

秋
の
一
日
を
楽
し
も
う
！

山
王
神
社
秋
の
大
祭

水
俣
第
二
中
学
校
・
校
区
合
同
文
化
祭

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

広
報
み
な
ま
た
９
月
号
36
ペ
ー

ジ
で
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

◆
く
ら
し
の
情
報
「
袋
天
満
宮
秋

祭
り 

赤
ち
ゃ
ん
土
俵
入
り
」
の
申

込
締
切
日

誤
＝
10
月
19
日
㈯

正
＝
10
月
11
日
㈯

「
ふ
く
し
カ
フ
ェ
」
発
達
障
が
い
と
は 

発
達
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
接
し
方

米
粉
を
使
っ
た
料
理
に
挑
戦

米
粉DE

簡
単
！ 

ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
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★「
環
境
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」展

　
「
地
球
」、「
自
然
」、「
空
気
」、「
水
」な

ど
を
テ
ー
マ
に
、県
内
の
小
学
生
が
日

頃
か
ら
環
境
に
つ
い
て
考
え
た
り
、感
じ

た
り
し
て
い
る
こ
と
を
表
現
し
た
環
境

絵
画
の
入
賞
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

■
期
間　
10
月
24
日
㈭
～
11
月
24
日
㈰

■
場
所　
県
環
境
セ
ン
タ
ー

※
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本（
熊
本
市
）で
も

12
月
２
日
㈪
～
令
和
２
年
３
月
31
日
㈫

ま
で
展
示
し
ま
す
。

★
Ｕ
Ｖ
ビ
ー
ズ
ス
ト
ラ
ッ
プ
＆
化
石
レ

プ
リ
カ
を
作
ろ
う
！

　
紫
外
線
が
当
た
る
と
色
が
変
わ
る
ビ

ー
ズ
を
使
っ
て
、ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
り
ま

す
。ま
た
、大
昔
の
恐
竜
の
歯
や
爪
、ア

ン
モ
ナ
イ
ト
な
ど
の
化
石
の
レ
プ
リ
カ

を
制
作
し
ま
す
。

■
日
時　
10
月
20
日
㈰　
10
時
～
12
時

■
場
所　
県
環
境
セ
ン
タ
ー

■
定
員　
先
着
30
人
程
度

■
参
加
料　
無
料

■
申
し
込
み
方
法　
住
所
、氏
名
、年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
し
て
、は
が
き
、Ｆ
Ａ

Ｘ
、メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　
10
月
12
日
㈯

㉄ 

〒
８
６
７
ー
０
０
５
５
、
明
神
町

55
番
１
号
、
県
環
境
セ
ン
タ
ー
☎︎
62
・

２
０
０
０
／
FAX 

62・１
２
１
２
／
メ
ー
ル

center@
kum

am
oto-eco.jp

（
原

則
、
月
曜
日
休
館
）

　
受
験
生
に
と
っ
て
、意
外
と
侮
れ
な
い

「
食
」。受
験
生
や
一
人
暮
ら
し
を
す
る

子
ど
も
の
た
め
に
、コ
ツ
を
押
さ
え
て
、

簡
単
な
料
理
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　
10
月
25
日
㈮・26
日
㈯　
10

時
～
13
時
30
分

■
場
所　

◯
10
月
25
日
㈮　
市
公
民
館

◯
10
月
26
日
㈯　
き
ず
な
の
里（
芦
北

　
町
）

■
講
師　
田
町
ま
さ
よ
さ
ん（
自
然
栽

培
料
理
家
）

■
献
立　
お
む
す
び
、味
噌
汁
、み
そ
玉
、

漬
物

■
持
参
品　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、タ
オ

ル
、筆
記
具
、持
ち
帰
り
用
容
器

■
申
し
込
み
方
法　
水
俣・芦
北
地
域

雇
用
創
造
協
議
会
に
備
え
付
け
の
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、Ｆ
Ａ
Ｘ

ま
た
は
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

■
申
込
締
切
日　
10
月
17
日
㈭

㉄ 

水
俣
・
芦
北
地
域
雇
用
創
造
協
議

会
事
務
局
☎︎
82
・
５
５
７
２
／
メ
ー
ル 

m
iyam

oto-h-dc@
pref.kum

am
o

to.lg.jp

■
日
時　
11
月
９
日
㈯　
14
時
～
16
時

■
場
所　
市
公
民
館
２
階
ホ
ー
ル

■
内
容

○
健
康
講
話「
高
齢
者
の
心
不
全
に
つ

　
い
て
」　　

　
講
師　
廣
瀬
豊
樹
さ
ん（
市
立
総
合

　
医
療
セ
ン
タ
ー
副
院
長
）

○
健
康
体
操「
元
気
い
き
い
き
健
康
体
操
」

　
講
師　
蔵
原
健
之
さ
ん（
日
本
赤
十

　
字
社
熊
本
県
支
部
事
業
推
進
課
長
）

■
参
加
料　
無
料

㉄ 

山
田
ク
リ
ニ
ッ
ク・
春
日
井
☎︎
63・

５
１
８
８

★
「
焼
い
も
体
験
」

　
た
き
火
を
た
い
て
焼
い
も
を
作
り
ま

す
。
他
に
も
焼
き
た
い
も
の
が
あ
れ
ば

持
参
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
10
月
27
日
㈰　
９
時
30
分
～

12
時
（
９
時
受
け
付
け
開
始
）

■
場
所　
エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
ふ
る
さ
と

広
場

■
定
員　
先
着
20
人

■
申
込
締
切
日　
10
月
26
日
㈯

■
持
参
品　
軍
手
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

参
加
費　
一
人
２
０
０
円
（
材
料
代
、

保
険
料
込
み
）

■
講
師　
杉
本
崇
さ
ん
（
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｌ
自

然
体
験
活
動
総
括
指
導
者
）

■
申
し
込
み
方
法　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
メ
ー
ル
で
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

★
「
ス
タ
ン
プ
バ
ッ
グ
作
り
」

　

木
の
葉
っ
ぱ
な
ど
を
ス
タ
ン
プ
し
て

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
バ
ッ
グ
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　
11
月
３
日
㈰　
９
時
30
分
～

■
場
所　
エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
バ
ラ
園
内

■
参
加
料　
一
人
３
０
０
円
（
材
料
費
、

保
険
料
込
み
）

■
講
師　
杉
本
崇
さ
ん
（
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｌ
自

然
体
験
活
動
総
括
指
導
者
）

■
申
し
込
み
方
法　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
メ
ー
ル
で
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

※
当
日
参
加
も
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

材
料
が
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

㉄ 

エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
管
理
事
務
所
☎︎

62
・
７
５
０
１
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
共
通
）
／
メ
ー

ル info@
m

inam
ata-kouen.com

　
助
産
師
で
看
護
師
、
整
体
師
の
柴
田

星
子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
お
話
会
を

行
い
ま
す
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
子
ど
も
の
発
達

と
育
て
方
」。
抱
き
方
や
お
座
り
、
食
、

睡
眠
な
ど
「
子
ど
も
の
発
達
が
よ
く
分

か
ら
な
い
」、「
私
の
子
育
て
こ
れ
で
い

い
の
？
」
こ
ん
な
悩
み
を
持
っ
て
い
る

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
が
日
頃
思
っ
て

い
る
子
育
て
の
悩
み
を
解
消
し
ま
せ
ん

か
？ 

未
就
学
児
ま
で
の
子
育
て
中
の
人

が
対
象
で
す
。

■
日
時　
10
月
24
日
㈭　
10
時
30
分
～

12
時

■
場
所　
は
つ
の
・
あ
そ
び
の
森
こ
ど

も
園
純
青
館

■
定
員　
10
人

■
講
師 

柴
田
星
子
さ
ん 

■
申
込
締
切
日　
10
月
17
日
㈭

■
参
加
料　
無
料

※
終
了
後
、ラ
ン
チ
会
に
参
加
す
る
人

は
千
円
が
必
要
で
す
。

㉄ 

は
つ
の
・
あ
そ
び
の
森
こ
ど
も
園
・

濵
田
☎︎
63
・
６
７
２
１

■
日
時　
10
月
12
日
㈯　
17
時
～

■
場
所　
袋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
（
袋
天

満
宮
広
場
）

※
雨
天
時
は
袋
小
中
学
校
体
育
館

■
内
容　
水
俣
さ
く
ら
保
育
園
に
よ
る

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
、
藤
間
秀
三
和
社
中
に

よ
る
日
舞
踊
り
、
大
迫
も
ち
つ
き
踊
り

保
存
会
に
よ
る
餅
つ
き
踊
り
、
琉
球
太

鼓
、
や
う
ち
ブ
ラ
ザ
ー
ズ

㉄ 

鶴
長
☎︎
０
９
０・５
９
２
３・２
３
４
４

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】

エ
コ
パ
ー
ク
水
俣

10
月
・
11
月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
♪

育
児
の
悩
み
を
相
談
し
ま
せ
ん
か
？

「
お
し
え
て
！ 

ほ
し
こ
さ
ん 

ｖ
ｏ
ｌ
２
」

県
環
境
セ
ン
タ
ー

10
月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

受
験
な
ど
控
え
る
子
ど
も
の
た
め
に
「
な

な
う
ら
型
食
と
農
セ
ミ
ナ
ー
」

第
60
回
健
康
教
室

第
15
回
17
区
ふ
れ
あ
い
祭
り
２
０
１
９



4445 広報みなまた 2019 年 10 月号 広報みなまた 2019 年 10 月号

くらしの情報Information

■
日
時　
10
月
27
日
㈰　
９
時
～
12
時

■
場
所　
水
俣
保
健
所

■
内
容

◯
保
護
動
物
の
譲
渡
会

◯
譲
渡
前
講
習
会（
９
時
～
10
時
30
分

　
受
け
付
け
）

◯
犬
猫
譲
渡
の
場

　
※一般
の
人
が
飼
養
す
る
犬
猫
が
対

　
象
で
す
。

　
※
犬
猫
を
譲
り
た
い
人
は
先
着
順
で
、

　
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◯
犬
用
お
も
ち
ゃ
作
成
コ
ー
ナ
ー

◯
水
俣
保
健
所
か
ら
譲
渡
し
た
犬
猫
の

　
そ
の
後
の
様
子
な
ど
の
展
示

◯
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

㉄ 

水
俣
保
健
所
☎︎
63
・
４
１
０
４

　
小
学
生
以
上
を
対
象
と
し
た
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
教
室
・
体
験
会
を
開
き
ま
す
。
や

わ
ら
か
い
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
を
使
い
ま
す
。

ぜ
ひ
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　
10
月
26
日
㈯　
13
時
30
分
～

■
場
所　
浜
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
雨
天
時
は
、
市
立
総
合
体
育
館
３
階

小
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
し
ま
す
。

■
対
象
者　
小
学
生
以
上

■
服
装　
運
動
の
で
き
る
服
装

■
持
参
品　
水
筒
、タ
オ
ル
、グ
ロ
ー
ブ

（
な
く
て
も
可
）、
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
（
雨

天
時
）

■
申
し
込
み
方
法　
氏
名
、
学
年
、
連

絡
先
を
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
ま
で
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

㉄ 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
・
津
々
木
☎︎

０
９
０・８
６
６
６・１
８
７
７

　
「
が
ん
サ
ロ
ン
（
未
来
へ
）
定
例
会
」

を
開
き
ま
す
。
が
ん
患
者
と
患
者
家
族

が
対
象
で
す
。
支
援
を
し
た
い
人
も
ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
10
月
18
日
㈮　
14
時
～
（
２

時
間
程
度
）

■
場
所　
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
西

館
６
階

■
内
容　

◯
講
演
会
「
冬
場
に
流
行
る
感
染
症
に

　
つ
い
て
」

　
講
師　
村
嶋
和
也
さ
ん
（
感
染
管
理

　
認
定
看
護
師
）

◯
交
流
会
（
意
見
交
換
会
）

■
参
加
料　
無
料

㉄ 

市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
地
域
医

療
支
援
室
☎︎
63
・
８
８
３
３

　
令
和
元
年
度
後
期
健
康
づ
く
り
シ
ル

バ
ー
コ
ー
ラ
ス
の
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し

ま
す
。
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
？ 

参
加
希
望
の
人
は
、

直
接
会
場
に
行
く
か
、
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

■
日
時　
10
月
～
３
月
の
第
２
・
第
４

㈬　
10
時
～
11
時
30
分

※
第
１
回
目
は
10
月
９
日
㈬
で
す
。

■
場
所　
も
や
い
館
３
階
音
楽
室

■
対
象
者　
60
歳
以
上
の
人

■
参
加
料　
１
カ
月
５
０
０
円
（
楽
譜

代
、
講
師
料
）

㉄ 

も
や
い
館
☎︎
62
・
３
１
２
０

　
昨
年
初
の
水
俣
で
公
演
し
た
劇
団
・

楽
市
楽
座
が
今
年
も
水
俣
に
や
っ
て
き

ま
す
。
今
年
は
家
族
が一
人
増
え
て
団

員
は
４
人
。
水
に
浮
い
た
く
る
く
る
回

る
舞
台
で
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
の
お
芝

居
を
繰
り
広
げ
ま
す
。
日
替
わ
り
で
地

元
ゲ
ス
ト
も
登
場
し
ま
す
。
ぜ
ひ
見
に

来
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
10
月
26
日
㈯
～
28
日
㈪　
19

時
～
（
18
時
30
分
開
場
）

■
場
所　
エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
ふ
る
さ
と

広
場

■
入
場
料　
無
料

※
皆
さ
ん
の
投
げ
銭
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

㉄ 

高
平
☎︎
０
８
０・１
７
９
０・６
９
６
１

　
自
死
遺
族
当
事
者
の
視
点
を
持
っ
て

活
躍
し
て
い
る
弁
護
士
の
佃
祐
世
さ
ん

を
招
い
て
交
流
会
を
開
き
ま
す
。
参
加

者
の
安
心
安
全
は
守
ら
れ
ま
す
。
申
し

込
み
は
不
要
で
す
。

■
日
時　
10
月
26
日
㈯　
10
時
～
12
時

※
９
時
30
分
受
け
付
け
開
始

■
場
所　
山
崎
記
念
館
（
熊
本
大
学
病

院
内
）

■
対
象
者　
自
死
遺
族
の
み

■
内
容　

◯
遺
族
の
語
り　
「
夫
を
亡
く
し
て
」

　
講
師　
佃
祐
世
さ
ん

◯
交
流
会
（
情
報
交
換
等
）

㉄ 

熊
本
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎︎
０
９
６・３
８
６・１
２
５
５

　
今
年
の
コ
ス
モ
ス
祭
り
は
規
模
を
縮

小
し
て
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　
10
月
14
日
㈪　
10
時
～
15
時

（
雨
天
中
止
）

■
場
所　
中
尾
山
コ
ス
モ
ス
園　

※
入
口
で
協
賛
金
１
０
０
円
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

■
内
容　
バ
ン
ド
演
奏
、ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
、

フ
ラ
ダ
ン
ス 

な
ど

★
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

　
詳
し
く
は
、募
集
要
項
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

○
金
賞　
１
万
円

○
銀
賞　
５
千
円

○
銅
賞　
３
千
円　
他

■
募
集
要
項
配
布
場
所　
エ
ム
ズ
シ
テ

ィ
写
真
ラ
ン
ド
、市
都
市
計
画
課

※
当
日
会
場
で
も
配
布
し
ま
す
。

㉄ 

中
尾
山
コ
ス
モ
ス
会・小
形
☎︎
０
９
０

・２
５
８
５・０
１
８
３
／
写
真
コ
ン
テ
ン
ス

ト・渕
上
☎︎
０
９
０・７
４
６
８・４
８
６
９

　
「
敷
居
は
低
い
が
質
の
高
い
エ
ン
タ
ー

テ
イ
メ
ン
ト
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、東
京
都

世
田
谷
区
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る
劇

団・丸
福
ボ
ン
バ
ー
ズ
の
水
俣
公
演
を

開
催
し
ま
す
。

　
と
あ
る
総
合
病
院
を
舞
台
に
、さ
ま

ざ
ま
な
人
の
人
生
が
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式

で
描
か
れ
て
い
く
物
語
で
す
。ぜ
ひ
皆

さ
ん
会
場
に
来
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

◯
11
月
30
日
㈯　
19
時
～

◯
12
月
１
日
㈰　
13
時
～

■
場
所　
市
文
化
会
館

※
来
場
時
は
、
乗
り
合
わ
せ
や
公
共
交

通
機
関
を
利
用
す
る
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
チ
ケ
ッ
ト
（
全
席
指
定
）

◯
Ｓ
席　
２
５
０
０
円

◯
Ａ
席　
２
０
０
０
円

■
プ
レ
イ
ガ
イ
ド　
水
俣
駅
窓
口
、
水

光
社
本
店
１
階
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
、

ブ
ッ
ク
シ
テ
ィ一心
堂

㉄ 

津
奈
木
☎︎
０
９
０・５
２
８
８・３
８
２
５

水
俣
・
芦
北
地
域
動
物
愛
護
祭

63-4551

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】

小
学
生
以
上
の
人

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
？

第
77
回
「
が
ん
サ
ロ
ン
（
未
来
へ
）

定
例
会
」

野
外
劇
団
・
楽
市
楽
座 

水
俣
公
演

「
か
も
し
れ
な
い
物
語
」

自
死
遺
族
の
交
流
会
を
開
き
ま
す

コ
ス
モ
ス
と
展
望
台
か
ら
の
眺
め

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

シ
ル
バ
ー
コ
ー
ラ
ス
で
歌
っ
て
み

ま
せ
ん
か
？

市
制
施
行
70
周
年
記
念

丸
福
ボ
ン
バ
ー
ズ
水
俣
公
演



4647 広報みなまた 2019 年 10 月号 広報みなまた 2019 年 10 月号

くらしの情報Information

■
日
時　
11
月
２
日
㈯　
11
時
～
13
時

（
雨
天
決
行
）

■
場
所　
ビ
ハ
ー
ラ
ま
ど
か

■
内
容　

○
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

　
舞
鶴
太
鼓
、
ひ
ょっ
と
こ
踊
り 

な
ど

○
露
店
コ
ー
ナ
ー

　

豚
汁
、
お
こ
わ
、
カ
レ
ー
、
唐
揚
げ
、

　
た
こ
焼
き
、
ぜ
ん
ざ
い 

な
ど

○
お
楽
し
み
抽
選
会

㉄ 

ビ
ハ
ー
ラ
ま
ど
か
事
務
課
☎︎
67
・
１

１
９
０

★
も
ち
麦
雑
穀
講
座

 

も
ち
麦
に
つ
い
て
学
ぶ
講
座
で
す
。ア

レ
ン
ジ
レ
シ
ピ
も
紹
介
し
ま
す
。

■
日
時　
10
月
12
日
㈯　
14
時
30
分
～

16
時

■
参
加
料　
５
０
０
円

■
講
師　
諸
橋
賢一さ
ん（
水
俣
食
べ
る

通
信
編
集
長
）

★
リ
フ
レ
ク
ソ
ロ
ジ
ー

　
セ
ル
フ
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
健
康
に
な
り
ま

せ
ん
か
。

■
日
時　
10
月
16
日
㈬　
13
時
30
分
～

15
時

■
参
加
料　
無
料

■
講
師　
小
西
珠
美
さ
ん（
リ
フ
レ
ク
ソ

ロ
ジ
ス
ト
）

★
共
通
事
項

■
場
所　
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

㉄ 

市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
☎︎
84・９
９
０
９

　
「
最
期
の
時
も
親
族
の
協
力
が
見
込

め
な
い
」、「
最
後
に
家
庭
裁
判
所
に
何

を
提
出
す
れ
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
」

な
ど
の
悩
み
を
抱
え
た
人
や
将
来
が
不

安
な
人
を
対
象
に
、成
年
後
見
制
度
に

関
す
る
講
座・相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
、講
座
終
了
後
に
は
、個

別
相
談
会
も
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　
10
月
19
日
㈯

◯
講
座「
本
人
死
亡
後
に
お
け
る
事
務

　
遂
行
と
注
意
点
、悩
ま
し
い
事
例
の

　
検
討
」　
13
時
～
15
時

◯
個
別
無
料
相
談
会　
15
時
15
分
～
16
時

■
場
所　
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ

ア
会
議
室
７・８

■
定
員　
先
着
50
人（
事
前
申
し
込
み

が
必
要
で
す
）

㉄ （
公
社
）成
年
後
見
セ
ン
タ
ー・リ
ー
ガ

ル
サ
ポ
ー
ト
熊
本
支
部
☎︎
０
９
６・３
６
４

・２
８
８
９

■
試
験
日　
11
月
17
日
㈰

■
場
所　
水
俣
商
工
会
議
所

■
受
験
料

○
１
級　
７
８
５
０
円

○
２
級　
４
７
２
０
円

○
３
級　
２
８
５
０
円

■
申
込
受
付
期
間　
10
月
１
日
㈫
～
25

日
㈮（
土・日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

■
申
し
込
み
方
法　
受
験
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、身
分
証
明
書
、受
験

料
と
と
も
に
水
俣
商
工
会
議
所
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
身
分
証
明
書
は
顔
写
真
、氏
名
、生
年

月
日
が
確
認
で
き
る
も
の
。

■
受
験
申
込
書　
水
俣
商
工
会
議
所
に

配
置
し
て
い
ま
す
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://w

w
w

.
m

inam
ata-cci.or.jp

㉄ 

水
俣
商
工
会
議
所
☎︎
63・２
１
２
８

水
俣
市
社
会
福
祉
事
業
団
職
員

採
用
試
験

70120-50-9431①各種お手続きに関する窓口

70120-80-9431②共済金のご請求に関する窓口

≪たすけあい≫女性コースは日常よくある
小さなケガの通院も1日目から保障します。

お問い合わせは 共済コールセンター

共済ニュース

Ｋ-74275-1907

受付時間 9:00～18:00（月～土）※祝日含

※CO･OP共済の詳しい保障内容は、加入申込書付パンフレットをご覧ください。
※CO･OP共済に加入するには、生協くまもとの組合員になることが必要です。加入時に出資金として1000円をお預かり致します。
契約引受団体／日本コープ共済生活協同組合連合会

病気やケガ入院を１日目から保障！女性がかかりやすい病気による
入院は手厚く保障します。掛金は月々2,000円からとお手頃です。
※女性がかかりやすい病気（女性特定病気）は子宮筋腫、帝王切開等を
　含む病気です。

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】

■
日
時　
11
月
17
日
㈰　
９
時
～

■
場
所　
水
俣
市
社
会
福
祉
事
業
団
会

議
室(

水
俣
産
業
団
地
わ
く
ワ
ー
ク
み

な
ま
た
内)　
　

■
職
種　
薬
剤
師

■
募
集
人
数　
１
人
程
度

■
採
用
時
配
置
先　
水
俣
市
立
明
水
園

薬
局

■
受
験
資
格　
昭
和
55
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
人
で
、薬
剤
師
免
許
を

有
す
る
人
ま
た
は
令
和
元
年
度
実
施
の

国
家
試
験
で
取
得
す
る
見
込
み
の
人

■
試
験
ま
で
の
流
れ　
申
込
書
請
求
→

申
込
手
続
→
受
験
票
交
付
→
採
用
試
験

受
験

◆
申
込
書
請
求
に
つ
い
て

◯
直
接
来
所　
水
俣
市
社
会
福
祉
事
業

　

団
事
務
局(

水
俣
産
業
団
地
わ
く
ワ

　
ー
ク
み
な
ま
た
内)

に
備
え
付
け

◯
郵
便
請
求　
申
込
書
返
送
の
た
め
の

　
返
信
用
封
筒（
宛
先
明
記
、１
２
０
円

　

切
手
貼
付
、Ａ
４
サ
イ
ズ
が
入
る
も

　
の
）を
同
封
し
、封
筒
の
表
に「
職
員

　
採
用
試
験
申
込
書
請
求
」と
朱
書
き

　
し
て
、請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

※
試
験
案
内
、受
験
申
込
書
、受
験
票
、

面
接
カ
ー
ド
は
、事
業
団
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
申
込
み
手
続
き
に
つ
い
て

■
提
出
書
類　
受
験
申
込
書
、受
験
票
、

面
接
カ
ー
ド

①
直
接
来
所　
水
俣
市
社
会
福
祉
事
業

　

団
事
務
局(

水
俣
産
業
団
地
わ
く
ワ

　
ー
ク
み
な
ま
た
内)

に
提
出

②
郵
送
申
込　
受
験
票
返
送
の
た
め
の

　
返
信
用
封
筒（
宛
先
明
記
、84
円
切
手

　
貼
付
）を
同
封
し
、封
筒
の
表
に「
職

　
員
採
用
試
験
申
込
」と
朱
書
き
し
て

　
送
付

■
申
込
受
付
期
間　

10
月
１
日
㈫
～

11
月
１
日
㈮
の
８
時
30
分
～
17
時
15
分

（
郵
送
は
最
終
日
消
印
有
効
）

※
土・日
曜
日
、祝
日
を
除
く

◆
受
験
票
交
付
に
つ
い
て

①
直
接
来
所
申
込
し
た
場
合　
申
込
受

　
付
後
、す
ぐ
に
受
験
票
を
渡
し
ま
す
。

②
郵
送
申
込
し
た
場
合　
11
月
11
日
㈪

　
ま
で
に
受
験
票
が
届
か
な
い
と
き
は

　
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

㉄ 

〒
８
６
７
ー
０
０
６
８　

水
俣
市

浜
松
町
５
ー
95
、水
俣
市
社
会
福
祉

事
業
団
事
務
局（
水
俣
産
業
団
地
わ
く

ワ
ー
ク
み
な
ま
た
内
）☎︎
62・５
７
１
７

／
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://w

w
w

.
m

inam
ata-sj.or.jp/

★
高
等
工
科
学
校
生
徒（
推
薦・男
性
の
み
）

■
受
験
資
格　
17
歳
未
満
の
男
性

■
受
け
付
け
期
間　
11
月
１
日
㈮
～
11

月
29
日
㈮

■
試
験
日　
令
和
２
年
１
月
５
日
㈰・６

日
㈪
の
指
定
す
る
日

■
場
所　
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

★
高
等
工
科
学
校
生
徒（
一般・男
性
の

み
）

■
受
験
資
格　
17
歳
未
満
の
男
性

■
受
付
期
間　
11
月
１
日
金
～
１
月
６

日
㈪

■
試
験
日　
令
和
２
年
１
月
18
日
㈯

■
場
所　
熊
本
地
方
合
同
庁
舎
Ａ
棟

★
自
衛
官
候
補
生（
追
加
募
集
）

■
受
験
資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満

※
試
験
日・試
験
場
所
は
受
付
時
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

※
定
員
に
な
り
次
第
、受
付
を
終
了
し

ま
す
。

㉄ 

自
衛
隊
水
俣
地
域
事
務
所
☎︎
63・

５
８
６
３

試
験

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

第
１
５
３
回
日
商
簿
記
検
定
試
験

市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

10
月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

親
族
後
見
人
向
け

活
動
支
援
講
座
＆
個
別
相
談
会

第
７
回
地
域
交
流
「
ビ
ハ
ー
ラ
ま

ど
か
」
秋
祭
り
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肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
で
は
、通
勤・通

学
定
期
券
を
新
た
に
購
入
す
る
方
を
対

象
に
定
期
利
用
モ
ニ
タ
ー
の
募
集
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
モ
ニ
タ
ー
に
選
ば
れ
た
人
は
、定
期
券

の
有
効
期
間
終
了
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
へ

の
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
参
加
資
格　
次
の
全
て
を
満
た
す
人

◯
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
の
通
勤・通
学

　
定
期
券
を
新
規
に
購
入
し
、鉄
道
を

　
利
用
し
て
通
勤
、通
学
す
る
人

　
※
遡
っ
て
３
か
月
以
内
に
有
効
な
定

　
期
券
を
保
有
し
て
い
た
人
は
対
象
外

　
で
す
。

◯
県
内
在
住
ま
た
は
県
内
の
企
業
、学

　
校
な
ど
に
通
う
人

■
募
集
期
間　
～
令
和
２
年
１
月
31
日

㈮（
定
員
に
達
し
た
時
点
で
、募
集
を
終

了
し
ま
す
）

■
応
募
方
法　
お
れ
ん
じ
鉄
道
の
駅
窓

口
で
定
期
券
購
入
時
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

■
対
象
の
定
期
券　
１
カ
月
ま
た
は
３

か
月
の
通
勤・通
学
定
期
券

※
有
効
期
間
の
終
期
が
令
和
２
年
２
月

29
日
ま
で
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

■
助
成
額　
定
期
代
の
半
額（
１
０
０

円
未
満
切
捨
て
）ま
た
は
３
万
円
の
い
ず

れ
か
低
い
額

㉄ 

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
株
式
会
社
営
業

部
営
業
課
☎︎
０
９
９
６・63・６
８
６
０

　
多
重
債
務
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
人
の

た
め
の
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

消
費
生
活
相
談
員
、弁
護
士
、司
法
書
士

な
ど
の
専
門
家
に
相
談
す
る
こ
と
が
問

題
解
決
へ
の
近
道
で
す
。秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
の
で
、安
心
し
て
く
だ
さ
い
。相
談

は
無
料
で
す
が
、事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

■
日
時　
10
月
27
日
㈰　
13
時
～
16
時

40
分

■
場
所　
八
代
市
役
所
仮
庁
舎
東
棟
内

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
会
議
室

㉄ 

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
☎︎
０
９
６・３

８
３・０
９
９
９

　

遺
産
相
続
、多
重
債
務
、成
年
後
見

（
★
）、扶
養
関
係
な
ど
、法
律
に
関
す

る
相
談
に
弁
護
士
が
応
じ
ま
す
。相
談

は
無
料
で
す
が
、事
前
に
申
込
み
が
必

要
で
す
。

★
成
年
後
見
と
は
、判
断
能
力
が
不
十

分
な
人
の
法
律
行
為
を
手
助
け
す
る
制

度
で
す
。

■
日
時　
10
月
30
日
㈬　
14
時
～
16
時

■
場
所　
水
俣
市
社
会
福
祉
協
議
会(

も
や
い
館
１
階)

相
談
室

■
申
込
締
切
日　
10
月
23
日
㈬

㉄ 

水
俣
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
も

や
い
☎︎
62・３
０
３
０
／
FAX 

63・３
５
７
０

／
メ
ー
ルhoukatsu@

m
inam

ata-
shakyo.jp

　

10
月
７
日
㈪
か
ら
13
日
㈰
ま
で
は
、

行
政
相
談
週
間
で
す
。
市
で
も
特
設
合

同
行
政
相
談
を
開
設
し
ま
す
。

　
行
政
に
対
す
る
意
見
や
要
望
、
心
配

事
、
人
権
相
談
な
ど
に
行
政
相
談
員
や

民
生
委
員
、
人
権
擁
護
委
員
、
司
法
書

士
な
ど
の
専
門
家
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

■
日
時　
10
月
18
日
㈮　
９
時
30
分
～

12
時
30
分

■
場
所　
も
や
い
館
３
階
会
議
室

■
相
談
員　
行
政
相
談
委
員
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
、
人
権
擁
護
委
員
、
司

法
書
士

㉄ 

市
民
課
☎︎
61・１
６
５
６

　

高
齢
者（
お
お
む
ね
60
歳
以
上
）の

人
々
が
働
け
る
職
場
の
開
拓
と
職
業
相

談・紹
介
を
行
い
ま
す
。

　
「
生
き
が
い
を
高
め
る
」、「
社
会
貢
献

に
役
立
て
た
い
」な
ど
、長
年
培
っ
た
あ

な
た
の
豊
富
な
経
験
を
生
か
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

■
相
談
受
付
日
時　
毎
週
㈪・㈬・㈮　

10
時
～
16
時

■
相
談
場
所　
芦
北
地
域
振
興
局
福
祉

課
内

㉄ 

県
高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所
芦
北

相
談
所
☎︎
82・５
３
１
０

　
介
護
に
関
す
る
基
礎
知
識
や
基
本
的

な
介
護
の
方
法
な
ど
の
研
修
の
他
、
希

望
に
応
じ
た
就
労
支
援
を
行
い
ま
す
。

★
介
護
に
つ
い
て
の
研
修

■
期
間　
11
月
５
日
㈫
～
13
日
㈬
の
間

の
う
ち
の
５
日
間　
９
時
50
分
～
16
時

30
分（
11
月
５
日
㈫
は
、９
時
35
分
開
始
）

■
場
所　

◯
11
月
５
日
㈫
、
７
日
㈭　
市
公
民
館

◯
11
月
６
日
㈬　
市
立
総
合
体
育
館

◯
11
月
12
日
㈫
、
13
日
㈬　
も
や
い
館

■
対
象
者

◯
介
護
の
仕
事
未
経
験
・
未
就
労
の
人

◯
地
域
社
会
で
生
き
が
い
を
見
つ
け
た

　
い
人

◯
こ
れ
か
ら
家
族
の
介
護
を
迎
え
る
人

■
定
員　
先
着
20
人

■
申
込
締
切
日　
10
月
25
日
㈮

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
申
し
込

み
期
間
を
延
長
し
ま
す
。

★
就
労
支
援

◯
介
護
現
場
の
現
状
や
介
護
ア
シ
ス
タ

　
ン
ト
の
事
例
紹
介

◯
修
了
証
の
交
付

◯
希
望
に
応
じ
た
就
労
相
談
や
マ
ッ
チ

　
ン
グ
支
援

㉄ 

県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

☎︎
０
９
６・３
１
２・３
３
１
０

■
日
時　
10
月
19
日
㈯　
18
時
～
23
時
頃

■
行
程　

久
木
野
愛
林
館
→
本
村
橋

（
宝
川
内
）
→
旧
深
川
駅
→
も
や
い
館

ま
で
の
14
㎞

■
集
合
場
所

①
み
な
く
る
バ
ス
停
「
市
役
所
前
」（
別

　
途
、
バ
ス
運
賃
が
必
要
で
す
）　
16
時

　
50
分

②
久
木
野
愛
林
館　
17
時
30
分

■
対
象　
小
学
３
年
生
以
上
で
長
時
間

の
歩
行
に
耐
え
ら
れ
る
人

■
参
加
料　
５
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）

■
申
し
込
み
方
法　
住
所
、
氏
名
、
生

年
月
日
、
電
話
番
号
、
希
望
す
る
集
合

場
所
を
明
記
し
て
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
（
未
成
年
者
は
保

護
者
の
同
意
と
印
鑑
が
必
要
）

■
申
込
締
切
日　
10
月
16
日
㈫
必
着

■
申
し
込
み　
〒
８
６
７
ー
０
０
１
１
、

陣
内
２
丁
目
15
番
10
号
、
柿
本
方
・
FAX 

63・６
９
０
４（
市
野
外
活
動
協
会
事
務
局
）

㉄ 

市
野
外
活
動
協
会
・
田
畑
☎︎
０
９
０
・

８
３
９
７・３
２
１
５

　
九
州
の
米
生
産
者
に
お
い
て
良
食
味

を
追
及
す
る
こ
と
に
よ
り
、
九
州
産
米

の
市
場
に
お
け
る
価
値
を
高
め
、
米
の

消
費
拡
大
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、

菊
池
米
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
が
「
第

３
回
九
州
の
お
米
食
味
コ
ン
ク
ー
ル
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
米
生
産
者
の
皆
さ
ん
の
出
品
を
募
集

し
ま
す
の
で
、
出
品
を
し
た
い
人
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
11
月
23
日
㈯　
10
時
30
分
～

■
場
所　
菊
池
市
泗
水
公
民
館（
菊
池
市
）

■
対
象
者　
九
州
管
内
の
米
生
産
農
家

■
出
品
期
間　
10
月
１
日
㈫
～
11
月
６

日
㈬

■
出
品
料　
千
円
（
１
検
体
当
た
り
）

㉄ 

市
農
林
水
産
課
☎︎
61
・
１
６
３
４

【
有
料
広
告
】

お
米
食
味
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品
し

ま
せ
ん
か
？

相
談

高
齢
者
の
た
め
の
無
料
職
業
紹
介

「
特
設
合
同
行
政
相
談
」を
行
い

ま
す

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
定
期
利
用
モ

ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

お
金
の
悩
み
無
料
相
談
会

高
齢
者
無
料
法
律
相
談
会

募
集

夜
空
の
下
を
語
ら
い
歩
く

ナ
イ
ト
ウ
オ
ー
ク
参
加
者
募
集

介
護
に
関
す
る
入
門
的
研
修
の

受
講
者
を
募
集
し
ま
す
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くらしの情報Information

　
が
ん
は
日
本
に
お
け
る
死
因
の
第
１

位
で
あ
り
、年
間
約
37
万
人
が
、が
ん
で

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。水
俣
市
で
も
、死

因
の
第
１
位
は
が
ん
で
、全
死
亡
者
の

25
％
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、10
月
18
日
㈮
か
ら
始
ま
る

複
合
健
診
で
、各
種
が
ん
検
診（
肺・胃・

大
腸・乳・子
宮
）を
実
施
し
ま
す
。ぜ
ひ

年
に一度
は
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

申
し
込
み
は
、市
い
き
い
き
健
康
課
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

㉄ 

市
い
き
い
き
健
康
課
☎︎
63・３
２
０
２

　
薬
は
病
気
や
け
が
を
治
す
の
に
役
立

ち
ま
す
が
、用
法
、用
量
な
ど
を
守
り

正
し
く
使
用
し
な
け
れ
ば
、副
作
用
に

よ
り
健
康
を
損
な
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、複
数
の
病
院
か
ら
薬
を
も
ら
っ
て

い
る
場
合
や
、一般
の
薬
や
健
康
食
品
な

ど
と一緒
に
使
用
し
て
い
る
場
合
は
、飲

み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
は
副
作
用
が
出
や

す
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

普
段
か
ら
か
か
り
つ
け
薬
剤
師・薬

局
を
積
極
的
に
活
用
し
て
、薬
の
こ
と

で
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
相
談
し
、適
切

に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

㉄ 

い
き
い
き
健
康
課（
保
健
セ
ン
タ
ー

内
）☎︎
62・３
０
２
８

　

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
で
は
、沿
線
地

域
の
保
育
所
、幼
稚
園
、学
校
、子
供
会
、

自
治
会
な
ど
８
人
以
上
の
団
体
で
の
利

用
し
た
場
合
、利
用
運
賃
の一部
を
助
成

す
る
制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
助
成
対
象
の
活
動　
社
会
見
学（
遠

足
な
ど
も
含
む
）や
、文
化・ス
ポ
ー
ツ

交
流
な
ど
で
の
利
用

■
助
成
内
容　
利
用
運
賃
の
半
額（
予

算
に
達
し
た
時
点
で
終
了
）

※
１
団
体
２
万
円
を
限
度
額
と
し
、各

団
体
１
年
度
に
１
回
限
り
と
な
り
ま
す
。

■
募
集
期
間　
～
令
和
２
年
２
月
28
日
㈮

■
運
賃
助
成
の
利
用
手
続
き

①
団
体
乗
車
を
申
し
込
む
際
に「
肥
薩

　
お
れ
ん
じ
鉄
道
運
賃
助
成
申
請
書
」

　
を
お
れ
ん
じ
鉄
道
有
人
駅
窓
口
に
提
出
。

②
駅
窓
口
で
半
額
助
成
後
の
金
額
で
精
算
。

③
乗
車
後「
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
運
賃

　
助
成
実
績
報
告
書
」に
領
収
書
の
写

　
し
を
添
付
し
て
、肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄

　
道
有
人
駅
窓
口
ま
た
は
肥
薩
お
れ
ん

　
じ
鉄
道
営
業
部
に
提
出
。（
郵
送
可
）

㉄ 

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
株
式
会
社
営
業

部
営
業
課
☎︎
０
９
９
６・63・６
８
６
０

■
対
象
者

◯
障
が
い
者
な
ど
で
外
で
の
仕
事
が
で

　
き
な
い
人

◯
母
子
家
庭
な
ど
で
外
で
の
仕
事
が
で

　
き
な
い
人

■
内
容

◯
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
し
て

　
の
就
業

◯
テ
レ
ワ
ー
ク
体
制
で
の
就
業（
宛
名

　
書
き
、デ
ザ
イ
ン
作
成
、デ
ー
タ
入
力
、

　
封
入
作
業
、テ
ー
プ
起
こ
し
、サ
ン
プ

　
ル
作
成 

な
ど
）

※
就
業
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
訓

練
も
行
い
ま
す
。詳
し
く
は
、問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

㉄ 

（
特
非
）在
宅
就
労
支
援
事
業
団
☎︎

０
９
６・２
１
３・０
７
０
１

　

薬
は
正
し
く
使
っ
て
い
て
も
、
副

作
用
の
起
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

万
一、
入
院
治
療
が
必
要
に
な
る
ほ
ど

の
健
康
被
害
が
起
き
た
場
合
に
、
医
療

費
や
年
金
な
ど
の
給
付
を
お
こ
な
う
公

的
な
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
救
済
制
度
相
談
窓
口

☎︎
０
１
２
０・１
４
９・９
３
１

※
月
曜
～
金
曜
９
時
～
17
時
（
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
）

㉄ 

（
独
法
）
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機

構
☎︎
０
１
２
０・１
４
９・９
３
１

　
選
手
の
安
全
確
保
の
た
め
、大
会
当

日
、コ
ー
ス
に
設
定
し
て
い
る
鹿
児
島

県
道・出
水
市
道
の
他
、南
九
州
自
動
車

道
で
も
交
通
規
制（
全
面
通
行
止
め
）を

行
い
ま
す
。

■
規
制
日　
10
月
20
日
㈰　
７
時
～
17
時

■
規
制
区
間　
南
九
州
西
回
り
自
動
車

道・出
水
Ｉ
Ｃ
～
阿
久
根
Ｉ
Ｃ
間

㉄ 

出
水
ツ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行
委
員

会
事
務
局（
出
水
市
産
業
振
興
総
務
課

内
）☎︎
63・４
７
７
７

　

23
区
自
治
会（
鶴
田
博
士
会
長
）が
、

第
23
区
中
央
公
民
館
の
エ
ア
コ
ン
、音

響
機
器
、物
置
、掲
示
板
な
ど
の
備
品・

設
備
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、宝
く
じ
社
会
貢
献
広
報
事

業
費
を
財
源
と
し
た
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
助
成

事
業
に
よ
り
実
施

さ
れ
た
も
の
で
す
。

㉄ 

市
企
画
課
☎︎
61・

１
６
０
７

　
中
小
企
業
退
職
金
共
済
（
中
退
共
）

制
度
は
、
中
小
企
業
の
事
業
主
が
、
従

業
員
の
退
職
金
を
計
画
的
に
準
備
で
き

る
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。

★
制
度
の
し
く
み

　
事
業
主
が
中
退
共
本
部
と
退
職
金
共

済
契
約
を
結
び
、毎
月
の
掛
金
は
事
業

主
が
指
定
し
た
預
金
口
座
か
ら
振
り
替

え
ま
す
。従
業
員
が
退
職
し
た
と
き
は
、

そ
の
従
業
員
の
請
求
に
基
づ
き
、中
退

共
本
部
か
ら
退
職
者
へ
直
接
退
職
金
が

支
払
わ
れ
ま
す
。

★
制
度
の
メ
リ
ッ
ト

◯
掛
金
の一部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。（一

　
部
対
象
外
あ
り
）

◯
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
す
。

◯
掛
金
は
５
千
円
か
ら
３
万
円
の
範
囲

　
で
16
種
類
か
ら
従
業
員
ご
と
に
選
択

　
で
き
ま
す
。

◯
手
数
料
不
要
で
す
。

◯
家
族
従
業
員
や
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
も

　
加
入
で
き
ま
す
。

◯
外
部
積
立
で
管
理
が
簡
単
で
す
。

◯
従
業
員
ご
と
の
納
付
状
況
や
退
職
金

　
試
算
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◯
他
の
退
職
金・企
業
年
金
制
度
等
と

　
の
資
産
移
換
も
可
能
で
す
。

◯
福
利
厚
生
に
利
用
で
き
る
提
携
割
引

　
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認

で
き
ま
す
。

㉄ 

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎︎
03・６
９
０
７・１
２
３
４

　
お
知
ら
せ
記
事
掲
載
依
頼
は
、
市
役

所
仮
庁
舎
２
階
市
長
公
室
広
報
公
聴
係

の
受
付
簿
に
記
入
し
、
原
稿
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
遠
方
な
ど
で
、
受
け
付
け
が
困
難
な

人
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
締
切
日
を

過
ぎ
る
と
掲
載
の
約
束
が
で
き
ま
せ
ん
。

原
稿
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
が
あ
る
場
合
は

メ
ー
ル
で
送
る
か
、
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

　
内
容
や
紙
面
の
都
合
で
、
掲
載
で
き

な
い
場
合
や
、
記
事
を
割
愛
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

㉄ 

市
長
公
室（
広
報
担
当
）☎︎
61
・

１
６
５
５
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　
62・０
６
１
１
／

メ
ー
ル kouhoum

inam
ata1@

gm
ail.com

／kouhoum
inam

ata
2@

gm
ail.com

10
月
は
が
ん
検
診
受
診
率
50
％
達
成
に

向
け
た
集
中
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
で
す

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
を
８
人
以
上
で
利
用

す
る
団
体
に
運
賃
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

10
月
17
日
か
ら
の
１
週
間
は
、「
薬

と
健
康
の
週
間
」
で
す

伝
言
板

知
っ
て
い
ま
す
か
？
「
医
薬
品
副

作
用
被
害
救
済
制
度
」

自
宅
で
仕
事
が
し
た
い
人
を
支
援

し
ま
す

出
水
ツ
ル
ｋ
ｏ
ｉ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の

開
催
に
伴
い
交
通
規
制
を
行
い
ま
す

▲第 23 区中央公民館に整備されたエアコン。宝くじのコミ
ュニティー助成事業は、地域社会の健全な発展と住民福祉
の向上のため地域のコミュニティ活動を支援しています。

宝
く
じ
助
成
事
業
で
23
区
自
治
会
中

央
公
民
館
の
設
備
を
整
備
し
ま
し
た

事
業
主
の
皆
さ
ん「
中
小
企
業
退
職

金
共
済
制
度
」を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

広
報
み
な
ま
た
12
月
号

原
稿
締
切
日
は
11
月
１
日
㈮
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◆
児
童
養
護
施
設 

湯
出
光
明
童
園
へ

田
中
政
勝（
湯
出
）、木
下
幸一（
熊
本
市
）、

小
川
啓
造（
あ
さ
ぎ
り
町
）、後
藤
球
子

（
阿
蘇
村
）、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

長
寿
村
、肉
の
の
う
や
ま
、前
川
家
具
店
、

宮
本
ガ
ス
商
会
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
熊
本
県

海
難
救
助
隊
水
俣
地
区
隊
、熊
本
県
立

劇
場
、（一社
）生
命
保
険
協
会
熊
本
県
協
会

◆
児
童
養
護
施
設 

光
明
童
園
へ

大
澤
菜
穂
子（
水
俣
市
）、デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
長
寿
村
、（一社
）生
命
保
険

協
会
熊
本
県
協
会
、ア
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク

Ｄｏ
出
水
店

◆
介
護
老
人
施
設 

白
梅
の
里
へ

水
俣
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

◆
特
別
養
護
老
人
施
設 

白
梅
の
杜
へ

田
中
安（
栄
町
）

◆
介
護
老
人
保
健
施
設
や
す
ら
ぎ
苑
へ

深
水
重
信（
丸
島
町
）

◆
水
俣
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

田
中
啓
治（
越
小
場
）、平
野
和
敏（
幸

町
）、宮
﨑
英
司（
中
鶴
）、馬
場
フ
ジ
子

（
浜
町
）、坂
田
ア
ツ
子（
丸
島
町
）、緒

方
直
哉（
丸
島
町
）、内
田
信
次（
栄
町
）、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
長
寿
村

◆
水
俣
市
ス
ポ
ー
ツ
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ

ー
基
金・８
月
受
付
分（
受
付
順
）

㈱
九
電
工
水
俣
営
業
所
、ハ
ー
ト
リ
ン

ク
水
俣
、㈱
建
鋼
社

※
引
き
続
き
寄
附
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

㉄ 

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎︎
63・９
３
１
１

消
防
隊
員
の
迅
速
な
対
応
に
感
謝

前
田
将
さ
ん
が
救
急
車
な
ど
の
購
入
費
用
を
寄
附

　
将
友
会
理
事
の
前
田
将
さ
ん
が
、水

俣
芦
北
広
域
行
政
消
防
本
部
へ
高
規
格

救
急
車
な
ど
の
購
入
費
用
２
８
０
０
万

円
を
寄
付
し
ま
し
た
。

　

前
田
さ
ん
は
、平
成
23
年
に
突
然
の

発
作
で
倒
れ
た
と
き
の
隊
員
の
迅
速
な

対
応
を
き
っ
か
け
に
、３
千
万
円
を
寄
附

を
し
て
お
り
、今
回
で
二
度
目
。

　
８
月
28
日
に
、同
消
防
本
部
で
贈
呈

式
が
行
わ
れ
、前
田
さ
ん
か
ら
同
組
合

代
表
理
事
の
髙
岡
市
長
に
目
録
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

荒
あらかわ

川　愛
あいこ

子
諌
いさやま

山　一
かずなり

成
内
うちだ

田　王
きみえ

映
緒
おが た

方　芳
よしこ

子
柿
かきもと

元　広
ひろみ

美
柏
かしわぎ

木　百
ももえ

江
上
かみはし

橋　美
み ち よ

智代
草
くさの

野　勇
いさむ

迫
さこ だ

田　貞
さだよし

義
園
そのだ

田　浩
こういちろう

一郎
園
そのだ

田　太
たいち

一
田
たなか

中　明
あきら

田
たのうえ

上　裕
ゆう こ

子
中
なかたに

谷　清
きよし

濱
はまさき

﨑　景
けい こ

子
平
ひらかみ

上　繁
しげよし

義
平
ひら の

野　トシヱ
渕
ふちがみ

上　道
みちお

男
古
ふるかわ

川　トシ子
前
まえだ

田　雪
ゆきお

雄
松
まつやま

山　清
きよこ

子
宮
みやざき

﨑　ハス子
森
もりやま

山　隆
たかし

山
やまさき

﨑　民
たみ え

枝
吉
よしがい

海　美
み よ こ

代子

89歳　多々良町
64歳　浜松町
90歳　栄町
69歳　丸島町
51歳　白浜町
85歳　湯出
83歳　月浦
76歳　南福寺
89歳　梅戸町
47歳　浜松町
76歳　陣内
94歳　栄町
69歳　月浦
70歳　浦上町
91歳　栄町
92歳　江南町
93歳　幸町
78歳　古城
87歳　緑ケ丘
86歳　八幡町
96歳　長野町
98歳　中鶴
87歳　桜ケ丘
72歳　白浜町
89歳　宝川内

●おくやみ（８月受付分・敬称略）

●うぶごえ（８月受付分）

榮
えいなが

永　凜
り ん か

花
金
か ね こ

子　幸
ゆ き と

斗
口
くちもと

元　美
み お り

織
小
こ じ ま

嶋　琥
こ ど う

道
下
し も の は ら

野原　琴
こ と は

羽
鶴
つるさき

﨑　帆
ほ の か

乃果
寺
てらかわ

川　准
じゅんたろう

太朗
福
ふ く ち

地　大
や ま と

和
藤
ふじもと

本　華
か り ん

凛
堀
ほりかわ

川　詩
うた

宮
みやいし

石　夏
な つ き

希
山
やまぐち

口　愛
あ ず ね

樹音
和
わ だ

田　凰
お う き

希

汐見町
丸島町
小津奈木
湯出
大園町
八ノ窪町
八ノ窪町
袋
大迫
汐見町
牧ノ内
桜ケ丘
南福寺

くん

くん

くん

くん

ちゃん

ちゃん

くん

ちゃん

ちゃん

寄
附

くん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

　
結
核
と
は
、結
核
菌
を
吸
い
込
む
こ

と
で
感
染
す
る
病
気
で
す
。今
で
も
全

国
で
１
日
に
46
人
の
新
し
い
患
者
が
発

生
し
、６
人
が
命
を
落
と
し
て
い
る
、日

本
の
重
大
な
感
染
症
で
す
。県
内
で
も

年
間
約
２
３
０
人
が
結
核
と
診
断
さ
れ

て
お
り
、そ
の
多
く
は
70
歳
以
上
の
高

齢
者
で
す
。結
核
は
早
期
発
見・早
期
治

療
を
す
る
こ
と
で
、家
族
や
周
り
の
人
へ

の
感
染
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

★
結
核
の
症
状

　
結
核
の
初
期
症
状
は
、風
邪
と
よ
く

似
て
い
ま
す
。次
の
症
状
に
あ
て
は
ま

る
場
合
に
は
早
め
に
医
療
機
関
で
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

◯
た
ん
の
か
ら
む
咳
が
２
週
間
以
上
続
く

◯
微
熱・身
体
の
だ
る
さ
が
２
週
間
以

　
上
続
く

★
早
期
発
見・早
期
治
療

　

結
核
は
、き
ち
ん
と
治
療
す
れ
ば
治

せ
る
病
気
で
す
。し
か
し
、高
齢
者
の
場

合
は
症
状
が
出
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

年
に
１
度
は
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

㉄ 

水
俣
保
健
所
☎︎
63
・
４
１
０
４

　
道
路
へ
私
有
地
か
ら
樹
木
の
枝
な
ど

が
張
り
出
し
、
歩
行
者
や
自
動
車
な
ど

の
通
行
の
支
障
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
道
路
標
識
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど

が
見
え
な
く
な
り
、
事
故
の
原
因
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
樹
木
の
枝
な
ど

が
原
因
で
、
歩
行
者
や
自
動
車
な
ど
に

損
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
樹
木
所
有

者
の
管
理
責
任
が
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
道
路
沿
い
の
土
地
所
有
者
は
、
自
己

所
有
地
か
ら
樹
木
な
ど
が
下
図
の
よ
う

な
状
況
に
な
っ
て
い
な
い
か
、
定
期
的

な
確
認
・
伐
採
な
ど
を
行
い
、
適
切
な

管
理
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
緊
急
時
は
、
道
路
管
理
者
が
道
路
通

行
の
支
障
と
な
る
竹
木
や
枝
な
ど
を
予

告
な
く
伐
採
・
撤
去
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

㉄ 

土
木
課
☎︎
61・１
６
２
５

　
フ
ラ
ワ
ー
ス
タ
ン
プ
の
ポ
イ
ン
ト
カ

ー
ド
に
付
い
て
い
る
子
ど
も
応
援
チ
ケ

ッ
ト
を
集
め
る
と
、フ
ラ
ワ
ー
ス
タ
ン
プ

加
盟
店
で
使
え
る
商
品
券
と
交
換
で
き

ま
す
。各
学
校
や
幼
稚
園・保
育
園
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
な
ど
で
集
め
て
、備
品・設
備
の
購

入
や
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
に
活
用
し
て
く

だ
さ
い
。

■
対
象
団
体　
市
内
の
小
中
学
校
、幼

稚
園・保
育
園
の
Ｐ
Ｔ
Ａ 

な
ど

■
集
め
る
方
法　
加
盟
店
で
買
い
物
し

た
時
に
貯
ま
る
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
が
満

点
に
な
っ
た
際
、加
盟
店
に
知
ら
せ
て
く

だ
さ
い
。チ
ケ
ッ
ト
を
切
り
取
っ
て
渡
し

ま
す
。Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
で
は
、集
め
た
チ
ケ

ッ
ト
を
専
用
の
台
紙
に
貼
っ
て
く
だ
さ

い
。チ
ケ
ッ
ト
の
有
効
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
交
換
方
法　
チ
ケ
ッ
ト
50
枚
に
つ
き
、

５
０
０
円
の
商
品
券
と
交
換
で
き
ま
す
。

台
紙
ご
と
フ
ラ
ワ
ー
ス
タ
ン
プ
事
務
局

へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

㉄ 

水
俣
フ
ラ
ワ
ー
ス
タ
ン
プ
会
事
務
局

☎︎
63・２
７
８
８

「
子
ど
も
応
援
チ
ケ
ッ
ト
」を
集
め
て
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
活
用
し
ま
せ
ん
か
？

道
路
沿
い
の
樹
木
な
ど
の
管
理
を
お

願
い
し
ま
す

結
核
は
昔
の
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん

早
期
発
見
・
治
療
で
感
染
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

▲寄附をした前田将さん（前列・中央左）
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く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー

○当番医・当番薬局は変更になる
　ことがあります。受診前に、電
　話で確認してください。
○イベントなどの日時や場所は変
　更になることがあります。

○
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
と
、月
〜
金
曜
日
の
17
時
15
分
以
降
の
市
役
所
へ
の
連
絡
・
通

　
報
は
、☎
61
・
１
６
４
６
／
☎
63
・
１
１
１
１
ま
で

○
困
り
ご
と
・
お
悩
み
は
、市
民
相
談
室
へ 

☎
61
・
１
６
４
３
（
原
則
、
火
・
木
・
金

　
曜
日
の
９
時
〜
15
時
）

日 当番薬局

６

あかね薬局
☎ 68-2356
さくら薬局
☎ 63-7100

13

日本調剤水俣薬局
☎ 68-2198
南福寺調剤薬局
☎ 68-9788

14

平和薬局センター店
☎ 62-0230
ポピー薬局
☎ 62-6771

20

ファーコス薬局おれんじ
☎ 63-9388
谷川薬局
☎ 63-7535

22

あかね薬局
☎ 68-2356
さくら薬局
☎ 63-7100

27 日本調剤水俣薬局
☎ 68-2198

当番医
日 当番医

６ 水俣協立病院
☎ 63-1704

13 市川内科クリニック
☎ 62-0707

14 てらさきクリニック
☎ 63-1200

20 本田レディースクリニック
☎ 63-2019

22 水俣協立病院
☎ 63-1704

27 山田クリニック
☎ 63-5188

当番薬局

水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat

32 4

109 11

1716 18

24

23 25

3130

●１歳６カ月児健診
　【平成30年３月生】

（12:45〜 保健センター）

●６カ月児健診
　【平成31年３月生】

（12:45〜 保健センター）

●３歳６カ月児健診
　【平成28年３月生】

（12:45〜 保健センター）

■八代年金事務所出張相談
（9:30〜15:30 もやい館）
※要予約☎0965-35-6123

■八代年金事務所出張相談
（9:30〜15:30 もやい館）
※要予約☎0965-35-6123

●こころの健康相談
（14:00〜 水俣保健所）
※要予約☎63-4104

●こころの健康相談
（14:00〜 水俣保健所）
※要予約☎63-4104

■がんサロン（未来へ）
（14:00〜 医療センター）

●やさしい糖尿病教室①
（13:30〜 医療センター）

【②11日、③18日】

日 Sun 月 Mon 火 Tue

1

6 7 8

13

14 15

21 22

27
28 29

■特設合同行政相談
（9:00〜12:30

もやい館３階会議室）

●母子手帳交付・育児相談
（8:30〜13:00

市保健センター）

●母子手帳交付・育児相談
（8:30〜13:00

市保健センター）

●母子手帳交付・育児相談
（8:30〜13:00

市保健センター）

●母子手帳交付・育児相談
（8:30〜13:00

市保健センター）

体育の日

神無月

10月

●４カ月児健診
　【令和元年６月生】

（12:45〜 保健センター）

■税務相談
（13:00〜16:00

市民相談室）

★市民スポーツ祭り
（8:30〜 総合体育館）

■サイエンスリサーチキャンプ
（9:30〜 水俣環境アカデミア）

◆狂犬病予防注射
（市内各所）【27日も】
※詳しくは28ページ

■水俣市戦没者追悼式
（13:30〜 もやい館３階）

■徳冨蘆花顕彰講演会
（13:00〜 市公民館本館）

■大園荒神さん秋の例大祭
（18:00〜 大園荒神神社）

■講演会
　「里親って何だろう？」

（19:30〜 光明童園）

■水中運動教室「ミットアクア」
（13:00〜 総合体育館）

■焼きいも体験
（9:30〜12:00
　エコパーク水俣ふるさと広場）

■ふくしカフェ
（10:30〜12:30

もやい館３階）

■育児おはなし会
（10:30〜12:00

はつの・あそびの森こども園）
◆「環境絵画コンクール」展

（県環境センター）
【〜11/24】

20

■企画展関連イベント
（13:00〜 水俣病資料館）
※詳しくは29ページ

■認知症見守り声かけ訓練
（10:00〜11:30 5区・６区）

■水俣高校文化祭
（9:00〜15:30 水俣高校）

■山王神社秋の大祭
（11:00〜15:00 山王神社）

■権現さんのお祭り
（10:00〜 20区権現宮）

■巣箱づくり体験
（9:00〜12:00 水俣エコハウス）

■久木野住吉神社秋祭り
（9:00〜 久木野住吉神社）

■えびす祭り当日祭
（17:30〜 浜えびす神社横）

■UVビーズストラップ
＆化石レプリカづくり体験

（10:00〜 県環境センター）

◆ななうら型食と農セミナー
（10:00〜 市公民館）【26 日も】

■水俣芦北地域動物愛護祭
（9:00〜12:00 水俣保健所）

■コスモス祭り
（10:00〜 中尾山コスモス園）

■高齢者無料法律相談会
（14:00〜16:00

水俣市社会福祉協議会）

26

●まちの保健室
（13:00〜15:00

エムズシティ１階）

■さわらび祭り
（13:00〜16:00

さわらびこども園）

■水俣演奏家協会定期演奏会
（18:30〜 市文化会館）

■市公民館いきいき教室
　みなまたの歴史講座
　「江戸時代の農業①」

（10:00〜 市公民館本館）

■ソフトボール体験会
（13:30〜 浜グラウンド）

■野外劇団「楽市楽座」公演
（19:00〜 エコパーク水俣）

■二中・校区合同文化祭
（8:40〜 水俣第二中学校）

19

■水俣病慰霊式
（13:30〜15:00

 エコパーク水俣）
※詳しくは21ページ

■明光幼稚園バザー
（11:00〜13:00 明光幼稚園）
■ナイトウオーク

（18:00〜 総合体育館集合）

◆広報みなまた10月号
　発行日

■小学新１年生健康診断
（13:30〜16:30 総合体育館）

【26日も】

■体力測定【11日も】
（18:30〜 総合体育館）

■法律相談
（10:00〜16:00

市民相談室）

■編み物教室
（13:00〜 市ふれあいセンター）

■将棋道場
（13:30〜 市ふれあいセンター）

■みな図書祭り
（9:00〜 17:00

市立図書館周辺）

●献血（市保健センター）
①10:00〜12:00
②13:00〜15:30

5
★中村礼子さん水泳教室

（13:00〜 総合体育館）
■リハビリテーション技術講習会

（13:30〜 水俣病情報センター）

12

■漁師市
（9:00〜 丸島新港）
■こども食堂

（11:00〜14:00
 市ふれあいセンター）

■17区ふれあい祭り
（17:00〜 袋コミュニティ広場）

■もち麦雑穀講座
（14:30〜 市ふれあいセンター）

★市制施行70周年記念式典
（9:40〜 市文化会館）
★さかなクン講演会

（13:30〜 もやい館３階）

■体力測定
（14:00〜 総合体育館）
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◆
２
つ
の
Ｓ
Ｕ
Ｐ
イ
ベ
ン
ト
を

　
湯
の
児
で
同
時
開
催

　
８
月
31
日
・
９
月
１
日
の
２
日
間
に

わ
た
っ
て
、
湯
の
児
海
水
浴
場
で
、
第

２
回
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ａ 

Ｓ
Ｕ
Ｐ 

Ｂ
Ａ

Ｙ
！（
以
下
、
Ｓ
Ｕ
Ｐ 

Ｂ
Ａ
Ｙ
）と
、
Ｓ

Ｕ
Ｐ
Ａ
西
日
本
Ｓ
Ｕ
Ｐ
選
手
権
大
会
Ｒ

Ａ
Ｃ
Ｅ（
以
下
、
西
日
本
選
手
権
大
会
）

が
同
時
開
催
さ
れ
、
市
内
は
も
と
よ
り
、

全
国
各
地
か
ら
ト
ッ
プ
選
手
や
愛
好
家

が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
市
と
芦
北
地
域
振
興
局
、
地
元
団
体

な
ど
で
構
成
し
た
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ａ 

Ｓ
Ｕ
Ｐ 

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
委
員
会
と
日

本
ス
タ
ン
ド
ア
ッ
プ
パ
ド
ル
ボ
ー
ド
協

会
の
主
催
に
よ
る
も
の
で
、
Ｓ
Ｕ
Ｐ 

Ｂ

Ａ
Ｙ
は
昨
年
に
続
き
２
回
目
、
西
日
本

選
手
権
大
会
は
九
州
で
初
め
て
の
開
催

で
す
。

◆
雨
に
も
負
け
な
い
ア
ツ
い
レ
ー
ス

　
Ｓ
Ｕ
Ｐ 

Ｂ
Ａ
Ｙ
は
水
俣
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
Ｓ
Ｕ
Ｐ
イ
ベ
ン
ト
。
未
経
験
者
か
ら

上
級
者
ま
で
気
軽
に
参
加
し
て
楽
し
め

る
４
つ
の
レ
ー
ス
で
構
成
。
西
日
本
選

手
権
大
会
は
、
世
界
大
会
の
選
手
選
考

も
兼
ね
た
国
内
ト
ッ
プ
カ
テ
ゴ
リ
ー
の

２
レ
ー
ス
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
開
催
期
間
中
は
２
日
と
も
、
あ
い
に

く
の
空
模
様
。
荒
天
の
た
め
に一部
レ
ー

ス
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
選
手
た

ち
の
力
強
い
パ
ド
リ
ン
グ
と
雨
に
も
負

け
な
い
白
熱
の
レ
ー
ス
に
、
集
ま
っ
た

観
客
か
ら
は
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

◆
レ
ー
ス
だ
け
じ
ゃ
な
い

Ｓ
Ｕ
Ｐ
の
楽
し
み
方

　
会
場
で
は
レ
ー
ス
の
他
、
Ｓ
Ｕ
Ｐ
の

さ
ま
ざ
ま
な
楽
し
み
方
を
体
験
す
る
催

し
も
開
か
れ
ま
し
た
。「
Ｓ
Ｕ
Ｐ
ヨ
ガ
」

や
「
Ｓ
Ｕ
Ｐ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
」
は
、
そ
れ
ぞ

れ
ヨ
ガ
や
フ
ィッ
ト
ネ
ス
と
Ｓ
Ｕ
Ｐ
を
組

み
合
わ
せ
た
も
の
。
地
上
で
行
う
運
動

と
は
ま
た
違
っ
た
感
覚
を
多
く
の
人
が

体
験
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
水
俣
の
お
い
し
い
グ
ル
メ
や

物
産
が
大
集
合
し
た「
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
マ
ル

シ
ェ
」
も
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
人
が
地

域
の
味
覚
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

◆
水
俣
をｓ
Ｕ
Ｐ
の
聖
地
に

　
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ａ 

Ｓ
Ｕ
Ｐ 

Ｐ
Ｒ
Ｏ

Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
委
員
会
で
は
、
水
俣
を
Ｓ
Ｕ

Ｐ
の
聖
地
に
し
よ
う
と
取
り
組
み
を
進

め
て
い
て
、
来
年
度
に「
全
国
Ｓ
Ｕ
Ｐ

選
手
権
大
会
」を
誘
致
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
将
来
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
種
目
と
し
て

追
加
さ
れ
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
る

Ｓ
Ｕ
Ｐ
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ一度
、
体
験
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

MINAMATA SUP BAY!
SUPA西日本SUP選手権大会RACE

巻末フォトリポート

１

２３

４

５

６
７８

９10

11

12

１_ 選手宣誓　２_熊本市出身の陸
上選手・末續慎吾さんも参加して
大会を盛り上げた　３_トップ選手
たちの迫力満点の競り合い　４_水
俣川に設けられたロングディスタ
ンスレースの折り返し地点　５_応
援　６_MINAマルシェ　７_SUP
ヨガ　８_キッズも真剣！　９_参
加者大集合！　10_ 表彰式　11_
高校生ボランティアがレースをサ
ポート
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株式会社

湯の児海と夕やけ
所在地　　水俣市大迫1213
設　立　　平成23年４月
従業員数　73人
事業内容　ホテル・旅館業

　
当
ホ
テ
ル
の
経
営
方
針
は
、「
お
客

さ
ま
に
寄
り
添
う
」「
社
員
に
寄
り

添
う
」「
地
域
に
寄
り
添
う
」の
３
つ

で
す
。
お
客
さ
ま
の
快
適
・
安
心
・

安
全
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
社
員

に
と
っ
て
働
き
や
す
く
誇
り
を
持
て

る
職
場
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
地
域

に
貢
献
す
る
会
社
で
あ
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
社
員
の
ほ
と
ん
ど
は
地
元
か
ら
の

採
用
。
仕
入
れ
る
食
材
も
多
く
が
水

俣
・
芦
北
地
域
の
産
品
で
す
。
観
光

産
業
は
地
域
と一
体
で
な
け
れ
ば
成

り
立
ち
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
事
業
を

通
し
て
、
地
域
と
共
に
発
展
し
た
い

と
い
う
思
い
を
強
く
持
って
い
ま
す
。

　
こ
の
地
域
に
は
、
海
と
陸
の
温
泉

や
食
材
、
美
し
い
景
観
、
マ
リ
ン
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
、
訪
れ
た
人
を
感
動
さ

せ
る
豊
か
な
観
光
資
源
が
あ
り
、
名

指
し
で
予
約
を
し
て
く
れ
る
リ
ピ
ー

タ
ー
も
増
え
て
い
ま
す
。
今
年
に
入

っ
て
、
大
手
旅
行
情
報
サ
イ
ト
「
じ

ゃ
ら
ん
」
か
ら
、
夕
食
部
門
で
賞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
従
業
員
が
お

客
さ
ま
視
点
に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
で
、

地
域
の
素
晴
ら
し
い
素
材
を
提
供
し

た
か
ら
こ
そ
、
評
価
し
て
い
た
だ
け

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ホ
テ
ル
・
旅
館
業
は
、
年
中
無
休

の
24
時
間
営
業
。
だ
か
ら
こ
そ
、
働

き
や
す
さ
は
重
要
で
す
。
人
材
を
大

切
に
し
、「
働
き
方
改
革
」
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
従
業

員
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に

取
っ
て
意
見
や
ア
イ
デ
ア
な
ど
発
言

し
や
す
い
環
境
を
整
え
、
そ
れ
ぞ
れ

が
主
体
的
に
工
夫
・
改
善
し
て
い
け

る
職
場
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

　
当
ホ
テ
ル
の
営
業
担
当
は
、
旅
行

会
社
を
回
っ
て
も
ホ
テ
ル
単
体
の
営

業
は
し
ま
せ
ん
。
周
辺
の
観
光
資
料

を
そ
ろ
え
、
地
域
全
体
の
魅
力
を
Ｐ

Ｒ
し
て
い
ま
す
。
交
流
人
口
を
増
や

し
、
水
俣
を
活
性
化
す
る
こ
と
で
地

域
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら

も
、
よ
り一層
の
情
報
発
信
を
行
って

い
き
ま
す
。

な
みなまた

事業所ファイル事業所ファイル
元元

第15巻

藤 ▼
涼
し
さ
を
は
っ
き
り
と
感
じ

る
日
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
実

り
の
秋
が
や
っ
て
き
ま
す
。
▼

た
く
さ
ん
の
お
い
し
い
も
の
が

旬
を
迎
え
る
こ
の
季
節
。　

は

特
に
梨
が
大
好
き
で
す
。
毎
年
、

親
類
が
送
っ
て
く
れ
る
の
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
▼
最
近
、

ジ
ャ
ム
作
り
に
挑
戦
し
て
い
ま

す
。
プ
ラ
ム
は
う
ま
く
で
き
た

け
ど
、
ス
イ
カ
ジ
ャ
ム
は
サ
ツ

マ
イ
モ
み
た
い
な
味
に
。
不
思

議
で
す
。
そ
う
い
え
ば
、
梨
ジ

ャ
ム
っ
て
あ
ま
り
見
な
い
な
ぁ
。

ど
ん
な
味
に
な
る
ん
だ
ろ
う
。 福
福

編 

集 

後 

記

広
報

み
な

ま
た

2019 N
o.1410

10
◆

編
集

・
発

行
／

市
長

公
室

広
報

公
聴

係
　

〒
867-8555　

熊
本

県
水

俣
市

陣
内

１
-１

-53
◆

連
絡

先
☎

0966-61-1655
◆

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

／
https://w

w
w

.city.m
inam

ata.lg.jp
◆

発
行

日
／

令
和

元
年

10月
１

日
◆

印
刷

／
旭

印
刷

株
式

会
社

見
や

す
く

読
み

ま
ち

が
え

に
く

い
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
フ

ォ
ン

ト
を

採
用

し
て

い
ま

す
。

代表取締役
田尻 泰比古 さん

「じゃらん」からの受賞はこれまでに
３回を数え、ミシュランガイド熊本・
大分2018に掲載された他、県の
「はばたく中小企業・小規模事業
者 300 社」にも選ばれています。

藤

▼
季
節
は
も
う
す
ぐ
秋
。
秋
と

言
え
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
芸

術
の
秋
、
食
欲
の
秋
、
行
楽
の

秋
。
何
を
す
る
に
も
良
い
季
節

で
す
ね
。こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、

各
地
域
の
お
祭
り
や
た
く
さ
ん

の
催
し
が
開
か
れ
ま
す
。
み
な

さ
ん
も
秋
の
陽
気
に
誘
わ
れ
て

お
出
か
け
し
て
は
い
か
が
で
す

か
。
▼
食
べ
る
こ
と
が
好
き
な

　

は
、一
足
先
に「
食
欲
の
秋
」

を
満
喫
し
、
身
体
が
少
し
ボ
リ

ュ
ー
ミ
ー
に
。
取
材
で
市
内
各

地
を
走
り
回
っ
て
、
体
を
引
き

締
め
た
い
と
思
い
ま
す（
笑
）

湯の児海と夕やけは、客室総数52室・収
容数約190人の、不知火海を望むホテル
です。日本名湯100選にも選ばれた湯の
児温泉で、利用客の満足はもとより、観
光業を通した地域の活性化にも力を注い
でいます。
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